ご愛まに関するメ^ 


記入ちれる記号•番号は、車検話、ネームプしートをご覧<ださい。 


ご愛車のメモ 

車名および型式 

車名： 

型式： 

車台番号 


エンジン型式 

KF- 型エンジン 

総排気量 

658cc 

車体を(番号） 


トランスミッション 

才ートマチックトランスミッション 


ネームプしートは助ず席側ドアを開けたとこ5に化り付けしてあります。 
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-185 
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213 
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231 
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--232 
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239 
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245 
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給曰巧 


外観 


ブしードの違い、ベーカーオプションち記載しています。 














① リわヴ ー I -96 

② リわワイパ-136 

③ リわウインドゥデフォッガ- 137 

④ アンテナ-1的 

⑥フ□ントワイパ- 135 

⑥ 電動格納すドア ミラ -113 

⑦ ボンネッ I -101 

⑧ けん弓 I フック- 189 

⑨ フォブランプ-137 

⑩ ドアの開閉-83 

⑩スライドドア- 85 

@ パフー スライドドア-阴 

⑩タイわ交換-193 

® タイわの□- テーシヨン -221 

©タイわチェーン-234 
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内装 


グしードの違い、 乂一わー スプシヨンち記載しています。 


① ③⑤④⑥⑥⑦⑩⑧ ③ 
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② ルームランプ（フ□ント）-170 

③ サンバイザ-173 

④ ドアの開閉-83 

⑥車内な5の施錠-解綻-83 

⑥ 集中ドア□ック- 95 

⑦ シートベルト（フ□ント）-51 

⑧ シートベルト（リわ）- 51 
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大型力ーコルームランプ (LED) - 170 

⑩ ドアミラースイッチ-113 
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©フロントシ ー I -39 

⑩フユ—エルリッドオープナーしバ-108 

沼)リわシ—卜-41 

返)リわシ—トアンダーボックス-175 

颇力ーゴソクッ I - 172 
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インストルメントパネル 


グしードの違い、 乂一わー ブプシヨンち記載しています。 


① ②③④ ( D ® ⑦⑩ 
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® シガーライタ- 172 

©灰皿 -173 
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巧をのためにぜひ巧りましよラ 


A 

够読！ 

ドライ パーの みなさまへ 

ご巧用の前に、巧に巧つていただきたいこと、 

巧つておいていただきたいことをまとめています。 






警告に値する項目です 

ま意に値する項目です 





走行する前に-10 

エンジンをかけるときは-13 

走行しているときは-14 

な停まするときは-17 

ま全な燃料給油のために-20 

SRS エアバッグについて-22 

才ートマチックまについて-24 

お子さまを乗せるときは-26 

おまを長}寺ちさせるには-30 

こんなとさは-33 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

走巧す各おに 


走巧ずる前に 

お出かけの前に知っておいていただきたいこと、お守りいただきたいこ 
とをまとめています。 


日常点検などをかかさず行っ 
てください 

安全で快適な運転をしていただ < ために、 
日常点検-定期点検整備を実施すること 
巧法律で義務巧け己れています。 

点検•整備はベンテナンスソートじした 
巧って実施して < ださし、。 

詳し<は別冊の「ソンテナン3タート」 

をご覧 < だちい。 


各部を正しく調整してくださ 

い_ 

シート、ミラー類の位置を正し<調整し 
て < ださし、。 

(シートー38ベージ) 
(ま体各部の調整一113ページ) 


シートベ J レトはしっかりと着 
用してください _ 

走行する前にむす'運転者、同乗者とち全 
員丹'シートベルトを着用して<ださい。 
シートベルトは正し<着用しないと効ま 
巧半減したり、后険な場合巧あります。 
必す正しし^着用方をを身に付けて < ださ 
し、。 

(正しい着用一48ぺージ) 



10 


DIAS WAGON S 321 N -0001534~, S 331 N -0001307 - 










化読！ドライバーのみなさまへ 

走巧女るおに 


妊娠中の方もシートベルトを 
着用してください _ 

妊娠中の方も下記の要領でシートベルト 
を着用して<ださい。ただし、巧一のと 
き腹部などに強い圧迫を受けるおそれけ' 
ありますので、シートベルトの着用じつ 
いては、医師 I こご相談のラえ、ミち意事項 
をち售認して <だちし、。 

•腰ベルトは、化す腰骨のできるだけ低 
い位置、あ腹の膨己みの下に密着ちだ 
て着用して<ださい。腰ベルト好腰骨 
な5すれていると、衝突したときなど 
に腹部に強い圧迫を受け、け巧をする 
おそれ巧あります。 

•肩ベルトは、お腹の膨己みをちけ化す 
胸部に着用して<ださい。肩ベルトを 
腹部 I こなけているヒ衝突したときなど 
じ、腹部区強い圧迫を受け、け巧をす 
るあそれ灯'あります。 



を険物は持ち込まないでくだ 
さい 



車内や荷室内じは、ガソリン、むミ由、シ 
ンナーなどの引义物①入った容器やスプ 
し一生類を持ち込まないで<だちい。薰 
発ガスに引义したり容器が破損すると非 
常にち険です。 




ペダル操作が確実に巧える履 
き物を着用してください 

安全な運転をしていただ<ためじ、ペグ' 
ル操作び確実 I こ行える履き物を着用して 
<ださい。ペダル操作巧確実に行えない 
と、思わめ事化じつな巧るおそれ巧あり 
危険です。 


運転席足元に物を置かないで 
ください _ 

走行中に空生などの動きやすい物を足元 
じ置<と、ブしーキペダルの下に挟まり、 
ブしーキ操作巧できな<なったり、アク 
t ルペダルな'戻己な<なるなどのおそれ 
巧'あり后険です。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

走巧す各おに 




まに合わないフ□アマットは 
使用しないでください 


タイヤ空気圧の点検をしてく 
ださい 


•フ□アマットはペグルに引つ巧な5 
ないよラ、車に合った物を正し<敷し、 
て<ださい。また、す'れないよラに固 
をフックなどで化す固定して < ださい。 



•フ□アマットを正し<敷好ななった 
り、重むて敷<とペグル操作をちまた 
け'、思わめ事®じつな巧るあそれな'あ 
り危険です。 



荷物を積み過ぎないでくださ 

い_ 

•助手席や I 」わシートに荷物を積み重 
打ないで<ださい。視界をちまたげた 
り、ブしーキをなけたときや旋回して 
いるときに荷物巧巧け化して体にあた 
るなどして、思わめけ巧や事故じつな 
なるおそれ巧'あり盾険です。 

• 重い荷物を積み過ぎないで<ださい。 
車両や走行に悪い暴響をおよぽし、思 
わめ事な区つな巧るおそれ灯' あり危険 


タイわ空気圧の点検は法的に義務付け白 
れています。 

タイわ空気圧は;^ペアタイわち含め、最 
低でも月に1回は点検を行って < ださし、 
タイわ空気圧巧極端に化い状態のまま走 
行すると、偏摩耗や早期摩耗します。ま 
ち、バースト（破裂）など修巧できない 
よラな損傷をタイわじあたえたり、思わ 
め事®につな巧るおそれ巧あり危换です。 
タイわの点検じついては、別冊の「メン 
テナンスタート」をご覽<だちし、。 


です。 
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化読！ドライバーのみなさまへ 

エンジンをかけるとまは 


エンジンをかけるときは 

エンジンをかけるときに巧っておいていただきたいこと、お守りいただ 
きたいことをまとめています。 


車両後方に可燃物がないこと 
を巧認してください 

エンジン始動前に、車両後ちや排気管の 
周りに可燃物け古草•紙•木材など）巧' 
ないなお認して<だちい。可燃物灯'ある 
と排気营や排気ガス巧高温になり、义災 
じなるおそれな'あり盾険です。 



オートマチックまの場合にを 
意していたにさたいこと 

駐車ブしーキを乃けたが態で t しクトし 
バーをむす'回しンジにして、ブしーキぺ 
ブルをしつなり踏みエンジンを始動して 
<ださし、。 

(エンジンのかけかた一143ぺージ) 


排気ガスには気を付けてくだ 
さい_ 

排気ガスには無色-無臭で有書な一酸化 
炭素灯'含まれているため、 n 及い込むヒー 
酸化炭素中毒じなるあそれがあり危険で 
す。 

換気の悪い場所（車庫など、周囲な'聞鎖 
ちれた場所）でエンジンをなけたままに 
しないで<ださい。換気巧不十分になり、 
一酸化炭素中毒事®を起こす危険巧あり 
ます。 

排気管はときどき点検して<だちい。排 
気管の異常（腐食による巧や亀裂など） 
または排気音の異常などに気付いたとき 
は、スバル販売店で点検を受けて<だち 
い。そのまま走行すると排気ガス巧ま巧 
に侵入するあそれ巧'あり危険です。 

車内に排気ガスけ侵入してきたと感じた 
己すく'じ換気をし、車内に新鮮な空気を 
入れて<ださい。また、ただちにスバル 
販売店で点検を受けて<ださい。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

走巧しているときは 


走巧しているときは 

走行しているときに知っておいていただきたいこと、お守りいただきた 
いことをまとめています。 


走行中はエンジンを止めない 
でください 

走行中にエンジンを止めると、下記のよ 
ラな現象な'起こるおそれ巧あります。 

• ブしーキの倍力装置巧はた5なな<な 
るため、ブしーキ①効きけ'悪<なり、 
事古财こつな巧るおそれなあり危険です。 
• 各警告な巧作用しな < なります。 

• 八ンドル操作な重<なります。 

• 離媒装置を損傷するおそれ巧あります。 
万一、車巧止ま5な<なったときの非常 
時は、車両の緊急停止ちまにしただって 
<ださい。 

(車両を緊急停止するには一209ページ） 


下り坂ではエンジンブレーキ 
を併用してください _ 

フットブしーキじ頼ると、ブしーキな過 
熱してブしーキの効き巧悪<なり、后険 
です。長い下り巧などではシフトブウン 
して、エンジンブしーキを併用しましよ 
ラ。 

その際には、急激なシフトグウッを避け 
て<ださい。タイわを□ックちせ 、スリ 
ップなどの原因となり、事故につなな'る 
おそれがあり危険です。 

また、めれたお面や、積雪お、凍結おな 
どのスリップしやすい路面では、十分ま 
度を落としてシフトダウンして<ださし、。 


エンジンブレーキ 

エンジンブしーキとは、走巧中アク t ル 
ペダルな5足を離したときにな巧るブし 
ーキのことです。低まギわじなるほどよ 
<効きます。 


ハンドルをぃっぱぃに回した 
状態を長く続けなぃでくださ 
い_ 

ブイル潤滑不良を起こし、パワーステア 
リンブポンプを損傷するあそれ灯ありま 
す。 
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化読！ドライバーのみなさまへ 

走巧しているときは 


雨、風の強い日には走行にま 
意してください _ 

雨や風の強い曰は、スピードを控え目に 
しましよラ。特に橋や±まの上、トンネ 
ルの化□、山の切通しの部分など、横風 
の発生しやすい場所では、/\ンドルをし 
つなり持ち、スピードを落として走行し 
て < ださし、。 


冠水した道路を走行しないで 
ください _ 

冠水した道路を走行すると、エンストす 
るだけでな<、電装品のショート、エン 
ジンの破損などの重大な車両故障につな 
灯'るおそれ巧あります。 

万一、水中に浸巧ってしまったときは、 
むす' スバル販売店で点検を受けて < だち 
し、。 


水たまりを走行したあとはブ 
レーキの 効きを確認してくだ 
さい_ 

深い水たまりを走行したあとや洗車をし 
たあとは、ブしーキパッド灯'しめり、巧] 
き巧悪<なること巧あります。ブしーキ 
ペグルを軽<踏み、ブしーキの効き具合 
巧正常巧を確なめて <ださい。 

効き具合巧悪いときは前後の車に十分を 
意し、ブし-キペダルを軽<踏みな巧5 
低までしば己<走行し、ブレーキのしめ 
りを乾巧して <ださい。 


スタック（立ち往生）などし 
たときにはタイヤを高速で回 
転させないでください 

タイわのバースト（破裂）、トランスミ 
ッシヨンなどの損傷による思わめ事巧に 
つな巧るおそれびあります。 

(スタック（立ち往生）したとき 
一185ページ） 



高速道路を走行するときにを 
意していただきたいこと 

•燃料、をま日化、エンジンスイルの量、 
タイわの空気圧、摩耗が態などの点検 
は特に念入りに巧って<ださい。 

• 高速での急ブしーキは特 I こ危険です。 
十分な車間距離を取って走行して < だ 
さし、。 

• 'ま定速度を守って走行して < ださい。 
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化読！ドライバーのみなさまへ 

走巧しているときは 


正しいシート位置で走行して 
ください _ 

シートを倒したが態で人をまだたまま走 
巧しないで < ださい。 

また、 I 」わシートを巧りたたんだ状態で 
荷室区人を乗せての走行ちしないで<だ 
ちい。急ブしーキを巧けたときなど、イ本 
巧固をちれす'大変后険です。 

人をまだて走行するときは化す通常のシ 
ート位置で走行して < ださい。 

(シートー38ベージ） 


後退するときは子供や障害物 
に気を付けてください 

ルームミラー、ドアミラーなどでは確 
認しじ<ぃ死角けあります。安全お認を 
しな巧白ゆつ <リ後退して < ださい。 


窓から手や顔などを出さない 
でください _ 

窓な己身を乗り化したり、手や顔を絶が 
に止!ちないで<ださい。思わめけけをす 
るおそれ巧あります。 


ブレーキペダルに足をのせた 
まま走行しないでください 

ブ しーキ 部品な早<摩耗したり、ブし一 
キ巧過熱し、効き巧悪<なるあそれ灯あ 
ります。 



ハンドルの中からの操作をし 
ないでください 

走行中には A ンドルの中に手を入れて、 
スイツチなどの操作をしないで<ださし、。 
/\ンドル操作のさまたげじなり、万一の 
ときじ大変危険です。 


「急」の付く運転はしないで 
ください 

急激な/\ンドル操作、急発進、急加速、 
急ブしーキゃ急激なエンジンブしーキな 
ど「急」の付<運転はちけて<ださい。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

駐停まするときは 

駐停車ずるときは 

駐停車するときに知っておいていただきたいこと、お守りいただきたい 
ことをまとめています。 


長時間駐まするときにま意し 
ていただきたいこと 

エンジンを化す'止めて駐車して < ださし、。 
思わめ事故じつな巧るおそれ巧あります。 


届主停まのときは駐車ブレーキ 
をかけてください 

駐車するときは、むす駐車ブしーキをな 
け、 t しクトしバーを回しンジ I こ入れま 
す。巧道で駐車するときは、ち己に輪止 
めを置いて駐車すると安全です。 

停車巧長ひ’<ときは、ブしーキペグルを 
踏んだままで駐車ブレーキをなけ、わし 
クトしバーを画しツジに入れます。 



燃えやすい物のそばにまを止 
めないでください 

排気管や排気ガスは高温 I こなり、可燃物 
け古草•紙•木材など）な'あると、义災 
になるおそれ巧あり后険です。車の後方 
に可燃物巧あるときは、車両後端を 
30 cm じ I 上離して止めて < ださい。 

際間巧みなし > と排気ガスによって変色や 
をおしたり、义災じなるおそれ巧あり盾 
険です。また、可燃物け占草•紙-木な 
など）の上で走巧したり、車を止めたり 
しないで < ださし、。 


まから離れるときにま意して 
いたにさたいこと 

車な己離れるときは、エンジンを止め、 
駐車ブしーキをなけ、必すドアを施錠し 
て< だちし、。 

車巧動き化したり、車両盜難、貴重品盜 
難のあそれなあります。 

また、乳幼児のみを車内に残して車を離 
れないで<ださい。炎天下での車内の温 
度は、想像な上に高<なりち険です。 
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化 読！ ドライパーのみなさまへ 

駐停まするときは 


仮眼するときは必ずエンジン 
を止めてください 


高速道路で停まするときにを 
意していただきたいこと 


エンジン巧ななったが態のままで仮眠す 
ると、無意識に t しクトしバーを動巧し 
たり、アク t ルペダルを踏み込んだりし 
て、車の不意な発進やエンジン過熱じよ 
る义災など、思わめ事®につな巧るおそ 
れ丹'あり后険です。 

また、排気管巧損傷していた場合、風通 
しの良<ない巧や、風向き I こよっては排 
気ガスの侵入じより、一酸化炭素中毒事 
故を起こすおそれな'あります。 



高を道路で、 S 別章などのためやむを得す 
停車するときは道路の端によだ、むす停 
止表示板（停止表示む）を置いて<だち 
し、。 

巧一のためじ停止表示板（停止表示な） 
は車に常備しましよラ。高速道路では停 
止表示板（停止表示な）①設置は法律で 
義務付け己れています。 



7フラーに軸れないよラにして<だち 
し、。エンジン巧ななっているときやエ 
ンジン停止直を①マフラーは高温にな 
っているため、やけどをするおそれ巧 
あります。 

•タイわ交換時など I こ、ディスクホイ 
-ルやブレーキ回りに軸れないよラに 
して<ださい。走行後のディスクホ 
イールやブしーキ回りは高温になって 
いるため、やけどをするおそれ好'あり 
ます。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

駐停まするときは 


走行後にアイドリングを行つ 
てください _ 

高速およぴ登巧走行の直後にエンジンを 
止めるときは、停車後、1分程度アイド 
リンブのが態でエンジンを冷やしてな5 
エンジンを止めて < ださし、。 


まが雪でおおわれたときにを 
意していたにさたいこと 

雪灯'積もった場所や降雪時に駐車すると 
きは、エンジンをけけたままじしないで 
<ださい。エンジンをなけた状態できの 
周りに雪巧積もると、排気ガス巧車巧に 
侵入して一酸化炭素中毒事故を起こすお 
それ好'あり盾険です。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

ををな燃巧給油のために 


ままな燃お給油のために 

七ルフガソリンスタンドなどで、お客様自身で燃料給油する場合に知 
つておいていただきたいこと、お守りいただきたいこと、特にを意して 
いただきたいことをまとめています。 

よくお読みになり、ま全に給油を行ってください。 


必ず指定燃料をご使用くださ 
い_ 

むす、無銳しギュラーガソリンを使用し 
て < ださし、。 

給ミ由時に、指定されている燃料であるこ 
とをお認して <ださい。 

指を L 乂外の燃料（粗悪なガソリン、アル 
コール系燃料‘、軽ミ由、なミ由など）を使用 
すると、エンジンの始動性巧悪<なった 
り、 y ッキングや出力の低下などが発生 
する場さ灯あります。また、そのまま使 
用していると、エンジンや燃料系部品を 
損傷するおそれ打'あります。 



燃料給油時には、おず下記の 
ことをお守りください 

燃料は引义しやすいため、やけどなど重 
大な傷害を受けるおそれ巧あり危険です。 
必す下記のことをお守リ < ださい。 

• エンジンは化す止めて<ださい。 

•車のドア、窓は閉めて<ださい。 
•タバコをのラなど、义気を近付けない 
で < ださし、。 



• フユーエル キゎップを開ける前に、 
むす車がまたは給ミ由機などの金属部分 
I こ晒れて、身体の静電気除ちを行って 
<だちし、。 

身体に静電気を帯けていると、放電に 
よる义巧で引义するなどして、やけど 
のおそれ巧'あり盾険です。 


’アルコールけ 主成分の高濃度 アルコール 含ち 
燃料。日本工業規巧 （JS) や「揮発油の品質 
①確保 E 関する法律」 巧定めた。ソ リン規格 
Iご適合している ET 距や E3 などのバイオガソ 
_リツは使用できます。_ 
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化読！ドライバーのみなさまへ 

ををな燃巧給油のために 


給ミ由中じ再び車内のシートじ軸れたり、 
座ったり、また人や物に晒れると再帯 
電する場合なあります。このよラなヒ 
きは再け給ミ由機などの金属部分に軸れ 
て静電気除ちを行って < ださい。 
フユーエル キ わ、 ソプを開けるなどの 
給ミ由操作は、化す静電気除去を巧った 
方お一人で行って < ださい。 

フユーエル キ わ、 ソプを開ける際は、 
化すキわ'ソプのツマミ部分を持ち、ゆ 
っ<りと開けて<ださい。気温打'高い 
ときなどは燃料タンク内の圧力巧高< 
なり、給ミ由□な5燃料巧吹きおすあそ 
れ巧あります。 



フューエルキわ、ソプをかしゆるめた 
とき I こ「シュー」といラ音巧する場合 
は、それ(上開けすじ、その音な止ま 
るのをお認してな白ゆっ<りと開けて 
<ださい。 

給ミ由中に燃料なこぼれた場合はただち 
に給ミ由を止め、こぼれた燃料を巧など 
で/るき取って < ださし、。 

こぽれた燃料好'車の塗装面に付着した 
場合は水洗いをあすすめします。付着 
したままで放置すると、塗装面打'劣化 
するおそれ巧'あります。 

給ミ由□にほなの人を近付けないで < だ' 
ちし、。 


• 給ミ由するときは、給ミ由 ni こタブルを確 
実に挿入して<ださい。また、ブート 
スト、ソプ作動後の継ぎ足し給ミ由は行わ 
ないで<ださい。給ミ由□な5燃料巧吹 
きこぽれるおそれ巧あります。 

•給ミ由機じよっては、早期に才ートス 
トツプ巧作動して正常に給ミ由できない 
場合巧あります。ガソリンスタンド 
の係員を呼んで指示じがって < ださし、。 

•給ミ由終3後、フューエルキゎツプを 
閉める場合「カチツ」とい〇音巧一度 
するまでちに回し、お実に閉まってい 
ることをお認して <だちい。 



•指定品の フユーエル キゎップじ(外は 
使用しないで < ださし、。 

•その化、ガソリンスタンド内に掲示 
ちれているを意事項を守って < ださし、。 


燃料の気化ガスを吸わないよ 
うにしてください 

燃料じは、人がじ有害な発ガン性物質を 
含んでいる物ちありますので、ごミち意< 
だちい。 
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化読！ドライパーのみなさまへ _ 

SRS エアバッグについて 

SRS エアバッグについて 

SRS ェアバッグのぺージも併せてお読みください。 


シートペルトを着用してくだ 
さぃ_ 

SRS > I アバ‘ソブの効果を発揮ちだるため、 
化す'シートベルトを着用して<ださい。 
SRS エアバッグはシートベルトを巧助す 
るための装置で、シートベルトの代わり 
ではありません。 

いざといラとき効まを発揮しないば巧り 
でな<、重大な事故 I こつな巧'るあそれ巧 
あります。 


修理、分解、取りかしをしな 
いでください 

修理、分解、取り外しなどをお客様自身 
で行わないで<ださい。修理の際は、最 
寄りのス/むレ販売店にご連絡 < ださい。 


パッド部、インストルメント 
パネルにステッカーなどを貼 
らないでください 

パッド部、インストルベントパネルにス 
テツ カーを 化ったりカバーでおおラと、 
いざといラとき SRS エアバッグ巧'正常に 
作動しないおそれ巧あります。 



* Supplemental Restraint System (ヴプリ メンタ 
ルしストしイントシステム）①略で、乗員 
な護補助装置の意巧です。 
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化読！ドライバーのみなさまへ 

SRS エアバッグについて 


インストルメントパネルに物 
を置かないでください 

インストルソントパネルの上に芳香剤な 
ど物を置いたりをを立てなけたりしなし、 
で<ださい。 SRS エアバッグ巧膨5んだ 
ときの衝撃で巧ばちれたり、 SRS ェアバ 
ツグ巧正常に作動しないおそれ巧ありま 
す。 



シートの前端に座ったり、/\ンドルに近 
イ寸きすぎたりしないで<ださい。お子ち 
まをインストルベントパネルの前に立た 
だたりしないで<ださし、。 

また、インストルソントパネルじちたれ 
なな己ないでくだちい。 SRS エアバッグ 
な'膨己んだときの衝撃で重大な傷害を受 
けるあそれ巧あり后険です。 


チャイルドシートは正しく取 
り付けてください _ 

•お子ちまはリわシートじ乗だて<だ 
さし、。 

•チゎイルドシートは I 」わシートに取 
リイ寸けて <だちい。 

• 6歳未満のあ子さまはチゎイルドシー 
卜①着用け'ミち律で義務付け己れていま 
すので、化すスバル純正チゎイルド 
シートを使用して < ださい。 

スバル純正チゎイルドシートの使用 
方法はチゎイルドシート区付属の取 
扱説巧書をお読み < ださい。 

•助手席にチゎイルドシートを絶巧に 
取り付けないで<ださい。 SRS エアバ 
ッブ巧膨己んだときの衝撃で重大な傷 
害を受けるおそれ巧あります。 

( SRS エアバッグー65ぺージ) 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

才ートマチックまについて 


オートマチックまについて 

才ートマチック車の運転のぺージも併せてお読みください。 


オートマチックまの特性や操 
作上でま意していただきたい 
こと _ 

ブートマチック車には、い < つなの特性 
巧あります。思わめ事®につな巧るおそ 
れ巧ありますので、正し<理解し、操作 
する習慣を身じ付けて < ださい。 


クリープ現象 

エンジン巧ななっているとき、 tz しクト 
しバー巧回、回しンジ(外の位置では、 
動力巧つな巧ったが態になり、アク t ル 
ぺブルを踏まな < てちゆっ < りと車が動 
き出します。 

停車中は平坦路であっても車巧動なない 
よラ I こブしーキペダルをしっ巧りと踏み、 
む要に応じて駐車ブしーキを巧けてくだ 
ちし、。 


キックダウン 

走行中にアク t ルペダルを踏み込むと、 
自動的に低速ギわに切り替わり、エッジ 
ン①回転数巧上巧り、強<加まします。 
滑りやすい路面やカーブ走巧中では、急 
激なアク t ルペグルの操作はちけて<だ 
さし、。 


エンジンをかける前にペダル 
の位置を巧認してください 

ペダルの踏み間違えがないよラに、ち足 
でアク t ルペグルおよひ'ブしーキペグ 
ルの位置を確認し、必す t しクトしバー 
巧'回しツジの位置になっていることを確 
認して <だちい。 


ブレーキ ペダルは右足で操作 
してください 

ブしーキペダルはァク t ルペダルと同 
じち足で操作する習慣を身に付けて<だ 
さし、。 
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化読！ドライバーのみなさまへ 

才ートマチックまについて 


スタートするときはブ レー キ 
ペダルを踏んだまま七レクト 
レバーを操作してください 


t しクトしバー巧どの位置にあるなを t 


しクトしバーまたはベーター内のインジ' 
クーターをむす目で見て確認し、化すち 
足でブしーキペグルをしっけりと踏んだ 


まま t しクトしバーを操作して<ださし、。 


また、アク tz ルペダルを踏んでの tz しク 
卜しバー操作はしないで<ださい。 

( 運転のしかた一 151 ベージ） 



走行中は七レクトレバーを回 
レンジの位置に入れないでく 
ださい 


走行中は t しクトしバーを回しンジ I こ入 
れると、エンジンブしーキけ'全<効なす’ 
思わめ事巧の原因となります。 

また、下り巧などでは化すシフトグウン 
をして、エンジンブしーキを使って<だ 
ちい。ブしーキペグルを踏み続けること 
はやめて < ださい。 



坂道などで注意していただき 
たいこと 

あ道などでは、 tz しクトしバーを◎しン 
ジ、回しンジまたは因しンジじ入れたま 
ま惰性で後退したり、回しンジに入れた 
まま惰性で前進することは絶巧にやめて 
<ださい。 

エンストを起こし、ブしーキ①効き巧悪 
<なったり、ハンドルな'重<なるなど、 
思わめ事故や®障の原因となるあそれな' 
あり危険です。 


駐車、停まするときは 

駐車するときは、拉す t しクトしバーを 
◎しンジ①位置じし、しつなリヒ駐車ブ 
しーキをなけて<ださい。停車中はたし 
クトしパーを圆しンジの位置じし、ち足 
でしつなりヒブしーキペダルを踏んで< 
だちい。 

また、車巧完全に停止するまで t しクト 
しバーを回しンジじは入れないで<ださ 
し、。 
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化 読！ ドライパーのみなさまへ 

お子さまを柔せるときは 


おモさまを乗せるときは 


ドアの開閉は、大人がま意し 
ながら操作してください 

ドアを閉めるときなど、特にお子さまの 
まや足を巧まないよラま意しましよラ。 

開聞、施綻は大人巧巧い、安全のためじ 
もチゎイルドプルーフを使用して<だち 
い。 

( ま体各部の開閉一 76 ページ） 



おすちまのいたす'5による車の発進、义 
災など思わめ事故巧起こるおそれなあり 
后険です。また、炎天下での車内の温度 
は想像]^1上に高<なり、危険です。 

むす'お子ちまヒー緒にまを離れて < ださ 
し、。 



お子さまは大人と一緒にリヤ 
シートにお座りください 

助手席ではお子ちま①動作け気になり、 
運転のちまたげじなるだけでな<、お子 
ちま巧運転装置じ軸れて思わめ事故じつ 
ななるおそれ巧あります。 

また、万一のとき、お子ちまがインスト 
ルソントパネルに頭をご;つけたり、放り 
止!ちれるおそれ丹'あります。 



乗る構造になっていないため、絶巧じあ 
すさまを乗せないで<ださい。急ブし一 
キ時などじ、思わめ事®につな巧るおそ 
れ巧あります。 

また、停車中であってちお子ちまを荷室 
で遊ばだないで < ださし、。 
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化読！ドライバーのみなさまへ 

おモさまを柔せるときは 


おモさまにもシートベルトを 
着用させてください _ 

•お子ちまにち化すシートベルトを着 
用ちだて<ださい。急ブしーキ時など 
体巧固定ちれす'大変危険です。 

また、お子さまをひざじ抱いて走行し 
ないで<ださい。ひざの上でお子さま 
を抱いていてち、衝突したときなど十 
分に支えること巧できす'、お子ちま巧 
重大な傷害を受けるおそれ巧あり危険 
です。 

• 曰歳未満のお子ちまはチゎイルドシー 
卜の着用巧法律で義務付け5れていま 
すので、必ザスバル純正チ^^イルド 
シートを使用して <ださし、。 

通常のシートベルトでは衝突のとき 
首などに強い圧迫を受け、け巧をする 
おそれ巧'あり盾険です。 

•チわイルドシートは、あ子さまのを 
齢や体巧に合わせて選んで < ださい。 

(チャイルドシートー53ぺージ） 


•チわイルドシートを取り付けたとき 
は、確実 I こ取り付け己れていることを 
お認して<だちい。取り付け要領は、 
それぞれのチわイルドシートに付属 
の取扱説巧書をよ < 読んで < ださい。 

• お子ちまを乗だていないときでもチわ 
イルドシートは、しつなりとシート 
I こ取り付けるけ、荷室へ収納して<だ 
ちし、。 

シートな白取り外したが態で室内 I ご放 
置すると、ブしーキをけけたときなど 
じ乗員や物などじ当たるなどして思わ 
め事故 I こつな巧るあそれ巧あります。 

• I 」わシートの左ち席には、 IS ぴ FIX 巧 
応炫〇 FIX 固定バ ー& テヴー アッわ一 
巧応のチわイルドシートを取り巧け 
ることけできます。 

(チャイルドシートの固走のしかた 
一60ぺージ） 


* ISO は Internationa! Or 目 sniza 甘 on 千 or 
Standardization ( 国際標準化機構）①略 
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化 読！ ドライパーのみなさまへ 

お子さまを柔せるときは 


シートベルトでお子さまを遊 
ばせないでください _ 

お子ちまをシートベルトで遊ばだないで 
<ださい。万ーシートベルト巧'首に巻き 
イ寸いた場合、窒息などの重大な傷害を受 
けるおそれ巧あり后険です。 

誤ってそのよラなが態 I こなってしまし、、 
シートベルトのバックルち外せない場合 
は、はちみなどでシートベルトを切断し 
て < ださし、。 



チャイルドシートは正しく取 
り付けてください _ 

•お子ちまはリわシートじ乗だて<だ 
さし、。 

•チゎイルドシートは I 」わシートに取 
リイ寸けて <だちい。 

• 6歳未満のあ子さまはチゎイルドシー 
卜①着用巧を律で義務付け己れていま 
すので、化すスバル純正チゎイルド 
シートを使用して < ださい。 

スバル純正チゎイルドシートの使用 
方法はチゎイルドシート区付属の取 
お説巧書をお読み < ださい。 

•助手席にチゎイルドシートを絶巧に 
取り付けないで<ださい。 SRS エアバ 
ッブ巧膨己んだときの衝撃で重大な傷 
害を受けるおそれ巧あります。 

( SRS エアバッグー65ぺージ) 


28 


DIAS WAGON S 321 N -0001534~, S 331 N -0001307 - 







化読！ドライバーのみなさまへ 

おモさまを柔せるときは 


パワーウインドウはお子さま 
に操作させないでください 

パワーウインドウは大変強い力で開閉し 
ますので、開閉するとき、ま•腕-頭- 
首などを挟んだりをき込んだりして、重 
大な傷害を受けるおそれなあり后険です。 
□ックスイ'ソチを " OFF " じすると、運 
転席ウインドウガラス L 乂外は開閉できな 
<なります。お子ちまを乗だているとき 
は、□ツクスイ、ソチを " OFF " にして< 
だ'ちい。 



お子さまが窓から手や顔を出 
さないようにま意しましよう 

走行中に限己す'、お子ちま巧窓な己まや 
顔を出ちないよラにま意しましよラ。思 
わめけ巧をするおそれ丹'あります。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

おまを長持ちさせるには 


おまを長持ちさせるには 

点検整備を行いましょう I I 巧岸地帯、凍結防止剤を散巧 

した道路を走行したあとは 


車は日頃の管涅巧'大切です。安全、快適 
1こご使巧いただ<ため、必す'実施して< 
ださし、。 

• 日常点検 
• 新車時点検 
• 定期点検 

• 定期交換部品の交換整備 
これ己の点検整備はミ去令でをめ己れてい 
るちのと、スバル巧巧獎するちのに基つ‘ 
し、 ています。 

詳し<は別冊の「ベンテナンス卜」 

をご覧くだちし、。 


海岸化帯や凍結防止剤を散巧した道路な 
どを走行したあとは、早めに洗きをして 
<ださい。特にま体の下回り、足回りは 
念入りに洗車して<ださい。巧車をせす' 
に放置すると腐食の原因となります。 
腐食び進行すると、ブしーキや燃料、才 
イル、エアコンなどの配管類な己の液漏 
れ、ガス漏れじつな巧るおそれ巧'ありま 
すので、早めの洗車ととちに定期的な点 
検整備を実施して < ださい。 


エンジン冷が水温が低い間 
は、エンジンに負担のかかる 
運転をさけてください 

• エンジン)ちが水温巧低い間は、急激な 
空ぷ巧し-急加を-高速走行をちけた 
運転でエンジンを暖機ちだて < ださし、。 
暖機不足のが態で、急激な空ぶなし- 
急加速•高速走行をすると、エンジン 
に悪い景ミ響をあたえたり、融媒装置の 
損傷の原因 I こなるおそれ巧あります。 

• 暖機は水温表示なな'消むすれば十分で 
す。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

おまを長持ちさせるには 


無鉛ガソリンのみ使用してく 
ださい _ 

むす、巧鉛しギュラーガソリンを使用し 
て < ださし、。 

給ミ由時に、指定ちれている燃料であるこ 
とをお認して <だちし、。 

指定 lil 外の燃料（粗悪なガソリン、アル 
コール系燃料’、軽ミ由、むミ由など）を使用 
すると、エンジンの始動性巧悪<なった 
り、 y ツキンブや出力の低下など巧発生 
する場合け'あります。また、そのまま使 
用していると、エンジンや燃料系部品を 
損傷するおそれ巧'あります。 



アルコールけ 主成分の高濃度 アルコール 含ち 
燃料。日本工業規巧 （ JS ) や「揮発油の品質 
①確保 E 関する法律」 巧定めた。ソ リン 規格 
I ご適合している ET 距や E 3 などのバイオガソ 
リツは使用できます。 


まの改造や自己流の調整はし 
ないでください 

• まの性能や機能に適ちない部品を装着 
したり、自己流のエンジン調整や配線 
などを行わないで<ださい。正常な性 
能を発揮できななったり、故障や义災 
など思わめ事故につな巧るあそれ巧あ 
ります。 

• 国±交通省に届け化をした部品(外の 
物を装着すると、違法改造じなること 
巧あります。 

• ガラス面に、着色フイルムやステツカ 
一などをおりイ寸けないで<ださい。運 
転のちまたげ I こなり危険です。特 I こフ 
□ントガラスおよぴフ□ントドア左 
ちのガラスへの目ちり巧けは法令で禁止 
ちれています。 

• タイわを交換するときは、指定1^(外の 
物を装着しないで<ださい。また、ホ 
イール、ホイール取り付けナットを交 
換するときは、この車専用(外の物を 
装着しないで<ださい。性能や機能に 
ミ障をきたし、安全な走行巧できな< 
なります。交換するときは、スバル版 
売店じご相談 <だちし、。 

• 無線機やスバル指定部品]^1外の電装品 
などの取り付け、取り扱い方法な'適切 
でない場合、電子機器部品に悪影響を 
およぼしたり、故障や义おなど思わめ 
事故じつななるおそれ巧あり盾険です。 
ス/ '(ル販売店にご相談 < ださし、。 

• バッテリー端す I こ;:^パル指定部品 U 外 
①電装品や アース 線を直接つなげない 
で<ださい。パツテリーあ巧りや义災 
など思わめ事巧 I こつな巧るおそれ巧あ 
り危険です。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

おまを長持ちさせるには 


• あ客様自身でのハンドルの取り外しは 
しないで<ださい。ハンドルじは SRS 
エアバッグが内蔵ちれているため、不 
適切に扱ラと誤作動につなけり、重大 
な傷害を受けるおそれヴあり危険です。 


指定部品を使いましょう 

部品を交換する場合は「スバん指定部 
品」のご使用をおすすめします。 
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化読！ドライバーのみなさまへ 

こんなときは 


こんなときは 

警告なが点な、点滅したとき 

警告な類巧異常を知5せたとき、そのま 
ま走巧すると盾険な場合け'あります。ま 
全な場所に停車し、正しい®置を行って 
<ださい。 

(警告な一124ベージ） 


才ーバー C — 卜したとさ 

水温警告むな点滅•点むしたときは、ブ 
ーバーヒート灯'考え己れます。そのとき 
エンジンルームまたはボンネットな白譲 
気丹'出ている場合は、絶巧にエンジンル 
ームまたはボンネットを開けないで<だ 
ちし、。 

また、あわてて冷却水ミ主入□を外ちない 
で<ださい。熱湯巧吹き化し、やけどを 
するあそれ巧'あります。 

(才ーノくーヒートの処置—> 198ぺージ） 


エンストしたとき 

エンストしたときは落ち着いて操作して 
<ださい。 

ブしーキ①倍力装置やパワーステアリン 
ブ装置巧作動しな<なり、ブしーキ①効 
きび悪<なったり、ハンドル巧重<なっ 
たりします。この場合、制動力など巧な 
<なったわけではありまだんので、通常 
よリカを入れて A ンドルやブしーキを操 
作して < ださい。 


パンクしたとき 

走行中にパンクゃバ'ースト（破裂）をし 
たときは、/\ンドルをしっ巧り持って 
徐々じブしーキをなけてスピードを落と 
して<だちい。急ブしーキをなけると A 
ンドルを強<取己れ后険です。 

(タイヤ交換一193ベージ） 


巧下に強い衝撃を感じたとき 

き体の床下じ強い衝撃を感じたときは、 
す<にま全な場所に車を停まし、下回り 
を点検してください。 

ブしーキ液や燃料の漏れ、損傷などな'見 
つ巧った場合はそのまま運転すると思わ 
め事巧 I こつな巧るおそれげあります。ス 
バル販売店で点検を受けて<ださい。 


いつもと違うとき _ 

i 也面じミ由や';をの漏れたあとな残っている 
ときや、異臭、異音、振動などじ気巧い 
たときは、車 I こ異常のおそれ巧あります。 
このよラなときは、スバル販売店で点検 
を受けて < ださい。 
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化 読！ ドライパーのみなさまへ 

こんなときは 


車両の义災につながるおそれ 
があるため、下記の点にま意 
をしてください 

•灰皿を使用したあとは、マッチ、タパ 
コの义を確実に消し、化す'閉めて<だ 
ちい。义おじなるおそれがあり危険で 
す。 

•車内（特にインストルベントパネル 
①上など）に、ライターなどの発义物 
や炭酸飲料を置なないで<だちい。車 
内巧高温 I こなり义災や爆発につななる 
おそれ巧'あり盾険です。 

• ライターを車内（ブ□ーブボックス 
内など） I こ放置したまま I こしないで< 
ださい。荷物を押し这んだときや、シ 
ートを動なしたときじ、ライターの操 
作部丹'誤作動し、义災 I こなるおそれ巧 
あり后険です。 



•ウインドウガラス区は吸盤を付けな 
し、で<ださい。また、インストルソン 
トパネルの上に芳香剤などの容器を 
置なないで<ださい。吸盤や容器巧し 
ンブのはた5きをして、义災 I こなるお 
それ巧あり盾険です。 



• シルバーをなどの金属薰着フィルムを 
巧面ガラスじ化った場合は、ドアやウ 
インドウガラスを開けたまま放置し 
なし、で<ださし、。ドアやウインドウ 
ガラスを開けたまま放置すると、直射 
日光け®面ガラスの内側に反射し、し 
ンブのはた5きをして、义災 I こなるお 
それ巧あり危険です。 

• エンジン始動前 I こエンジンルームに 
可燃物の置き忘れがないことを確認し 
て<ださい。特に長期間使用しななっ 
たときは、エンジンルームに小動物 
や鳥類け'持ちぶんだ小枝などの可燃物 
巧ないことをお認して<ださい。車両 
の义災じつなけるあそれ巧あり危険で 
す。 

また、走行中にエンジンルームな己 
こげた臭い巧するときは、ただちに安 
全な場所 I こ停車し、スバル販売店にご 
連絕< ださい。 
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化読！ドライバーのみなさまへ 

こんなときは 


こんな点にもま意をしてくだ 
さぃ_ 

• お天下での駐車は高温じなりますので、 
ソガネなどを車内に放置したり、小物 
入れなどに入れたままにしないで<だ 
ちい。炎天下では車内巧'高温じなるた 
め、しンブやフしーム、耐熱性の低し、 
物は、変お-ひび割れを起こすこと巧 
あります。 

•車内に飲み物をこぽしたり、雨水など 
灯'巧な5ないよラを意して < ださい。 
インストルソントパネルやドア、フ 
□ァ下などじあるスイツチや電気部品、 
配線類の故障の原因となったり、車両 
义巧 I こつな巧るおそれけあり危険です。 
万一、飲み物、雨水など灯ななった場 
合は、すみやなにスバル販売店 I こご相 
談< ださい。 

•インストルソントパネルの上に物を 
置いたまま走行しないで<だちい。運 
お者の視界をちまたげたり、発進時や 
走行時に動いて思わめ事故につな巧る 
おそれ巧あります。 

•運転者はハンブフリーし乂外①自動ま 
電話や携帯電話などを走行中に使用し 
ないで<だ'ちい。思わめ事®につな巧 
るおそれ巧あります。 

•運転者は走行中、テしビを見たり、力 
ーナビヴーシヨンを操作しないで< 
だちい。思わめ事®につな灯'るおそれ 
な'あります。 

•リわシートの調整およひ'収納が態な 
己元に戻したときはむす'□ツクしたこ 
とを確認して<ださい。□ツクび'なな 
つていない状態での走行は思わめ事故 
じつな巧るおそれ灯'あります。 


• タイわは4輪とも指定ヴイブで、同一 
ヴイブ、同ーベーカー、同一銘柄およ 
ひ'同ートしッドパターン（溝模様） 
の物を装着して <ださい。 

• 摩耗差の著しいタイわは使用しないで 
<だちし、。 


ま止めなどにま意をしてくだ 
さい_ 

下記のよラな場合じは、スポイラ ー、 大 
型バンパーなどを損傷するおそれけ'あり 
ますので、十分じを意して<ださい。 

• 車止めのある場巧への駐車 
• 路肩 I こ沿っての駐車 
• 路肩など段差のある場所への乗り降り 
• 凹凸やわだちのある道路の走行 
• <ぽみ（巧）のある場巧の通過 
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MEMO 
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まを装備 

まを運面するラえで乗員のまををな護するための 
装備について説明しています。 



■シート ■ ABS 

正しし、運転姿勢- 38 ABS (EBD 機能付）- 72 

フ□ントシ ー I -39 

リわシ ー I -41 

ソフトフラットシ_ i -47 


■シ-トベルト_ 

正しい着用- 48 

3 点'式 ELR シートベル!- 51 


プリテンシヨナ ー& 巧を□-ド 
リミッター機構イ寸シートベルト— 52 

■ チわイルドシート 


チわイルドシ ー I - 53 

チゎイルドシート①選ひ'なた---- - 55 
チゎイルドシートの固定のし灯た----曰0 

■ SRS エアバッグ 

SRS エアバッグ-日己 

SRS エアバッグ警告な- 71 

SRS エアバツプコンピ ユータ -71 
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シート 


正しい運転姿敦 


安全な運起操作を巧ラため、正しい運乾 
姿勢が取れるよラに、下記のことじ注意 
してシートを調整してくださし、。 

• ペダル類が十分に踏み进めること 
•背当て方'5背中を離すことなく、八ン 
ドル操作げできること 
•シートベルトが正しく着用できるこ 
と 

•ヘッドしスト中央の高さが曰の後方 
じなること 



A 警告 _ 

• 走行中は運転席シートの調整を絶巧に 
しないでください。シートが突が動 
き、運転を誤り思わぬ事故につながる 
おそれがあります。 

• シートを必要 J ； i 上に倒して走行しない 
でください。シートベルトの性能が 
発揮されません。正しい運転姿勢を取 
りましょう。 

• 背当てと背中の間にクッションなどを 
入れないでください。正しい姿勢が取 
れないばかりか、衝突したときシート 
ベルトなどの巧ま保護装置の効果が十 
分に発揮されず重大な傷害を受けるお 
それがあり危険です。 

( シートベルトー 48 ぺージ ) 


A 注意 _ 

• シートを調整するときは同乗者や荷物 
に当てないようにま意してください。 
同乗者がけがをしたり、荷物をこわし 
たりするおそれがあります。 

• シートの調整は、指や手を挟まないよ 
うに十分に注意して行ってください。 

•シートを調整しているときは、シート 
の下や動いている部分に手を近付けな 
いでください。おや手を挟みけがをす 
るおそれがあります。 
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まを装偏 

シ ー 


屆 



▼ 調養を巧ラ前に 

A 警告 _ 

• スライド調整は必ず運転前に巧い、調 
整後はシートを前後に軽くゆすり、シ 
-卜が確実に固定されたことを確認し 
てください。シートが固定されていな 
いとシートが動き思わぬ事故につなが 

_るおそれがあります。_ 

▼ 調整方ミ去 

シート下の:: I ライドしバ'一を引き上げな 


リクライニング調整 

▼ 調整を巧ラ前 I こ 

A 警告 _ 

• リクライニング調整は必ず運転前に行 
い、調整後は背当てを軽くゆすり、背 
当てが確実に固定されたことを確認し 
てください。背当てが固定されていな 
いと走行中に背当てが動き思わめ事故 

_につながるおそれがあります。_ 

▼ 調整方ミ去 

リクライニングしバーを引き上げな巧己 
背当ての角度を調整します。 



• リクライニングレバーを引き上げる 
ときは背当てにあまリカをかけないで 
ください。背当てに強い力がかかって 
いると急に背当てが倒れ、けがをする 
おそれがあります。 


▼背当てを元 I こ戻すときは 

A 注意 _ 

• 背当てが急に戻るおそれがありますの 
で、必ず背当てを手で押さえながら操 
作してください。 
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ヘッドレストの調整 

▼ 調整を巧ラ前 I こ 

A 警告 _ 

•ヘッドレストを外したが態で走行し 
ないでください。衝突時などに重大な 
傷害を受けるおそれがあり危険です。 
走行前に必ず取り付け、ヘッドレス 
卜中央が耳の後方になるように高さを 
調整してください。 

•ヘッドレストを前後逆に取り付けな 
いでください。いざというとき、効ま 

_を発揮しません。_ 

▼ 調整方ま 

そのまま持ち上げて調整します。 

下げるときは固定解除ボタンを押しな巧 
己「カチ、ソ」といラ音灯'する位置で固定 
して <だちし、。 

取り外すときは固定解除ボタンを押しな 
巧邑引き抜きます。 


アーム レスト 

▼梗用方ま 

前に倒して使用します。 



堅アドバイス _ 

• シートのリクライニング調整やスライ 
ド調整を行うと、アームレストも同 
時に動きます。 
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リヤシート 

オプション/グレード別装備 


A ま意 

1 

1 


•荷室には人を乗せないでください。人 
が乗る構造になっていないため、急ブ 
レーキ時などに思わめ事故につながる 
おそれがあります。 

•荷物はフロントシートの背当てより 
高く積まないでください。後方視界の 
さまたげになるだけでなく、急ブレー 
キ時などに前方に荷物が投げ出される 
おそれがあります。 


シートスライド調整 

▼ 調整を巧ラ前 I こ 

A 注意 _ 

• スライド調整は必ず停ま中に行い、調 
整後はシートを前後に軽くゆすり、シ 
-卜が確実に固定されたことを確認し 
てください。シートが固定されていな 
いと走行中にシートが動き思わぬ事故 
につながるおそれがあります。 


▼ 調整方法 

シート下のスライドしパーを引き上げな 
巧ら、 前後 I こシートをスライドします。 



• 左右独立してスライド調整することが 
できます。 
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リクライニング調整 

▼ 調整を巧ラ前 I こ 

A ま意 _ 

• リクライニング調整は必ず停車中に行 
い、調整後は背当てを軽くゆすり、背 
当てが確実に固定されたことを確認し 
てください。背当てが固定されていな 
いと走行中に背当てが動き思わぬ事が 

_につながるおそれがあります。_ 

▼ 調整方ま 

リクライニングしバーを引きな巧5背当 
ての角度を調整します。 



▼背当てを元に戻すときは 

A を意 _ 

• 背当てが急に戻るおそれがありますの 
で、おず背当てを手で押さえながら操 
作してください。 


ZM 主意 _ 

• リクライニング調整するときは、背当 
てにあまり力をかけないでください。 
背当てに強い力がかかっていると急に 
背当てが倒れ、けがをするおそれがあ 
ります。 


挺アドバイス _ 

• 左右巧立してリクライニング調整する 
ことができます。 
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ヘッドレストの取りかし 

▼ 操作を巧ラ前 I こ 

A 警告 _ 

•リヤシートに人を乗せるときは、へ 
ッドレストを外したまま、または下 
げた状態のまま走行しないでくださ 
い。衝突時などに、首に大きな衝撃が 
加わり、重大な傷害を受けるおそれが 
ありを険です。ヘッドレストは必ず 
上げた状態で使用してください。 

•ヘッドレストを前後逆に取り付けな 
いでください。いざというとき、効ま 

_を発揮しません。_ 

▼ 操作方ま 

取り外すときは、固を解除ボタンを巧し 

な巧白引き巧きます。 

取り巧けるときは、「カチッ」といラ音 

巧する位置で固定して < ださい。 



アーム レスト 

▼梗用方ま 

前に倒して使用します。 



堅アドバイス _ 

• シートのリクライニング調整やスライ 
ド調整を行うと、アームレストも同 
時に動きます。 
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么 




















リヤシートをな納するとき 

▼ 操作を巧ラ前 I こ 

A 警告 _ 

• 走巧中はシートの操作を行わないでく 
ださい。ブレーキをかけたときや衝突 
したときなどに、生命にかかわる重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 


A ま意 _ 

•リヤシートを格納および元に戻すと 
きは、格納位置に人がいないことや、 
壊れやす L '物がないことを確認してく 
ださい。 

■操作するときは、手などを挟まないよ 
うにミち意してください。 

•リヤシートを格納した状態で、巧室 
に人を乗せて走行しないでください。 
急ブレーキ時など体が固定されずを険 
です。 

• 格納および元に戻す場合は、必ず格納 
レバーを持って操作してください。 


▼ 操作方ミち 

/. ヘッドしつ卜を外します。 

之 IJ わシートを後方いっぱいまでスラ 
イドちだます。 

fe アドバイス _ 

•リヤシートはシートを後方いっぱい 
までスライドさせないと、格納レバー 
で口 ックを解除できない構造になって 
_います。_ 

3. リクライニングしバーを引き、リわ 
シートの背当てを前に倒します。 



挺アドバイス _ 

•リヤシートは左右浊立して格納する 
ことができます。 
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4. 巧納しバーを引き上げて、□ックを 
目军除し、ち5にしバーを引き上げな 
び己、リわシートを持ち上げ、き巧 
前方に巧納ちだます。 

パワースライドドア装着車 JU 外 



己' ヘッドしストをリわクスーターポ 
クットじ収納します。 
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么 





















▼ 元 I こ戻すときは 

I シートをいったん上じ引き上げたあ 
と、後方に回転移動させ真上な &□ 
、ソクします。 



A ま意 _ 

•シートを元に戻すときは、確実にシー 
卜をロックさせてください。シートが 
固定されていないと走行中にシートが 
動き、思、わぬけがをするおそれがあり 
ます。 


2. 背当てを「カチッ」と音び'するまで 
起こします。 



A 注意 _ 

• リヤシートの背当てを起こしたあと 
は、背当てが確実に固定されているこ 
とを確認してください。背当てが固定 
されていないと、走行中に背当てが動 
き思わぬけがをするおそれがありま 
す。 


3. ヘッドしつ《卜を取り付けます。 
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フルフラットにするとき 


オプション/グレード別装備 


▼ 操作を巧ラ前じ 

A 警告 _ 

• 走行中はシートの操作を行わないでく 
ださい。ブレーキをかけたときや衝突 
したときなどじ、生命にかかわる重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 


A ミ主意 _ 

• フルフラットにした状態で人を乗せ 
たまま走巧しないでください。急ブレ 
ーキ時など体が固定されず危険です。 

•フルフラットにした状態で、シート 
の上を動き回ったりしないでくださ 
い。 

•シートの上を移動するときは、足を踏 
み外すおそれがあり危険です。シート 
の中央を踏んでゆっくり移動してくだ 
さい。 

• フルフラット状態は安全な場所に車 
を止めて休息するときに使用してくだ 
さい。 


▼ 操作方法 

/. リわシートのリクライニングしパ' 
一を引き、背当てを床と水平じなる 
まで倒します。 



2 フ□ントシートのへ、ソドしストを 
外します。 

3. フ□ントシートを前方へ:ライドさ 
だます。 

4. フ□ントシートの背当てをリわシ 
-卜と同じ高さじなるまで倒します。 



▼ 元じ戻すときは 

逆の手順で操作してくださし入。 
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シートペルト 


シートベルト 


正しい着用 


運起者は車を運転する前に、下記のこと 
にを意してシートベルトを着用し、むす’ 
同乗者じち着用さだて<ださい。シート 
ベルトは正し < 着用しないとタカ果ヴ半減 
したり、后険な場さがあります。 

シートベルトの使用方ミちを十分に巧解し、 
正しい取り扱いなたを身じがなて<だち 
し、。 



•シートを調整し、上体を起こし深 < 腰 
力'けて座ること 

•シートベルトに〇じれヴないこと 
•シートベルトヴ肩に十分ななってい 
ること、また必す腰骨のできるだけ低 
い位置に密着ちだること 


A 警告 _ 

•シートベルトの着用は腹部をさけ、 
必ず腰骨の位置にしてください。衝突 
したときなどに腹部に強い圧迫を受 
け、シートベルトによりけがをする 
おそれがあります。 

• シートペルトの肩にかかる部分を脇 
の下に通して着用しないでください。 
シートベルトが肩に十分かかってい 
ないと衝突したときなどに体が前方に 
投げ出されるおそれがあります。 

■シートベルトの経路をさまたげる荷 
物の積みかたはしないでください。衝 
突したときなどに効まが十分発揮され 
ません。 



•お子さまにも必ずシートベルトを着 
用させるか、チャイルドシートを使 
用してください。 

ひざの上でお子さまを抱いていると、 
衝突時などにお子さまを支えることが 
できず、お子さまへの重大な傷害につ 
ながるおそれがあります。 
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まを装偏 

シートペル! 


屆 


A 警告 _ 

•シートベルトは、それを着用するの 
に十分な大人の体格を持つた人用に設 
計されています。 

•6 歳未満のお子さまはチャイルドシ 
-卜の着用が法律で義務付けられてい 
ますので、必ずチャイルドシート 
(別売）を使用してください。 
(チャイルドシー トー 53 ぺ ージ） 
(チャイルドシートの固定のしかた 
一 60 ぺージ） 

• 妊娠中の方もシートベルトを着用し 
てください。ただし、万一のとき腹部 
などに強い圧迫を受けるおそれがあり 
ますので、シートベルトの着巧につ 
いては、医師に相談のうえ、注意事項 
を確認してください。 

•腰ベルトは、必ず腰骨のできるだけ低 
い位置、お腹の膨らみの下に密着させ 
て着用してください。腰ベルトが腰骨 
からずれていると、衝突したときなど 
に腹部に強い圧迫を受け、けがをする 
おそれがあります。 

•肩ベルトは、お腹の膨らみをさけ必ず 
胸部に着用してください。肩ベルトを 
腹部にかけていると衝突したときなど 
に、腹部に強い圧迫を受け、けがをす 
るおそれがあります。 


A 警告 _ 

•シートベルトは1人用です。2人 iU 上 
で1本のシートベルトを使用しない 
でください。衝突時にシートベルト 
が正常に動かず、けがをするおそれが 
あります。 



• シートの背当てを必要]; I 上に倒して走 
巧しないでください。衝突時に体がシ 
ートベルトの下にもぐり、ベルトが 
腰骨にかからず腹部にかかることにな 
り、シートベルトによりけがをする 
おそれがあります。 

• ハンドルや メーターに 必要]; i 上に近付 
いて運転しないでください。衝突した 
ときなどシートベルトの効まが発揮 
されません。 

•シートベルト使用時、クリップなど 
でたるみをつけないでください。衝突 
時など効果を発揮しなくなります。 
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^ シートペルト 

A 警告 _ 

•シートベルトが巧れた場合は中性洗 
剤を使用してください。ベンジンなど 
の有機を剤を使用すると、シートベ 
ルトの性能が落ち、十分な効まを発揮 
できません。同様にシートベルトの 
脱色や染色もやめてください。 

■シートベルトを着用した状態で万一 
事がにあった場合は、スバル販売店で 
シートペル!式を交換してくださ 
い。シートベルト自体が損傷してい 
る場合があり、性能を十分発揮できな 
いおそれがあります。 

•常にシートベルトにほつれや、擦り 
切れなどのま常がないかを点検してく 
ださい。異常がある状態で使用をする 
と衝突時に正常にはたらかず、性能を 
十分発揮できないおそれがありますの 
で、スバル販売店で交換してくださ 
い。 

• バックルや巻き取り装置の内部に異物 
などを入れないようにしてください。 
また、シートベルトの改造や取り付 
け、取り外しをしないでください。衝 
突時に十分な効まを発揮できないおそ 
れがあります。 
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まを装偏 ira 

シートペルト 


3点式 ELR シー 


長ち調整の I 必要はありまだん。通常は体 
①動きに合わだて伸縮しますヴ、緊急時 
じは□ツクし、がを固定します。 


▼着用するとき 

/. 正しい運転姿勢巧'取れる位置じシー 
卜を調整します。 

2タングプしートをつなんでゆつ<り 
弓 I き止!し、ベルト巧むじれていない 
ことをお認したのち、バックルの中 
にタングプしートを「カチツ」と音 
丹'するまで差しぶみます。 



A 警告 _ 

•肩部ベルトは、脇の下に®して着用し 
ないでください。ベルトが十分肩にか 
かっていないと十分な効果を発揮しま 
せん。 


A ま意 _ 

•タングプレートを差し込むとき、夕 
ングプレートでバックルを無理にこ 
じらないでください。 


髮アドバイス _ 

• ベルトがロックし引き出せない場合 
は、ベルトをゆるめてからゆっくり引 
き出してください。それでも引き出せ 
ない場合は、一度ベルトを強く引いて 
からベルトをゆるめ、もう一度ゆっく 
り引き出してください。 

•運転席シートベルトは、シートベル 
卜を着用していないが態（警告灯が点 
減が態）で、約 20 km/hiU 上で走行す 
ると、ブザーが約2分間鳴ります。 

(シートベルト警告灯 
一127ぺージ） 

5腰部ペルトは松す腰骨のできるだけ 
低い位置 I こむ灯るようじし、肩部べ 
ルトを引いて腰部に密着さだます。 



▼外すとき 

バックルのボタンを押します。ペルトは 
自動的に収納されますので、むじれや引 
つな巧りなど巧ないなを確認します。 
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CT | 巧を装備 

^シートペルト 


プリテンシヨナー& 

可変ロードリミッター機構付 
シートペルト 


フロントシート 

A 警告 _ 

•プリテンシヨナ ー& 可変口ードリミッ 
夕一機構付シートベルトは絶がに取 
り外さないでください。また、分解、 
改造もしないでください。 

• 下記のような場合は必ずスバル販売店 
にご相談ください。お客様自身で行う 
と、プリテンシヨナー機構が思いがけ 
なく作動するおそれがあるほか、が障 
や思わぬ事故につながるおそれがあり 
ます。 

• ま両前部を修理するとき 
• お線機を取り付けるとき 
• 廃まにするとき 


プリテンシヨナー機構 

前ち巧5の強い衝撃を受けるとプリテン 
シヨナー機構ヴ作動し、シートベルトを 
瞬時に引き込み、上体をシートにしっな 
りと固定してシートベルトや SRS エアバ 
ッブ①タカ果をいっそラ高めます。 

A ま意 _ 

•プリテンシヨナー機構付シートベル 
卜は一度作動すると再使用できませ 
ん。最寄りのスバル販売店で交換して 
ください。 


留アドバイス _ 

•プリテンシ ヨナー 機構はシートベル 
卜を着用していなくても前方からの強 
い衝撃を受けると作動します。 


可変□-ドリミッター機構 

前ちな己の強い衝撃を受けた場合、シー 
トベルトに友る一定上の荷重ガなかつ 
たときじ作動し、それし^上荷重がなな己 
ないよラにする機構で、乗員の陶に加わ 
る力を減少ちだます。 

A ま意 _ 

•可変□-ドリミッター機構付シート 
ベルトは一度作動すると再使用できま 
せん。最寄りのスバル販売店で交換し 
てください。 
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_ まを装偏 ira 

チャイルドシート^ 


チヤイルドシート 


チャイルドシート 


6歳モ満のお子ちまはチわイルドシート 
の着用巧法律で義務付け己れていますの 
で、むすチゎイルドシートをご使用<だ 
ちい。 

車両に固定するチゎイルドシートじは、 
ISO" 円X巧応 ISO FIX 固定バ ー& テザーア 
ンカーで固定するタイプとシートベルト 
で固定するタイプヴあります。 

(チゎイルドシートの固ちのしなた 
一 60 ぺージ) 
チゎイルドシートの固定方を、および取 
りのいちミ去は、各チゎイルドシートじ巧 
属の取扱説明書をお読み < ださし、。 

挺アドバイス _ 

•まの仕様やお子さまの年齢、体格に合 
わせて適切なチャイルドシートを選 
んでください。 

チャイルドシートについて 
•ここでは、べビーシート、チャイル 
ドシート、ジュニアシートの総称と 
して、「チャイルドシート」と呼ん 
でいます。 

(チャイルドシートの種類一日 4 ぺージ) 


チャイルドシートの 
質量グループについて 


ECE R 44* 2 ①基準1こ適合するチゎイルド 
シートは、お子ちまの体重により、日種 
類の質量ブループに分類ちれます。 


質量 グルー プ 

お子さまの体重 

グループ 0 

10 kg まで 

グループ 0+ 

13 kg まで 

グループ 1 

9 〜 18 kg 

グループ II 

15 〜 25 kg 

グループ III 

22 〜 36 kg 


Internal: に nal Organization for Standard に ation 
(国際標準化機構）①略 


’チゎイルドシートに関する国際的な安全基 
準です。 


么 
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チヤイルドシート 


チャイルドシートの種類 

〇べビーシート 

体重の目ま： ~13 kg 

質量グループ0、0+1こ相当します。 



〇チャイルドシート 
体重の目ま： 9~18 kg 
質量グループ0、0+および I にホ目当 
します。 



〇ジュニアシート 
体重の目を：1日一 36 kg 
年齢の目ま： 3〜12歳 
質量グループ II 、 III に相当します。 



(チゎイルドシートの質量ブループ 
じつし、て一日3ぺージ) 
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_ まを装偏 ira 

チャイルドシート^ 


チャイルドシートの選びかた 


巧の適合性一覧表な己、各シート位置でどのチゎイルドシートが使用できるなを選択 
して < ださし、。 

• ISO FIX 巧応 ISO FIX 固定バ ー& テザーアンカーで取り付ける場さ 

(ISO FIX 巧応 ISO FIX 固定バ ー& テザーアンカーで取り付けるチゎイルドシート 

適合性一覧表^ 56ページ) 

•シートベルトで取り付ける場さ 


(シートベルトで取り付けるチわイルドシート 
適合性一覧表^ 59ページ) 

捏アドバイス _ 

•お子さまに適切なチャイルドシートについては、スバル販売店、チャイルドシート 
製造業者、または販売店にご相談ください。 
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チヤイルドシート 


に 0*1 FIX 対応に0 FIX 固定バ ー& テザーアンカーで 
取り付けるチャイルドシート適合性一覧表 


質量グループ 

サイズ等級 

固定具 

車両旧0 l = IX 位置 

リャシート左を席 

キャリコット 

F 

に 0/ L 1 

X 

G 

に 0/ L 2 

X 

0(10 kg まで） 

E 

に 0/ R 1 

IL が 

0+(13 kg まで） 

E 

に 0/ R 1 

||_*2 

D 

に 0/ R 2 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

I (9 〜 18 kg ) 

D 

IS 0/ R 2 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

B 

に 0/ F 2 

IUF *^ 

B 1 

に 0/ F 2 X 

IUF *^ 

A 

に 0/ F 3 

IUF *^ 

II (15 〜 25 kg ) 


- 

X 

IIK 22 〜 36 kg ) 


- 

X 


♦記号の説明 

IUF :この質量グループでの使用を許可されたミ凡巧 （ユニ パーサル）カテゴリーの ISO FIX 
対応の前向きチャイルドシートのみ取り付け可能です。 


IL :この質量グループでの使用を許可された下記 「ISO FIX チャイルドシートのリスト」 
に示す準ミ凡用（セミユニバーサル）カテゴリーのチャイルドシートのみ取り付け可 
能です。 

X :旧0 FIX が応チャイルドシートを取り付けることはできません。 


*2 チャイルドシートを取り付けるときは、チャイルドシートを取り付けるシートの前 
席背当てを直立状態にしてください。 


参に0 FIX か化チャイルドシートのリスト 


質量グループ 

サイズ等級 

固定具 

ISO FI がホ応チャイルドシート 

カテゴリー 

0(10 kg まで） 

E 

に 0/ R 1 

スバル純正に0円 X べビーシート 

準況用 

0+(13 kg まで） 

E 

ISO / R 1 


表に記載されでいないチャイルドシートを使用する場合は、チャイルドシート製造業者 
または販売業者にご相談ください。 


International Organization for Standardization (国際標華化機構）の略 
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_ をを装偏 

チヤイルドシ ー 


屆 


挂アドバイス _ 

• このまの ISO 円 X 巧応に0円 X 固定バ_&テザーアンカーは、2006年10月1日施行の 
新保ま基準に適合しています。 

これには 、 ECE R 44 に適合しているに0 FIX 対応チャイルドシートしか取り付けるこ 
とができません。 

• ECE R 44 に適合している ISO 円 X 対応チャイルドシートには、下記の認可ラベルが表 
示されています。 

• スバル純正 ISO FIX 対応チャイルドシートであることを示す表示の一例です。 

文字はサイズ等級を表します。 

A ——サイズ等級 

• ECE R 44 の認可マークです。 

ミ凡用（ユニパーサル）カテゴリーのチャイルドシートは、カテゴリーに 
「 UNIVERSAL 」 と表示されています。 



• スバル純正 ISO FIX 対応テザーアンカーの位置を示すマークの一例です。 



•スバル純正の準;凡用（セミュニパーサル）カテゴリー、および;凡用（ュニバーサ 
ル）のチャイルドシートをご用意しています。ご購入、ご使用についてはスバル版 
売店にごネ目談ください。 
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シート 

fe アドバイス 


•チャイルドシートを購入するときは、に0 FIX サイズ等級に一致したものをお選びく 
ださい。 


サイズ等級 

固定具 

お子さまの体格 

巧用の向き 

おが、大きさ 

A 

ISO / F 3 

幼児 

前 

大型 

B 

に 0/ F 2 

幼児 

前 

中型 

B 1 

に 0/ F 2 X 

幼児 

前 

中型 

C 

ISO / R 3 

幼児 

後ろ 

大型 

D 

ISO / R 2 

幼児 

後ろ 

中型 

E 

に 0/ R 1 

乳児 

後ろ 

小型 


•詳しくは、スバル販売店、チャイルドシートの製造業者、または販売店にご相談く 
ださい。 




チャイルド 


58 


DIAS WAGON S 321 N -0001534 S 331 N -0001307 - 


















_ をを装偏 

チヤイルドシ ー 
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シートベルトで取り付けるチャイルドシート適合性一覧表 


質量グループ 

座席位置 

フロントシート 

リャシート 

助手席 

左右庸 

0(10 kg まで） 

X 

U * 

0+(13 kg まで） 

X 

U * 

1 (9 〜 18 kg ) 

X 

U * 

II (15 〜 25 kg ) 

X 

U * 

IIK 22 〜3目 kg ) 

X 

U * 


♦記号の説明 

U :この質量グループでの巧用を許可されたミ凡用（ユニパーサル）カテゴリーのチヤイ 
ルドシートが取り付け可能です。 


X :チャイルドシートを取り付けることはできません。 

* チャイルドシートを取り付けるときは、リヤシートを前方いっぱいまでスライドさせ 
てください。 

表に記載されていないチャイルドシートを使用する場合は、スバル販売店、チャイルド 
シート製造業者または販売店にご相談ください。 

髮アドバイス _ 

•チャイルドシートを購入される際は、質量グループに一致したものを還巧してくだ 
さい。 

(チャイルドシートの選びかた一55ページ) 
• ECE R 44 に適合している 「 U 」 のチャイルドシートには、下記の認可ラベルが表示 
されています。 

•カテゴリーの 「 UNIVERSAL 」 は、 ミ 凡用（ユニバーサル）チャイルドシートの認可で 
あることを表します。 
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チヤイルドシート 


チャイルドシートの固定の 
しかた 


A 警告 _ 

•チャイルドシートはリヤシートじ取 
り付けてください。 

• 助手席に前向きや後ろ向きのチャイル 
ドシートを絶対に取り付けないでく 
ださい。 SRS エアバッグが膨らんだと 
きの衝撃で重大な傷害を受けるおそれ 
があります。 



の大きさに合ったチャイルドシート 
を使用してください。 

また、お子さまをひざの上で抱いて走 
行しないでください。衝突したときな 
どに、十分に支えることができず、お 
子さまが重大な傷害を受けるおそれが 
あり危険です。 

•チャイ J レドシート（ジュニアシー 
卜）を使用しているときは、ジュニア 
シート付属の取扱説明書に従ってシー 
トベルトで固定してください。お守 
りいただかないと、急ブレーキや衝突 
時などにお子さまが重大な傷害を受け 
るおそれがありを険です。 
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A 警告 _ 

•チャイルドシートによっては、取り 
付けができない、または取り付けが困 
難な場合があります。必ずチャイルド 
シートに付属の取扱説明書をお読みの 
上、確実に取りかけて使用方まをお守 
りください。使用方まを誤ったり、確 
実に固定されていないと、急ブレーキ 
や衝突時などにお子さまが重大な傷害 
を受けるおそれがあり危険です。 

•チャイルドシートやシートベルトが 
確実に固定されていることを前後左右 
にゆさぶり確認してください。 

•チャイルドシートは、お子さまを乗 
せていないときでもしっかりとシート 
に固定しておいてください。また、荷 
室に収納する場合でも、ロープなどを 
利用して固定してください。固定しな 
いまま客室または、荷室に放置する 
と、ブレーキをかけたときなどにチャ 
イルドシートが動き乗員や物に当た 
るなどして、思わぬ事故につながるお 
それがあります。 

お子さまをシートベルトで遊ばせな 
いでください。万ーシートベルトが 
首に巻き付いた場合、窒息などの重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 

誤ってそのような状態になってしま 
し、、シートベルトのバックルも外せ 
ない場合は、はさみなどでシートべ 
J レトを切断してください。 


. S 331 N -0001307 〜 















_ まを装偏 ira 

チャイルドシート^ 


A ま意 _ 

•標準装備のシートベルトは大人用で 
す。6歳未満のお子さまは、チャイル 
ドシートの着用が法律で義務付けら 
れていますので、必ずチャイルドシ 
-卜を使用してください。取り付けは 
チャイルドシートに付属の取扱説明 
書をよく読んで、確実に取り付けてく 
ださい。 

•シートベルトに損傷をあたえないよ 
う、取り付けにあたっては十分を意し 
てください。 


挺アドバイス _ 

チャイルドシートをリヤシートに巧り付け 

たときは 

•運転席とチャイルドシートが干渉 
し、正しい運転姿勢が確保できない場 
合は、リヤシートの助手席側に取り 
付けてください。 

(正しい運転姿費一38ベージ) 

チャイルドシートを使用しないときは 

•チャイルドシートを長時間使用しな 
い場合は、荷室に固定するか、車両か 
ら外して保管してください。シートに 
取り付けたままにしておくと、シート 
がを色したり、型くずれするおそれが 
あります。 


に0円 X 対応に0 FIX 
固定バ ー& テザー 
アンカーによる固定 

▼チゎイルドシートを取り付ける前1こ 

A 警告 _ 

•チャイルドシートを取り付けるとき 
は 、 ISO FIX 対応に0 FIX 固定バ ー& テザ 
-アンカー周辺に異物がないこと、 
シートベルトなどのかみ込みがない 
ことを確認してください。 

異物やシートベルトなどをかみ込む 
とチャイルドシートが正しく固まさ 
れず、衝突したときなどに重大な傷害 
を受けるおそれがありを険です。 

•チャイルドシートを取りかけるとき 
は、リヤシートのヘッドレストを取 
り外してから、テザーアンカーに固 
定してください。 
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CTl 巧を装備 _ 

^チャイルドシート 


▼取り付けなた 

/. ISO 円 X 巧府 so 円 X 固定バ ー& テヴー 
ァン カーの位置をお認 します。 

• 固定バー巧装備ちれていることを示す 
タブなシートについています。 



•テヴーアンカーを示すマーク巧背当 
て裏巧』じあります。 



之リわシートを後方いっぱいまでスラ 
イドちせて、背当てを直立状態にし 
ます。 

3 . チゎイルドシートを取り付けるシー 
卜のヘッドし;;^卜を取り外します。 

4 . チゎイルドシートのべースシート 
を ISO FIX 固定パ'-にお実に取り付け 
ます。 

5 . ISO 円 X チゎイルドシート（テヴー 
巧）をチゎイルドシートのベース 
シートに確実 I こ取り袖ブます。 

6 . ISO FIX チゎイルドシート（テヴ ー 
式）を上下左ちじ軽<ゆちご;り 、 ISO 
FIX 固をバーにお実に固定ちれている 
ことをお認します。 

7 . ISO 円 X チゎイルドシート（テザー 
式）のテヴーベルトのフックをテヴ 
ーアンカー区お実に引っなけます。 

8 . ISO FIX チゎイルドシート（テザー 
式）のテヴーベルトけ'ピンと張る 

(巳 kg 程度）まで強<弓 I っ張って、チ 
わイルドシートの上側をお実に固定 
します。 


62 


DIAS WAGON S 321 N -0001534 S 331 N -0001307 - 

















_ まを装偏 ira 

チャイルドシート^ 


9 . ISO FIX チトイルドシート（テザー 
式）①テヴーベルトを軽<引っ張り、 
テヴーアンカーじ確実に固定ちれて 
いることを確認します。 

W . チゎイルドシートけ'お実 I こ固定ちれ 
ていることを前後左右にゆちぷりお 
認して <だちい。 

//. チわイルドシートを取り付けるシー 
卜の前席背当てを直立が態にします。 


シートベルトによる固定* 

▼ 取り付けなた 

/. リわシートを前方し、つぱいまでスラ 
イドちだて、背当てを直立状態1こし 
ます。 

2チゎイルドシートをリわシートじ 
置きます。 

•ヘッドしストにチわイルドシート巧 
干渉するときは、ヘッドしストを 
「カチ‘ソ」といラ音巧する位置まで弓 I 
き上げるな、取り外してリわクオー 
ターポク'ソトに収納します。 



引ぎ止!し、ベルト好'«じれていない 
ことをお認してな5、チわイルドシ 
ートの中じ通します。 



’固をのしなたは代表例です。 

また、イラストは説 B 月のための物であり、実 
際のチわイルドシートのおがとは異なります。 
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チヤイルドシート 


4 . バックルの中にタングプしートを 

「カチッ」と音巧するまで差し込み 
ます。 

ZM 主意 _ 

•タングプレートを差し込むとき、夕 
ングプレートでバックルを無理にこ 
_じらないでください。_ 

5 . チわイルドシートの□ックスフし 
バーを開き、肩ベルトを□ックオフ 
しバーの下に通します。 

6 . チわイんドシートじ体重をなけて I 」 
わシートに押しつけな巧5、肩べル 
卜をたるみ巧な<なるまで巻き取己 
せます。 

スチわイルドシート①□ックオフし 
バーを閉じ、肩ベルトを固定します。 
8 . チわイルドシートやシートペルト 
なお実に固定ちれていることを前後 
左ちにゆちぶりお認して < ださし、。 

A 注意 _ 

•チャイルドシートを固定したあと、 
シートベルトでチャイルドシートが 
ロックされていることを必ず確認して 
ください。万一のとき効果を発揮しな 
いおそれがあります。 


9 . チゎイルドシートにシートベルト 
の固を装置ががいていない場合は、 
□ツキンブクリップを使用して固定 
します。 



fe アドバイス _ 

• ロッキングクリップの取り付けは、 
チャイルドシートに付属の取扱説明 
書をよく読んで、確実に取り付けてく 
ださい。 

また、ロッキングクリップの購入に 
ついては、スバル販売店にご相談くだ 
さい。 
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SRS エアバッグ 
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SRS エアバッグ 



SRS エアバッグは、車両前ちな己の強い 
衝撃じより、 t ンサーヴー定し^1上の衝撃 
(重大な危害があよぷよラな強い衝撃） 
を感知すると瞬時に膨5みます。 


運転席 SRS エアバッグ 


シートベルトで体を巧まするはた5きと 
併だて、運起者の頭や胸などへの衝撃を 
やわ5げる装置です。 



シートベルトで体を}旬まするはた己きと 
併だて、助手席同を者の頭や胸などへの 
衝撃をやわ白げる装置です。 


- 1 




ピ 

白 、 


\| ifr 


A 警告 _ 

•シートベルトは必ず着用してくださ 
い。 SRS エアバッグはシートベルトを 
補助するための装置で、シートベル 
卜の代わりではありません。 

•シートベルトを正しく着用してくだ 
さい。シートベルトを着用していな 
いと、急ブレーキなどで放り出される 
と同時に SRS エアバッグが膨らんだ場 
合、強い衝擊を受け危険です。 

(正しい着用一48ページ) 

• シートを正しい位置に調整してくださ 
い。シートを正しい位置に調整しない 
と、 SRS エアバッグの効まを発揮させ 
ることができず、衝突したときなど重 
大な傷害を受けるおそれがありを険で 
す。 

• 正しい姿勢でシートに座ってくださ 
い。正しい姿勢で座らないと SRS エア 
バッグの効果を発揮させることができ 
ません。また、運転席 SRS エアバッグ 
はハンドルに近付きすぎると、 SRS エ 
アバッグが膨らんだときに重大な傷害 
を受けるおそれがあります。 

•ハンドル、インストルメントパネル 
は、絶対に取り外したり、分解しない 
でください。また、強い衝撃もあたえ 
ないでください。いざというときに作 
動しないおそれがあります。 


Supplemental Restraint System (ヴプリ メンタ 
ルしストしイントシステム）①略で、乗員 
保畫補助装置の意巧です。 
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巧を装備 _ 

SRS エアバッグ 


A 警告 _ 

• SRS エアバッグは、絶対に改造や分解 
をしないでください。 

• SRS エアバッグが膨らんだあとに、そ 
の構成部品に触れないでください。が 
常に熱くなっているのでやけどをする 
おそれがあります。 

• 助手席 SRS エアバッグについては必ず 
下記のミ主意事 I 頁をお守りください。 

•シートの前端に座ったり、インストル 
メントパネルにもたれかかったりし 
ないでください。また、お子さまをイ 
ンストルメントパネルの前に立たせ 
たり、ひざの上に抱いたりしないでく 
ださい。 

助)手お SRS エアバッグは瞬時に車室内 
に大きく膨らみますので、 SRS エアバ 
ッグが膨らんだときの強い衝擊で重大 
な傷害を受けるおそれがありを険で 
す。 



A 警告 _ 

• 助手席に前向きや後ろ向きのチヤイル 
ドシートを絶がに取り付けないでく 
ださい。 SRS エアバッグが膨らんだと 
きの衝撃で重大な傷害を受けるおそれ 
があります。 


が 
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SRS エアバッグ 
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A 警告 _ 

• SRS エアバッグの展開部にステ ッカー 
を 貼ったり、 カバーを付けないでくだ 
さい。いざというときにパッド部が開 
かず SRS エアバッグが作動しないおそ 
れがあります。 

•インストルメントパネルの上にジュ 
-スや物を置かないでください 。 SRS 
エアバッグが膨らむときの衝撃でけが 
をするおそれがあります。 



開部は、強くたたくなど過度の力を加 
えないでください。 

SRS エア バッグが正常に作動しなくな 
るなどして、重大な傷害を受けるおそ 
れがありを険です。 


A 警告 _ 

• SRS エアバッグの効力を十分に発揮さ 
せるため、下記の事項を必ず守ってく 
ださい。 

• サスペンションを改造しないでくださ 
い。ま高が変わったり、サスペンショ 
ンの硬さが変わると SRS エアバッグの 
誤作動につながるおそれがあります。 

•ま両前部にグリルガードなどを装着 
する場合は、最寄りのスバル販売店に 
ご相談ください。 

•巧線機の電波などは、 SRS エアバッグ 
を作動させるコンピューターに悪影響 
をあたえるおそれがありますので、無 
線機などを取りせけるときは、スバル 
販売店にご相談ください。 

• SRS エアバッグは非常に速い速度で膨 
らむため、 SRS エアバッグとの接触に 
よりすり傷、やけど、巧撲などを受け 
ることがあります。 
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巧を装備 _ 

SRS エアバッグ 


A ま意 _ 

• SRS エアバッグが作動すると作動音と 
ともに白い煙のようなガスが発生しま 
すが、火災ではありません。このガス 
を吸うと、棉息などの呼吸器系を患っ 
た経緯のある方は、呼吸がましくなる 
ことがあります。 

この場合は、乗員がま外に出ても安全 
であることを確認して、ま外に出てく 
ださい。なお、まかに出ることができ 
ない場合は、窓やドアを開けて新鮮な 
空気を入れてください。 

また、 SRS エアバッグ作動時の残留物 
(カスなど）が目や皮膚に付着したと 
きは、できるだけ早く水で洗い流して 
ください。皮膚のおい方は、まれに巧 
膚を刺激する場合があります。 

• 衝突時などに助手席 SRS エアバッグが 
膨らむことによって、車両のフロント 
ウインドゥガラスが破損することが 
あります。 

• SRS エアバッグは一度作動すると再使 
用できません。必ずスバル販売店で交 
換してください。 


A ま意 _ 

• 下記のような場合は必ずスバル販売店 
にご相談ください。 

お客様自身で行うと、 SRS エアバッグ 
が思いがけなく作動し、故障や思わぬ 
事故につながるおそれがあります。 

■ ハンドルを取り外すとき 
• ま両前部を修理するとき 
• まや SRS エアバッグを廃棄するときは 
必ずスバル販売店にご相談ください。 
SRS エアバッグが思いかけず作動し、 
けがをするおそれがあります。 

• SRS エアバッグが収納されているパッ 
卜部に傷が付いていたり、ひび割れが 
あるときは、そのまま使用せずスバル 
販売店で交換してください。衝突した 
ときなどに SRS エアバッグが正常に作 
動せず、けがをするおそれがありま 
す。 
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_ をを装偏 

SRS エアバッグ 


屆 


作動する場合 作動しない場合 


SRS エアバッグは車両前ちな己フ〇ント 
バンパーじ強い衝撃を受けたとき作動し 
ます。また、同時にプリテンシヨナー機 
構ち作動します。 

走行中に路面などな5車両下部に強い衝 
撃を受けたときは、まれに SRS エアバッ 
ブガ作動することがあります。 

• 高速で縁石などに衝突したとき 


縁石など 



• 深い巧や溝に落ち込んだとき 

深い巧や溝 



下記のよラに前方な己の衝撃ヴ弱い場合 
や、衝撃ヴ車体 I こより十分吸収ちれた場 
合など、車両の損傷が大き<てち作動し 
ないこと巧あります。 

• コンクリート①壁に約 20 km / h し乂下① 
速度で正面衝突したとき 



• 電柱などポールがの物に正面衝突した 
とぎ 




• 前方約 3 cr 似上の角度でコンクリート 
の壁やガードしールなどじ衝突した 
とぎ 
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履 


巧を装備 _ 

SRS エアバッグ 


■ SRS エアバッブ警告む,なむ時 



• 大型トラックの後部荷台下にち<リ込 
んだとぎ 



下記のよラなときち作動しないことがあ 
り効果を発揮しまだん。 

• 側面や後方な己衝撃を受けたとき 


• 車両巧横転、転覆したとき 



下記のよラなときは、 SRS エアバッグヴ 
作動しません。 

•エンジンスイ'ソチび " LOCK " 、 
" ACC " ①位置のときじ衝突したとき 
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_ をを装偏 

SRS エアバッグ 


屆 


SRS エアバッグ 警告な 

1 1 

SRS エアバッグ 

ソーター巧に警告されます。 

コンピューター 


が 

• エンジンつイツチを " ON " ①位置に 
すると点打し、数秒をじ消打します。 

• エンジンスイツチ巧 " ON " ①位置で、 
下記のシステムじ異常があると点打し 
ます。 

▼ 異常ヴあると点打するシステム 
• SRS エアバッグ 

( SRS エアバッグー65ぺージ） 
• プリテンシヨナー機構 

(プリテンシヨナー機構一52ぺージ） 

A を意 _ 

点口した場合 

• 車両にできるだけショックをあたえず 
に走行し、ただちにスバル販売店で点 
検を受けてください。 


SRS エアバッグを制御する装置です。 



A を意 _ 

• SRS エアバッグコンピューターは、絶 
対に取り外したり、分解しないでくだ 
さい。 

SRS エアバッダが誤って展開したり、 
いざというときに作動しないおそれが 
あります。 

• SRS エアバッグコンピューターには、 
水、ジュースなどをかけないようにミち 
意してください。 

万一こぼしたときは、ただちにふき取 
ってください。 

• SRS エアバッグコンピューターおよび 
その近くを強くたたいたり、励ったり 
しないでください。 

• SRS エアバッグが一度作動すると再使 
用できません。スバル販売店で交換し 
てください。 
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屆態雖 


ABS 


ABS * (圧 D 機能付) 


• 急制動時や滑りやすい路面における制 
動時には、車輪が□ックして方向安定 
性と操妮能カガ低下することがありま 
す。 ABS は、このよラなが況下に発ち 
する車輪□ックを巧止して操脆能力を 
お保しよラとする装置です。 

▼ EBD 

Electronic Brake force Distribution (電ゴ 
制動力配分制御）の略で、車両の走行状 
態や積載が態に応じて最適な制動力配分 
を行ラ機能です。積載時のブしーキのタカ 
きを確保することヴできます。 


A 注意 _ 

• ABS を過信しないでください。 ABS が 
作動した状態でも車両の方向安定性や 
操舟を性の確保には限界があり、思わぬ 
事故につながるおそれがあります。 

• 下記の場合などには ABS の付いていな 
いま両に比べ、制動距離が長くなるこ 
とがあり、事故につながるおそれがあ 
ります。速度を控えて十分に車間距離 
を取ってください。 

•砂利道、新雪路を走行しているとき 
•タイヤチェーンを装着しているとき 
-道路の継ぎ目などの段差を乗り越える 
とさ 

-凹凸道などの悪路を走行しているとき 
-タイヤ空気圧が適正空気店より高いと 
きに荒れた路面を走行したとき 


V\BS は、 Anti-lock Brake System ( アンチ□、ソ 
クブしーキシテム）①略です。 
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巧を装偏 

ABS 



挂アドバイス _ 

•ほま（約 lOkm / hJU 下）では、 ABS は 
作動せず、普通のブレーキと同じ作動 
になります。 

•エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると、メーター内の ABS 警告灯が点 
なし、数秒後に消'灯します。 

•エンジン始動後に ABS 警告なが数抄間 
点‘灯しても、その後、ミ苗灯すれば異常 
ではありません。ただし、同じ現象が 
巧度発生した場合は、スバル販売店で 
点検を受けてください。 

• エンジン始動時や始動後の発進直後に 
エンジン ルー ムから モー ターなどの 
音が聞こえることがあります。これ 
は、システムの作動をチェックしてい 
るときの音で、異常ではありません。 

• 走行中に ABS 警告灯が点灯した場合、 
巧常のブレーキとしての性能は確保さ 
れていますが （ ABS としての作動はし 
ません）、スバル販売店で点検を受け 
てください。 

• ABS の作動中および作動後は、ブレー 
キ ペダルが奥に入り込むことがあり 
ます。また、 ABS が正常に作動してい 
るときは、ブレーキペダルを踏むと 
ペダルがこきざみに動き「カタカタ」 

と作動音がすることがありますが、シ 
ステムの異常ではありません。 

•雨の日にマンホールのふた、橋の継ぎ 
目などの滑りやすい場所でブレーキ 
ペダルを踏むと ABS が作動しやすくな 
ります。 

•急ブレーキ時は、ブレーキペダルを 
強く踏み続けてください。プレーキ 
ペダルをゆるめると ABS が効まを発揮 
できません。 


髮アドバイス _ 

• 急ブレーキ時にポンピンク’‘ブレーキ# 
はしないでください。ポンピングブ 
レーキをすると制動距離が長くなりま 
す。 


ブしーキペダルを数回に巧けてこきざみに 
踏むブしーキ①なけ灯た 
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まを運転ずる巧に 

まを運面ずる前に必要なさき0の開巧、調壁、点な 
について説巧していまず。 


■ 車体各部の開閉 

キ-76 

電波式リ t コンドア□ック——77 

盗難警報装置-80 

ドアの開閉-83 

スライドドア-85 

チトイルドプ J レーフ-9己 

集中ドア□ック-95 

キー抜ぎ忘れ警告ブザ-96 

リいヴ_|-96 

ボンネット- ] 日1 

エンジンルームの開閉-103 

フユーェ J レリツド - ] 日目 

パフーウインドウ- ] 日9 


■ 車体各部の調整 


ルームミラ- 

電動格納式ドアミラ-]13 
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巨石 車を運起ずる前に 

™ ま化さ巧の開巧 


ま巧を SB の開巧 


キ— 


キーはエンジンの始動や停止のほなじ、 
ドアの施錠、解結など車を操作するため 
にな<てはな5ない物です。大切に管理 
して < ださし、。 

〇パワースライドドア装着まむか 

キーナンバー 



〇パワースライドドア装着ま 



陸アドバイス _ 

• キーは2枚用意しています。2枚の内 
1枚は、いざというときのために予備 
として使用してください。 

• リモコンは4個まで設定することがで 
きます。 

キーナンパープレートについて 

•お客様];(外にキーナンバーがわから 
ないように、 キーでは なくプレートに 
キーナンバーを巧刻してあります。 

• キーナンバープレートを車両 LU 外の 
場所に大切に保管してください。 

万一、キーを紛失したときに、キー 
ナンバーをスバル販売店にご連絡いた 
だければ、指定キーを作ることができ 
ます。 

お:空巧に乗るときは 

•航空機にリモコン（電娘式リモコン 
ドアロック）を持ち込む場合は、航 
空機内で " LOCK " 、 " UNLOCK " の 
ボタンを押さないでください。また、 
かばんなどに保管する場合でも、簡単 
にボタンが巧されないように保管して 
ください。ボタンが押されると電破が 
発信され、航空機の運行に支障をおよ 
ぼすおそれがあります。 
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車を運拓する巧に巨丑 

まかさ SB の開閉 ™ 



ドアの施錠、解結をリ亡コンで巧ラこと 
ができます。 

▼ 操作方ま 

ドア巧'施錠ちれた状態で、リモコンの 
" UNLOCK " ボタンを押すと、インジク 
ーター巧1回点滅し、すべてのドアは解 
綻ちれます。 

" LOCK " ボタンを巧すヒインジクーター 
な' 1回点滅し、すべてのドアは施趣され 
ます。 



パフースライドドア装着車は、左側ス 
ライドドアの自動開閉を i 」 t コンで行ラ 
ことな'できます。 

(リ亡コンでの自動開閉一93ぺージ) 


髮アドバイス _ 

• " UNLOCK " ボタンを巧し、ドアロッ 
クが解錠されたあと、ドアの開閉を巧 
わなかった場合は約30秒後、自動的 
にすベてのドアが施錠されます。（自 
動ロック機能） 

• リモコンと車両中ムの距離が約 3 mlU 
上離れているときは正確に作動しない 
ことがあります。また、近くに TV 塔や 
発電所、放送局があるなど周囲のが況 
によっても正確に作動しないことがあ 
ります。 

•キーがエンジンスイッチのキー挿入 
□に差し込まれている場合、またはい 
ずれかのドアが開いている場合は作動 
しません。 

• リモコンには精密な電子部品が組み込 
まれています。故障の原因となります 
ので下記のことをお守りください。 

• 直射日光や高温下にが置しないでくだ 
さい。 

•落とすなどして、強い衝撃や圧力を加 
えないでください。 

•水にぬらしたり、ゴミ、ほこりなどが 
入らないようにしてください。 

•車を離れるときは、ドアハンドルを 
引き、確実にドアが施錠されているこ 
とを確認してください。 

• リモコンの電池寿命は、1日10回乗 
降時で約2年です。 

電池の;"肖耗について 

• ボタンを押しても作動しない場合や、 
著しく作動可能距離が短くなった場 
合、またはインジケーターが点減しな 
くなった場合は、電池の消耗が考えら 
れます。早めに電池を交換してくださ 
し、。 

(リモコンの電池交換一78ぺージ） 
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巨石 車を運起ずる前に 

™ ま化さ巧の開巧 


作動完了の確認方法 

非常点滅打と室内照日月により、電波す I 」 
亡コンドア□ックの作動完3を確認す 
ることができます。 

▼ 確認方ま 

ドアの施淀、解錠と連動して非常点滅む 
と室内照明（スイッチ巧 DOOR 位置のと 
き）巧下表の通り作動します。（アンサ 
-バック） 

これにより、電波ぶリモコンドア□'ソ 
ク①作動完3をお認して < ださい。 


作動 

部位 

アンサーバック 

LOCK 時 

非常点減灯 

1回点減 

室内照明 

減光し、その後消な 

UNLOCK 時 

非常点減灯 

2回点減 

室内照明 

約15秒間点打 


リモコンの電池交換 

• インジクーターが点滅しな<なった場 
含は、電ミ也の消耗が考え邑れます。 

• 電ミ也は、お客様自身で交換できますが、 
破損などのおそれヴあるため、スバル 
販売店での交換をおすすめします。 
▼使用電ミ也 I こついて 

使用電ミ也は 「 CR 1616 (3 V ) 」です。 

▼ 交換方ま 

/. 傷付き防止のため、先端区巧などを 
巻いた、<1まみに入る程度の薄巧の 
©ドライバーなどを巧意します。 

之用意した©ドライバーなどをくぽみ 
に差し込み、リ t コンのカバーを外 
します。 



パワースライドドア装着ま 



3 . t ジュールの裏側のカバーをかしま 
す。 

パワースライドドア装着まな外 


モジュール 



カバー 
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車を運拓する巧に巨丑 

まかさ SB の開閉 ™ 


4 . 失印の方向にスライドさだて、電池 
を取り化し、新しい電池と交換しま 
す。 

パワースライドドア装着まなか 



A ま意 _ 

• 電ミ也交換をする場合は、必ず身体や衣 
類に帯電している静電気を放電してく 
ださい。静電気により、リモコンが損 
傷するおそれがあります。静電気をが 
電する場合は、静電気が除去できる物 
をあらかじめ用意しておくか、金属部 
分などに手を触れてください。 

•電池および取りかした部品は、お子さ 
まが飲み込まないよラに特にごを意く 
ださい。 


パワースライドドア装着ま 



▼ 交換したあと 

/. カバーとたジュール、あよぴ'リ^コ 
ンのカバーを逆の手順で取り付けま 
す。 

2スイ'ソチを押したとき、インジクー 
ター巧点滅することをお認します。 


髮アドバイス _ 

• 液漏れなどを防ぐため、電池の®極と 
©極は正しく取り付けてください。 

•故障の原因となりますので、下記のこ 
とをお守りください。 

-端子部分などを曲げない 
•水、油などでぬらさない 
-ゴミなどの異物を入れない 

• 電池はスバル販売店または時計店、力 
メラ店などでお求めください。 

• 電池交換はスバル販売店に依頼するこ 
とをおすすめします。 

• 電池は新品を使用してください。 

• 電泄交換後はリモコンの機能が正常で 
あることを確認してください。 

•ボタン電池を廃棄する場合は、テープ 
などで端子部を絶縁してください。電 
池が重なり合ったり、他の金属製品を 
混ぜたりすると電池がショートして、 
漏液、発熱、破裂するおそれがありま 
す。また、自治体が条例などを定めて 
いる場合は、その条例にしたがってく 
ださい。 
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巨ん 車を運起ずる前に 

™ ま化さ巧の開巧 


挂アドバイス _ 

• カバーをはめ込むときは、突起部から 
はめ込み、全体を均等に押さえてくだ 
さい。カバーが確実にはめ込まれてい 
ないと、水、ほこりなどが入り、故障 
の原因になるおそれがあります。 

パワースライドドア装着まなか 



パワースライドドア装着ま 

突起部 



盜難警報装置 


盗難警報装置は、すべてのドアを閉め、 
電波すリ亡コンドア□ツクでドアを施 
結した場さじ、盗難にがする警戒を開始 
します。 

電波すリ t コンドア□ツク化の操作 
でドアを開けると、警報を発して周囲に 
異常を知5だます。 

畦アドバイス _ 

•を難警報装置は、周囲に異常をならせ 
る機能です。室内への侵入を防ぐ機能 
はありません。 

• ほかの方にお車を貸したときや、盗難 
警報装置の作動についてならない方が 
運転するときは、盗難警報装置につい 
て十分ご説明ください。 

を難警報装置の作動についてミ日らない 
方が操作を誤った場合、警報が作動し 
周辺への迷惑になります。 

• たとえを難警報装置をセツトしていて 
も、現金や貴重品は車内に放置しない 
でください。 
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車を運拓する巧に巨丑 

まかさ SB の開閉 ™ 


盗難警報装置の七ット方法 


警巧中の作動 


すべてのドアを閉め、電波すリ亡コンド 
ア□ックでドアを施綻すると、 t キユリ 
テイ表示打が点むし、 t ットを開始しま 


警戒中に電波すリ亡コンドア□ツク 
外でドアを開けると、警報ヴ作動します。 
(1 巧警報） 


す。 

約30秒後に t ットヴ終3し、盗難警報 
装置は警戒が態じな U ます。 

警巧中は、 t キユリテイ表示打ヴ点滅し 
ます。 



セキュ U テイ表示な 



挺アドバイス _ 

• 電波式リモコンドアロック LU かの操 
作でドアを施錠した場合、を難警報装 
置はセットされません。（電波式リモ 
コンドアロックの自動ロック機能で 
施錠された場合は、セットされます） 
•セキュリティ表示灯が点灯してから約 
30抄な内に下記の操作をした場合、盗 
難警報装置の七ットは中断されます。 

-運転席ドアを解錠したとき 

-ドアを開けたとき 

•キーがエンジンスイッチのキー}串入 
□に差し込まれたとき 


この間、警報が解除ちれななった場合、 

ち5じ警報ヴ作動します。に巧警報） 

留アドバイス _ 

•警報作動中にドアを閉めても、警報は 
停止しません。 

•警報終了後、ドアを閉めると、盗難警 
報装置が再び警戒状態になりますが、 
施錠はされません。おまを離れる際は 
確実に施錠してください。 


〇盗難警報 

▼ 1巧警報 

• t キユリテイ表示打が点滅 
• 非常点滅打ガ10秒間点滅 
• 室内ブザーヴ10秒間断続して鳴る 

▼ 2 巧警報 

• t キユリテイ表示なヴ点滅 
• 非常点滅打巧3日秒間点滅 
•室内ブヴーガ30秒間断続して鳴る 
•ホーンヴ30秒間断続して鳴る 
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SI 

















巨石 車を運起ずる前に 

™ ま化さ巧の開巧 


を難警報装置の解除方法 

電波す I 」亡コンドア□ツクでドアを解 

綻するな、エンジン スイッチを " ON " 

の位置にすると解除できます。 

畦アドバイス _ 

•を難警報装置は、車内に人が乗ってい 
るときや、ドアウインドウガラスが 
開いているときにも作動します。盜難 
警報装置を誤作動させないために、車 
内に人が乗っているときや、ドアウ 
インドウガラスが開いているとき 
は、を難警報装置を七ットしないでく 
ださい。 


警報の停止方法 

すべてのドアを閉め、電波すリ亡コンド 
ア□ックで施結するな、エンジンスイ 
ツチを " ON " の位置にします。 


を難警報装置の作動履歴の確認 

盜難警報装置の t ット中に警報じ巧警 
報まで作動した場合のみ）ヴ作動したこ 
ヒを確認すること巧できます。 

▼お認方を 

エンジンスイ'ソチを " ON " の位置にす 
ると、室内ブヴー巧「ピー’ソピッ」と鳴 
り、2巧警報まで作動したことを知己せ 
ます。 

堅アドバイス _ 

• 作動履歴の確認は、2な警報作動後、1 
回のみ行うことができます。 


盗難警報装置の 
メンテナンスについて 

盗難警報装置のソンテナンスは不要です。 

心ち意 _ 

• 盗難警報装置の改造や取り外しをしな 
いでください。システムが正常に作動 
しないおそれがあります。 
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車を運拓する巧に巨丑 

まかさ SB の開閉 ™ 


ドアの開閉 


車かからの施錠、解錠 


▼ 操作を巧ラ前じ 

A 警告 _ 

• ドアの開閉は確実に巧ってください。 
ドアが確実に閉まっていないと、走巧 
中にドアが開き、思わぬ事故につなが 
ったり、運転者や同乗者、または荷物 
が車から投げ出されるおそれがありま 
す。 

• 走行中は絶巧にドアを開けないでくだ 
さい。思わぬ事故につながるおそれが 
あります。 

• ドアを開けるときは、周囲の安全を十 
か確認してください。いきなり開ける 
と後続まにぶつかるおそれがあり危険 
です。風が強いときは特にま意してド 
アを開けてください。 

•車から離れるときは、法的にも義務付 
けられていますので、必ずエンジンを 
止め施錠してください。無人でまが動 
き出したり、ま両盗難のおそれがあり 
ます。 

• お子さまに各ドアの開閉をさせたり、 
いたずらをさせないでください。思わ 
ぬ事故につながるおそれがあります。 

• ドアを閉めるときおなどを挟まないよ 
うに注意してください。 


担アドバイス _ 

• ドアを施錠している場合でも、まを離 
れるときは貴重品などはまの中に置い 
たままにしないでください。 


キーを確実 I こ差し込んで巧己回します。 
キーをき両前側に回すヒ施錠ちれ、後ろ 
側に回すと解远ちれます。 



ま内からの施錠、解錠 


ドア□ツクタブを押し下げると施錠で 
きます。ドア□ツクタブを弓 I き上びる 
と解結できインナーハンドルを引 <ヒド 
アが開きます。 
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巨石 車を運起ずる前に 

™ ま化さ巧の開巧 


まかからキーを使わない施錠 
挺アドバイス _ 

• キーをま内に置き忘れないようにして 
ください。不を意によリキーをま内に 
閑じ込めてしまう場合があります。 

• キーを使用せずにドアを施錠するとき 
にキーを手に持っていることを確認し 
てからドアを閉める習慣を身に付けれ 
ば、車内にキーを閉じ込めてしまうこ 
とを防止できます。 


〇フロントドア 

▼ 操作方ま 

ドア□ツク y ブを押し下げ、ドアハン 
ドルを引いたままドアを閉めて施錠しま 
す。 



〇スライドドア 

▼ 操作方ま 

ドア□ック^ブを押し下げ、ドアを閉 
めて施結します。 


キー閉じ込み防止機能 

キーをま内に残したまま、胞綻すること 
を防 < 機能です。 

エンジンスイツチにキーが差し込まれて 
いるときじ作動します。 

▼ キー閉じ込み防止機能び作動するとぎ 
し乂下の操作をするとキー閉じ込み防止機 
能巧作動して、すべてのドア巧解結され 
ます。 

•車内の運転席ドアのドア□ツクソブ 
を施綻ち向に巧し下げ、運転席ドア 
/\ンドルを引いたままドアを閉めたヒ 
ぎ 

• すべてのドアだ施錠されている状態で、 
エンジンスイツチヴ " LOCK " または 
" ACC " の位置のときに、運転席か 
のドアのドア□ツクゾブを車巧な己 
届?錠し、ドアを開けて閉めたとき 
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車を運拓する巧に巨丑 

まかさ SB の開閉 ™ 


スライドドア 


A 警告 _ 

走行する前は 

•スライドドアが確実に閉まっている 
ことを確認してください。半開のまま 
走行すると、ドアが全開または全閉方 
向に動き、手足や顔を挟んだり、車内 
の方が車外に放り出されるなど、思わ 
め事故につながるおそれがあり危険で 
す。 

ドアを開閉するとまは 

•お子さまにはスライドドアの開閉操 
作をさせないでください。不意にドア 
が動き出したり、閉めるときに手- 
頭-首などを挟んだりするおそれがあ 
り危険です。 



A 警告 _ 

•スライドドアを開閉するときは、下 
記のことをお守りください。ドアで 
手■頭-首を挟むなど、思わぬけがを 
するおそれがあり危険です。 

•スライドドア周辺の安全を十分確認 
してください。 

•周りに人がいるときは、動かすことを 
知らせる「声かけ」をしてください。 

•ドアハンドルをしっかりと持ち、ス 
ライドドアのふちやその周辺に手を 
かけずに開閉してください。 

•スライドドアのレール、アーム、お 
よびピラー部には手足をかけないでく 
ださい。 



•スライドドアのウインドウガラスを 
開けたまま開閉するときは、ウインド 
ウから手足や顔を出さないでくださ 
い。 

•スライドドアは必ず全開（ストッパ 
一がかかり、固定される位置）にして 
ください。開け方が不完全で固定され 
ていないと、不意に動き出すことがあ 
り危険です。 

•スライドドアを閉めるときは指など 
を挟まないよう、十分に注意してくだ 
さし、。 


0, AS WAGON S3.N-00 01534 ~,S331N-0001307 - ^ 

































巨石 車を運おずる前に 

脚 ま化さ巧の開南 


A 警告 _ 

傾斜地では 

•傾斜地でスライドドアを開閉すると 
きは、下記のことをお守りください。 
ドアが不意に動き出すことがあり、 
手•頭-首を挟むなど、思わぬけがを 
するおそれがあり危険です。 

•スライドドアは必ず全開（ストッパ 
一がかかり、固定される位置）にして 
ください。 


•スライドドアを開けたままにしない 
でください。 



•乗り降りの途中でドアハンドルを操 
作しないでください。 

•スライドドアの開閉スピードが速く 
なりますので、注意してください。 


まかからの施錠 

パワースライドドア J ; 1外 


ドア□ックソブを押し下げ、ドアを開 
めて施錠します。 



パワースライドドア（左側） 

□ックしバーを車両前方に押して、ドア 
を閉めて施淀します。 
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車を運拓する巧に巨丑 

まかさ SB の開閉 ™ 


ま内からの施錠、解錠 

パワースライドドア LU 外 


ドア□ックソブを押し下げると施綻し、 
引き上げると解結します。 



パワースライドドア（左側） 

□ックしバーを車両前方に押すと施淀し、 
後方に引 <と@军綻します。 




スライドドアの開閉 

fe アドバイス 

パワースライドドア（在側） 


• パワースライドドアオフ 
が " OFF " のとき、スライド 
動で開閉できます。 

(パワースライド 
スイッチー91 

スイツチ 
ドアを手 

ドアオフ 
ページ） 


〇車外からの開閉 

•開けるときは、車外のドアハンドル 
を引いて、スライドドアを車両後方 
に操作します。 

•閉めるときは、車外のドア/\ンドル 
を引いて、ストッパーを解除ちせて巧 
台、スライドドアを車両前方|こ操作 
します。 
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巨石 車を運起ずる前に 

™ ま化さ巧の開巧 


0ま内からの開閉 

パワースライドドア J ; 1外 

•開けるときは、車内のドア A ンドル 
を引いて、スライドドアを車両後方 
に操作します。 

•閉めるときは、車内のドアハンドル 
を引いて、ストッパーを瞄除ちだてけ 
己、スライドドアをま両前方に操作 
します。 



を車両後方に弓 I いて、スライドドア 
を車両後方に操作します。 

•閉めるときは、車内のドアハンドル 
をま両前方に押して、ストッパーを解 
除ちだてな5、スライドドアを車両 
前方に操作します。 



イ ージー クローザー機構 
(を側ドア) 

オプション/グレード別装備 
スライドドアを閉めたとき、半ドア状態 
でち、自動的にドアを閉めることヴでき 
ます。 

A 警告 _ 

•半ドア状態のとき、スライドドアが 
自動的に閉まるため、指などを挟まな 
いように十分 ミ 主意してください。重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。また、お子さまにはドアの開閉操 
作をさせないでください。 


A 注意 _ 

• イージークローザー の作動中は、ド 
アに無理な 力を かけないでください。 
また、イージークローザーを 繰り返 
し作動させないでください。無理な 力 
を かけると、故障の原因になります。 


堅アドバィス _ 

•ドアハンドルを引いたままスライド 
ドアを閉めると、イージークローザ 
-は作動しません。 

パワースライドドア涅着ま（ち側） 

• パワースライドドアオフスイッチ 
が " OFF " のときでも、イージークロ 
-ザー機構は作動します。 
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まを運捉ずる巧に巨丑 

まかさ SB の開閉 ™ 


パワースライドドア 
(を側ドア) 

オプション/グレード別装備 
ドア/\ンドルやスイツチの操作じより、 
左側のスライドドアを自動で開閉をする 
ことができます。 

A 警告 _ 

•パワースライドドアを自動開閉する 
ときは、スライドドアの警告および 
注意に加え、下記のことをお守りくだ 
さい。ドアで手足や顔を挟むなど、思 
わぬけがをするおそれがあり危険で 
す。 

(スライドドアー85ぺージ） 
ドアを自動開閉するときは 

• 車が完全に停止しているが態で巧って 
ください。 

• 自動開閉中に、パワースライドドア 
メインスイッチを " OFF " にした場 
合、または、開いているときにま速約 
3 km / hJ ； l 上で走行した場合は、ブザー 
が鳴り、作動を停止して手動操作に切 
り替わります。この場合、約8秒間 
スライドドアにブレーキをかけて、 
ドアの動くスピードを抑制しますが、 

約8秒経過したあと、坂道などの傾 
斜地では、ドアが不意に動き出すおそ 
れがあるので十分ま意してください。 

•エンジン停止時の自動開閉中に、エン 
ジンスイッチを " ON " の位置にしな 
いでください。バッテリー電圧の低下 
により、ドアが操作と反が方向に動い 
たり、停止したりすることがあり危険 
です。 


A 警告 _ 

傾斜地では 

•開いたあとにスライドドアが閉まる 
場合があります。スライドドアは必 
ず全開で静止していることを確認して 
ください。 

スライドドア周辺で作業をするときは 
•左側の後輪のタイヤ交換など、スライ 
ドドア周辺で作業をするときは、パ 
ワースライドドアメインスイッチ 
を " OFF " にしてください。 " ON " 
にしていると、誤ってスライドドア 
ハンドルなどに触れ、スライドドア 
が動き出すおそれがあります。 


A 注意 _ 

•スライドドアの側面部のセンサーを 
刃物などの鋭利なもので傷付けないで 
ください。センサーが切断されると自 
動で閉めることができなくなります。 
また、自動で閉めているときに七ンサ 
-が切断されると、パワースライド 
ドアはただちに停止します。 
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巨ん 車を運起ずる前に 

™ ま化さ巧の開巧 


挂アドバイス _ 

パワースライドドアの作苗!条件 

•パワースライドドアは、エンジン 
スイッチの位置に関係なく使用できま 
す。 

■パワースライドドアは、パワース 
ライドドアオフスイッチが " ON " 
の状態で、下記の作動可能を件をすべ 
て満たしているときに使用できます。 
•パワースライドドアが解錠されてい 
るとき(閉めるときを除く） 

• ま速が約 3 knVh 未満のとき 
•エンジンスイッチが " ON " の位置の 
ときは、ままが約 3 km / h 未満で、 

•七レクトレバーが 回 レンジの位置 
-駐まブレーキがかかつている 
•ブレーキペダルを踏んでいる 
のいずれかの条件を満たしているとき 

■パワースライドドアオフスイッチ 
が " ON " の状態で、作動可能を件を満 
たしていないときに手動により開巧を 
すると、約8秒間スライドドアにブ 
レーキをかけて、ドアの動く速度を抑 
制します。 

•下記のようなときは、パワースライ 
ドドアが作動しない場合がありま 
す。 

• バッテリーの電圧がな下しているとき 
-坂道などの傾斜化で駐車しているとき 


堅アドバイス _ 

自動開閉中の異常おか 

•パワースライドドアの自動開閉中 
に、人や異物などによる挟み込みを検 
知すると、ブザーが鳴り、その位置か 
ら自動的にドアは反が方向に動きま 
す。 

• 自動開閉中にま続して同方向に2回 JU 
上の挟み込みを検なすると、ブザーが 
鳴り、作動を停止します。 

自動開巧中に作動が停止した場合 

• 自動開閉中に作動が停止すると、ブザ 
一が鳴り、作動を停止し手動に切り替 
わります。 

•スライドドアが停止した場合、急な 
開閉を防ぐために作動を停止したが態 
から、約8秒間スライドドアにブレ 
-キをかけ、スピードを抑制します。 

•停止した状態から、再度、自動開閉が 
できる状態にするには、一度、手動で 
スライドドアを全閉、または全開し 
てください。自動開閉ができる巧態に 
なります。 
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車を運拓する巧に巨丑 

まかさ SB の開閉 ™ 


〇パワースライドドア 
オフスイッチ 

スイ'ソチを巧すごとに、 " ON " ヒ 
" OFF " 巧'切り替わります。 " OFF " のと 
きは、スライドドアを自動で開閉するこ 
ヒ巧できまだん。 



挺アドバイス _ 

• スイッチが " OFF " のときは、自動開 
巧はできませんが、ま外、ま内のドア 
ハンドルで手動による開閉はできま 
す。 



(車内側） ) （ま列測) 


• スイッチが " OFF " のときでもイージ 
—クローザーは 作動します。 


〇スライドドアハンドルでの 
自動開閉 

▼車外のドア A ンドル I こよる操作 
•スライドドア好'全開が態のとき、ド 
アハンドルを引<と、ブヴー巧鳴り 
自動で全開します。 

•スライドドアび全開が態のとき、ド 
アハンドルを引<と、ブヴー巧断続 
的に鳴り自動で全閑します。 



•全開、または全閑作動中に再度ドア 
ハンドルを引<と、逆方向の作動に切 
り替わります。ただし、全開、または 
全開の状態な己作動したあとの約1秒 
間は、再度ドア"ンドルを弓 I いても 
を方向の作動に切り替わりまだん。 

髮アドバイス _ 

•閉めるときは、スライドドアを閉め 
るち向に動かすと、自動で全閉しま 
す。 
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巨石 車を運起ずる前に 

™ ま化さ巧の開巧 


▼車内のドア"ンドルによる操作 
•スライドドア巧全開が態のとき、ド 
ア八ンドルを車両後方に引<と、ブ 
ザーけ鳴り自動で全開します。 
•スライドドアけ'全開状態のとき、ド 
下 ハンドルを車両前方に押すと、ブ 
ザー巧断続的に鳴り自動で全閉します。 



•全開、または全聞作動中に再度ドア 
A ンドルを作動とを方向 I こ操作すると、 
逆方向の作動に切り营わります。ただ' 
し、全開、または全聞のが態な己作動 
したあとの約1秒間は、再度ドア八 
ンドルを作動と逆ち向に操作してち、 

逆方向の作動に切り营わりまだん。 

fe アドバイス _ 

•チャイルドプルーフが施錠状態にな 
つているときは、ま内のドアハンド 
ルで、スライドドアを自動で開くこ 
とができません。 


〇パワースライドドア開閉 
スイッチでの自動開閉 
運転席インストルソントパネルち側①ス 
イッチで、左側のスライドドアの自動開 
閉を巧ラことができます。 

•スライドドアな'全聞状態のとき、ス 
イッチを約1秒だ>上押し続けると、ス 
イッチを巧している間ブヴーな'鳴り、 
自動で全開します。 

•スライドドア好'全開が態のとき、ス 
イッチを約1秒が上押し続けると、ス 
イッチを巧している間ブヴーけ鳴り、 
自動で全開します。 

また、閑作動中はブヴー巧断続のに鳴 
U ます。 



•全開、まちはを閉作動中じ再度スイツ 
チを押すと、を方向の作動に切り替わ 
ります。ただし、全開、または全開の 
状態な己作動したあとの約1秒間は、 
スイッチを押しても、逆方向の作動 I こ 
切り曽わりません。 
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車を運拓する巧に巨丑 

まかさ SB の開閉 ™ 


〇リモコンでの 自動開閉 
▼施な、肖?結の操作 

リ t コンで、ドアの施錠、解錠を巧ラこ 
とができます。 

(電波すリ亡コンドア□ック 
一77ぺージ) 

▼ 白動開閉の操作 

リ亡コンで、左側のスライドドアの自動 
開開を巧ラこと巧できます。 

アドバイス _ 

• キーが エンジンスイッチの キー 挿入 
□に差し込まれている場合は、リモコ 
ンによる自動開閉はできません。 

• リモコンの電ミ也寿命は、1日10回開 
閉時で約2年です。 


•スライドドア好'全閉が態のとき、パ 
ワースライドドア開聞ボタンを約1 
砂し乂上押し続けると、ボタンを押して 
いる間ブヴー巧鳴り、自動で全開しま 
す。 

•スライドドアび全開が態のとき、パ 
フースライドドア開閉ボタンを約1 
秒じ(上押し続けると、ボタンを押して 
いる間ブヴー巧'鳴り、自動で全開しま 
す。 

また、閉作動中はブヴー巧断続のに鳴 
ります。 



• 全開、まちは全閉作動中じ再度パワー 
スライドドア開閉ボタンを押すと、 
を方向の作動じ切り曽わります。ただ 
し、全開、または全開のが態な5作動 
したあとの約1秒間は、パワースラ 
イドドア開閉ボタンを押してち逆方 
向の作動に切り营わりまだん。 
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巨石 車を運起ずる前に 

™ ま化さ巧の開巧 


挟み込み防止機構 
(パワースライドドア） 

•パフー:: i ライドドアの側面部には、 
t ンヴーがついてます。 

•パフースライドドアを自動で閉めて 
いるときに、挟み込みなどにより t ン 
ヴーヴ圧縮ちれるヒ挟み込み防止装置 
が作動します。 

• 挟み込み防止機構ヴ作動すると、その 
位置な5ドアは反対方向に動き、全開 
位置で停止します。 



初巧設定 

(パワースライドドア） 

パフースライドドアヴを開時で、ヒュ 
-ブ切れやバッテリーあガリヴ超きたと 
きは、パワースライドドアの初期設定 
をして<ださい。バフースライドドア 
が初期設定ちれていないと、下記の機能 
が作動しまだん。 

• パフースライドドアの自動開閉 
• 挟み込み防止機構 

〇初期設定のしかた 

車外のドア A ンドルを操作して、手動で 
全開にすると巧期設定ちれます。 


ZM 主意 _ 

•挟まれる物のお状によって、挟み込み 
防止機構が作動しない場合がありま 
す。 
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車を運拓する巧に巨丑 

まかさ SB の開閉 ™ 


チャイルドプルーフ 


お子ちまのま全のため、チゎイルドプル 
-フを左ちスライドドア前部に設けてし、 
ます。 

▼ 操作ちま 

しバーを"胞綻"側 I こしてお<ヒ車内の 
ドアハンドルを引いてちドアを開なな< 
すること巧できます。ドアを開けるとき 
は、車外のドアハンドルで操作します。 



A ま意 _ 

•お子さまをリヤシートに乗せるとき 
は必ずチャイルドプルーフを使用し 
てください。 



運転席ドアのドア□ツクタブを操作す 
ると、連動して助手席ドア•左ちスライ 
ドドア•リわヴートヴ施結、解綻ちれ 
ます。 
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巨石 車を運起ずる前に 

™ ま化さ巧の開巧 


キー 抜きをれ警告 ブザー 


エンジンスイツチにキーが差し込まれて 
いるとき " LOCK " または " ACC " ①位置 
でいザれなのドアを開けるとブザー（断 
続音）巧鳴り、キーの巧き忘れを警告し 
ます。 


リヤゲ- 


▼ 操作を巧ラ前 I こ 

A 警告 _ 

走巧するときは 

•走行中はリヤゲートを閉じてくださ 
し、。 開けたまま走巧すると、ドアがま 
外のものに当たったり、荷物が道路に 
落下したりするなど、思わぬ事故につ 
ながるおそれがあり危険です。 

また排気ガスが車内に侵入し、一酸化 
炭素中毒になるおそれがあり危険で 
す。 

•走行前はリヤゲートを軽くゆすり、 
ドアが確実に閉まっていることを確認 
してください。走行中に突がドアが開 
き、思わめ事故につながるおそれがあ 
り危険です。 

• 荷室には絶巧に人を乗せないでくださ 
し、。 急ブレーキをかけたときや衝突し 
たときなどに、思わぬ事故につながる 
おそれがあり危険です。 
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まを運捉ずる巧に巨丑 

まかさ SB の開閉 ™ 


A 警告 _ 

お子さまを乗せているときは 
• お子さまにはリヤゲートの開閉をさ 
せないでください。不意にドアが動い 
たり、閉めるときに頭をぶつけたり、 
首や手を挟んだりするおそれがありま 
す。 



• 荷室でお子さまを遊ばせないでくださ 
い。誤って閉じ込められた場合、熱射 
病などになるおそれがあります。 


A 警告 _ 

リヤゲートを開閉するときは 

•リヤゲートの開閉や荷物の出し入れ 
をするときは、下記のことをお守りく 
ださい。ドアで頭をぶつけたり、首や 
手を挟むなど、思わぬけがをするおそ 
れがあり危険です。 

•リヤゲート周辺の安全を十分確認し 
てください。 

•周りに人がいるときは、動かすことを 
知らせる「声かけ」をしてください。 

• リヤゲートのふちやその周辺に手を 
かけずに開閉してください。 

. リヤゲートは必ず全開で静止 させて 
ください。開け方が不十分だと、ドア 
が不意に閉まるおそれがあります。 

. リヤゲ—卜を閉めるときは自分や周 
りの人の指などを挟まないよう、十分 
にミ主意してください。 

• 強風時の開閉にはま意してください。 
風にあおられて、ドアが勢•いよく開い 
たり閉じたりするおそれがあります。 
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臣 4 車を運おずる前に 

™ ま化さ巧の開南 


A 警告 _ 

• 傾斜地での開閉には注意してくださ 
い。平坦な場所よりもリヤゲートが 
開閉しにくかったり、急にドアが閉じ 
たり開いたりするおそれがあります。 
ドアを開けたときは必ずを開で静止し 
ていることを確認してください。 



りついた雪や氷などの重量物を取り除 
いてください。開いたあとに重みでド 
アが閉まるおそれがあります。 

• エンジンをかけたまま荷物の出し入れ 
をするときは、排気管の後方に立たな 
いでください。排気熱でやけどをする 
おそれがあります。 

•リヤゲートを支えているダンパース 
テーを持ってドアを閉めたり、ぶら下 
がったりしないでください。手を挟ん 
だり、ステーが破損したりするおそれ 
があります。 

• リヤゲートにスバル指定用品！; I 外の 
アクセサリーを取り付けないでくださ 
い。ドアの重量が極端に重くなると、 
開けた時にステーが支えきれなくな 
り、不意にドアが閉まるおそれがあり 
ます。 


A ま意 _ 

ダン パー ステーについて 
•リヤゲートには、ドアを支えるため 
の ダン パーステーが 取りれけられて 
います。 ステーの 破損 や 作動不良を防 
ぐため、下記のことをお守りくださ 
い。 

•ステーに手をかけたり、横方向の力を 
加えたりしないでください。 

• ビニール片、ステツカー、粘着材など 
の異物をロッド部（メツキの棒部）に 
か着させないでください。 


□ッド部 



-繊維などの付着を防ぐため、ロッド部 
を軍手などで触らないでください。 


98 


DIAS WAGON S 321 N -0001534 S 331 N -0001307 - 




















まを運捉ずる巧に巨丑 

まかさ SB の開閉 ™ 


A 注意 _ 

ストライカーパーについて 
• リヤゲートを閉めるときはストライ 
カーバーに異物がかみ込まないよう 
にしてください。 

バーが破損し、リヤゲートが閉まら 
なくなるおそれがあります。 



車かからの施錠、解錠 


▼ 施錠方法 

キーを差し込み、ちじ回すと施錠します。 



▼ 隅錠方法 

キーを差し込み、左に回すと解錠します。 


DIAS 画 S32i™ 日 34~,S33 誦顚卜 99 ^ 


















巨石 車を運起ずる前に 

™ ま化さ巧の開巧 


ま内からの施錠、解錠 

〇リヤゲート連動集中ドアロック 
運転席ドアのドア□ックソブを操作す 
ると、連動してリわヴートヴ施錠、解錠 
ちれます。このとき助手席ドア、スライ 
ドドアち同時に施錠、お結されます。 

▼ 施なちま 

運転席ドアのドア□ック_7ブを押しぶ 
むヒ胞錠できます。 


▼ 月?なちま 

運転席ドアのドア□ックタブを弓 I き上 
げると解錠できます。 



リヤゲートの開閉 

▼開けるとき 

解錠したあとでドアハンドルを引いて、 

I 」わヴートをゆつ<りといっぱいまで持 
ち上げます。 
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まを運捉ずる巧に巨丑 

まかさ SB の開閉 ™ 


▼閉めるとき 

I リわヴート：トラップパ'ンドを持 
つてリわヴートを途中までゆっくり 
と下げます。 



A 注意 _ 

• リヤゲートストラップバンドを使 
つてリヤゲートを最後まで閉じよう 
としないでください。手や腕を挟み、 

_けがをするおそれがあります。_ 

2 . バンドむ5手を離して、リいヴート 
を上方'5手で押さえつけるよラに開 
めます。 

半ドアでないことを確認します。 


ボンネッ 


▼ 操作を巧ラ前じ 

A 警告 _ 

• ボンネット内は大変高温になっている 
ことがあるため、下記のことをお守り 
ください。 

-やけどをするおそれがありますので、 
点検するときは、十分に;令めてから巧 
ってください。 

•点検したあとは、ボンネット内に工具 
や巧を置き忘れていないことを確認し 
てください。点検や清掃に使用したエ 
具や巧などをボンネット内に置き忘れ 
ていると、故障の原因となったり、車 
両火災につながるおそれがあり危険で 
す。 


A 注意 _ 

•ボンネットを閉めたあとは、ボンネッ 
卜が確実にロックしたことを確認して 
ください。ボンネットが確実に閉まっ 
ていないと、走行中に開くおそれがあ 
り大変危険です。 

• ボンネットを開けているとき風にあお 
られるとステーが外れボンネットが不 
意に閉まるおそれがあります。特に風 
の強い日はごミ主意ください。 

• お子さまにボンネットの開閉はさせな 
いでください。ボンネットは大変重 
く、開閉中うっかり手を離すと思わぬ 
けがにつながるおそれがあります。 
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巨石 車を運起ずる前に 

™ ま化さ巧の開巧 


開けかた 

▼ 操作ず順 

I インストルベントパネルち下のオー 
プナーを手前に引<と、ボンネット 
前部好'みし淳き上好ります。 



2ボンネット前部中央じあるキわ’ソチ 
フックのしバーを矢 E 口の方向に引き 
上げ、ちラー方のずでボンネットを 
持ち上げます。 



3 . ボンネットを； I テーで確実区支えま 
す。 



A ま意 _ 

• エンジン回転中や停止直後は、ステー 
が熱く なっていることがあ ります。 や 
けどや思わめ事故につながるおそれが 
ありますので、ステーを持つ前に必ず 
確認してください。 

• ステーを確実に固定巧に差し込んでく 
ださい。ステーがかれると大変を険で 
す。 


fe アドバイス _ 

• ワイパーを起こしたままでボンネット 
を開けると、ワイパーがボンネットに 
当たり傷付くことがあります。 


A 注意 _ 

•エンジン回転中や停止直後は、レバー 
が熱くなっていることがあります。や 
けどや思わぬ事故につながるおそれが 
ありますので、レバーを持つ前に必ず 

確認してください。 _ 

102 

DIAS WAGON S321N-0001534 〜， S331N-0001307 〜 



























































車を運拓する巧に巨丑 

まかさ SB の開閉 ™ 


閉めかた 


▼ 操作ず順 

I ボンネットを片手で支えて、ステー 
を元の位置へ戻します。 



2ボンネットを静巧に下げ、手で押ち 
えるよラじして閉めます。 

けドバイス _ 

•ボンネットを閉めるとき、手で強く押 
さえすぎないでください。 


こンジンルームの開閉 


A 警告 _ 

•エンジンルームは大変高温になって 
いることがあるため、下記のことをお 
守りください。 

• やけどをするおそれがありますので、 
点検するときは、十分に冷めてから巧 
ってください。 

•点検したあとは、エンジンルーム内 
に工具や巧を置きちれていないことを 
確認してください。点検や清掃に使用 
した工具やをなどをエンジンルーム 
内に置き忘れていると、故障の原因と 
なったり、車両火災につながるおそれ 
があり危険です。 


A 注意 _ 

•エンジンルームを閉めたあとは、前 
側のキヤッチが確実にロックしたこと 
を確かめてください。ロックが確実に 
されていないと、急ブレーキ時などに 
シートが動き、思わぬ事故につながる 
おそれがあります。 

• お子さまにエンジンルームの開閉を 
させないでください。開閉中うっかり 
手を離すと大きなけがにつながるおそ 
れがあります。 


DIAS 画 S32i™ 日 34~,S33 誦顚卜 ^3 ^ 






















巨石 車を運起ずる前に 

™ ま化さ巧の開巧 


開けかた 

▼ 操作方ま 

/. フ□ントシートのスライドしバー 
を引き、一番後ろまでスライドちだ 
ます。 



2リクライニングしバーを矢印の方向 
に動なし、背当てを前に倒します。 



3 . シート前部のキ わ、 ソチじあるしバー 
を動巧し （® の位置な己⑥の位置）、 
□ックを解除します。 



す。 
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車を運拓する巧に巨丑 

まかさ SB の開閉 ™ 


5 . シートを運転席、巧手席の順 I こ持ち 
上げ、リわシート側に倒します。 



A 注意 _ 

• 運転席側を先に持ち上げてください。 
助手席測を先に持ち上げると、アーム 
レストに当たって、同時に運転席側も 
動き、思わめ事故につながるおそれが 
あります。 

• シートを持ち上げた状態でドアを巧め 
ないでください。ドアの内側にあたる 
おそれがあります。 


閉めかた 

A 注意 _ 

• シートを動かすときは、手などを挟ま 
ないように注意してください。 


▼ 操作方法 

/. フ□ントシートを車両前側に起こし 
ます。 

A 注意 _ 

•助手席側を先に起こしてください。運 
転席側を先に起こすと、アームレス 
卜に当たって、同時に助手席側も動 
き、思わぬ事故につながるおそれがあ 
ります。 


2シート前部のキわ、ソチを□ツクしま 
す。 



DIAS WAGON S321 N-0001534-. S331 N-0001307- 
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巨ん 車を運起ずる前に 

™ ま化さ巧の開巧 


fe アドバイス 



5背当てを弓 I き起こします。 

4 . スライドしバーを操作し、シート位 
置を調整します。 



▼ 操作を巧ラ前に 

A 警告 


•燃料は引火しやすいため、下記のこと 
を守らないと火災につながり、やけど 
など重大な傷害を受けるおそれがあり 
危険です。 

• エンジンは必ず止めてください。 

•車のドア、窓は閉めてください。 

•タバコを吸うなど、火気を近付けない 
でください。 

•フユーエルキャップを開ける前に、 
必ずま体または給油機などの金属部分 
に触れて、身体の静電気除ちを巧って 
ください。身体に静電気を帯びている 
と、放電による火花が引火するなどし 
て、やけどのおそれがあります。 

• フユーエル キャップを開けるなどの 
給油操作は、必ず静電気除ちを行った 
方お一人で行ってください。 

• 給油中に再び車内のシートに触れた 
り、座ったり、また人や物に触れると 
再帯電する場合があります。このよう 
なときは再び給油機などの金属部分に 
触れて静電気除ちを巧ってください。 

•フユーエルキャップを開ける際は、 
必ずキャップのツマミ部分を持ち、ゆ 
っくりと開けてください。気温が高い 
ときなどは燃料タンク巧の圧力が高く 
なり、給油口から燃料がかき返すおそ 
れがあります。 
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車を運拓する巧に巨丑 

まかさ SB の開閉 ™ 


A 警告 _ 

• フューエル キャップを少しゆるめた 
時に「シュー」という音がする場合 
は、それな上開けずに、その音が止ま 
るのを確認してからゆっくりと開けて 
ください。 

• 給油中に燃料がこぼれた場合はただち 
に給油を止め、こぼれた燃料を巧きれ 
などでふき取ってください。 

-こぼれた燃料がまの塗装面に付着した 
場合は水洗いをおすすめします。付着 
したままで放置すると、塗装面が劣化 
するおそれがあります。 

• 給油□にほかの人を巧付けないでくだ 
さい。 

•給ミ由するときは、給;由□にノズルを確 
実に挿入してください。また、才ート 
ストップ作動後の継ぎ足し給ミ由は行わ 
ないでください。給油口から燃料がか 
きこぼれるおそれがあります。 

•給油機によっては、早期に才ートス 
トップが作動して正常に給油できない 
場合があります。ガソリンスタンド 
の係員を呼んで指示に従ってくださ 
い。 

•給油終了後、 フューエル キャップを 
閉める場合「カチッ」という音が一度 
するまで右に回し、確実に巧まってい 
ることを確認してください。 

•スバル指定フューエルキャップ外 
は使用しないでください。燃料漏れな 
どを起こすおそれがありを険です。 

•その他ガソリンスタンド内に掲示さ 
れているを意事 I 頁を守ってください。 

• 燃料には、人体に有害な発ガン性物質 
を含んでいる物もありますので、燃料 
の気化ガスをのわないようにごま意く 
ださい。 


A ま意 _ 

• 指定燃料は無鉛レギュラーガソリン 
です。 

•給;由時に、指定されている燃料である 
ことを巧認してください。 

•指定 u かの燃料（粗悪なガソリン、ア 
ルコール 系燃料、軽油、灯油など）を 
使用すると、エンジンの始動性が悪く 
なったり、ノッキングや出力の低下な 
どが発生する場合があります。また、 
そのまま利用していると、エンジンや 
燃料系部品を損傷するおそれがありま 
す。 



フユーエル リツドの位置 

車体ち側前部じあります。 

fe アドバイス _ 

• メー ター内に フユーエル リツドのま 
両取り付け方向を示しています。 
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巨石 車を運起ずる前に 

™ ま化さ巧の開巧 


フューエル リツドの開閉 

▼開けるとき 

運転席ち下 I こあるフューエルリツドス 
ープナーしバーを 矢 E □の 方向に動な しま 
す。 



▼閉めるとき 

リツドを押して閉めます。 


フユーエル キャップの開閉 

▼開けるとき 

左に回して外します。 



▼給油するとき 

外した フユーエル キゎ’ソプを フユーエル 
リツドの裏側になけてあ<こと巧できま 
す。 



▼閉めるとき 

「カチツ」といラ音巧'一度するまで、ち 
に回して閉めます。 
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車を運拓する巧に巨丑 

まかさ SB の開閉 ™ 


パワ-ウイン 


スイッチ操作により運乾席、助ま席、後 

席のウインドウの開閉ができます。 

▼ 操作を巧ラ前に 

A 警告 _ 

•パワーウインドゥは大変強い力で開 
閑しますので、開閉するときは、ほか 
の人の手•腕■頭-首などを挟んだり 
巻き込んだりしないようま意してくだ 
さい。重大な傷害を受けるおそれがあ 
り危険です。 

•お子さまにパワーウインドゥの操作 
をさせないでください。開閉すると 
き、手■腕■頭-首などを挟んだり巻 
き込んだりして、重大な傷害を受ける 
おそれがあり危険です。お子さまを乗 
せているときは、□ックスイッチを 
" OFF " にしてください。 


髮アドバイス _ 

• 運転席スイッチとほかのスイッチを同 
時に逆方向へ動かさないでください。 
故障の原因となるおそれがあります。 

• ウインドウを完全に開閉したが態でス 
イッチを押し続けると故障の原因とな 
りますので、操作完了後はすぐに手を 
離してください。 

•パワーウインドウの開閉はなるべく 
エンジン回転中に巧ってください。エ 
ンジン停止時に行うと、バッテリーあ 
がりの原因になります。 

• ガラスが凍りついて固着したような状 
態でウインドウスイッチの"開"ま 
たは"閑"を連続操作しないでくださ 
し\。故障の原因となります。 

•エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると、運転席のウインドウスイッ 
チの マークが 点灯します。 

• スライドドアが開いているが態で 
は、スライドドアのウインドウガラ 
スを開閉することはできません。（パ 
ワースライドドア（左側）を除く） 


DIAS 画 S 32 i ™ 日 34~, S 33 誦顚卜 ^9 ^ 









巨石 車を運起ずる前に 

™ ま化さ巧の開巧 


運転席ドア側スイッチ 

エンジンスイツチが " ON " ①位置のと 
き、使用できます。 



〇運転席ウインドウスイッチ 
(AUTO) 

▼ 操作ちミち 

スイ’ソチを軽<押し下げている間ウイン 
ドウガラスは開き、軽<引き上げている 
間ウインドウガラスは歯まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 

「カチ’ソ」と音巧するまで押し下げる、 
または引き上げるとウインドウガラスは 
自動のに全開、全閉します。途中で止め 
るときは、軽<逆ち向につイッチを操作 
します。 

〇助手席ウインドウスイッチ 

▼ 操作ちミち 

スイ’ソチを押し下げている間ウインドウ 
ガラスは開き、引き上げている間ウイン 
ドウガラスは团まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 


〇リヤウインドゥスイッチ 
▼ 操作方法 

スイ’ソチを押し下げている間ウインドゥ 
ガラスは開き、弓 I き上げている間ウイン 
ドゥガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 


〇 ロックスイッチ 

▼ 操作方法 

スイッチを押すヒ " OFF " になり、運転 
席ウインドウガラ;乂外は開閉できな< 
なります。 

ちラー度押すヒ解除されます。 
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車を運拓する巧に巨丑 

まかさ SB の開閉 ™ 


か手席ドア側スイッチ 

エンジンスイツチが " ON " ①位置のと 
き、使用できます。 

▼ 操作ちま 

スイツチを押し下げている間ウインドウ 
ガラスは開き、引き上げている間ウイン 
ドウガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 


スライドドア側スイッチ 

エンジンスイツチが " ON " の位置のと 
き、使用できます。 

▼ 操作方ミち 

スイッチの上側を巧している間ウインド 
ゥガラスは閉まり、スイッチの下側を巧 
している間ウインドウガラスは開ぎます。 
手を離すとその位置で止まります。 


〇助手席 


閉 

開 


陸アドバイス 
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巨石 車を運起ずる前に 

™ ま化さ巧の開巧 


ウインドゥ反お機構（運お席） 

運転席ウイツドウガラスを閉めるときに、 

窓枠とウインドウガラスの間に異物の換 

み込みを感知すると、ウインドウガラス 

の上昇を停止し、自動のにウインドウガ 

ラスが下降します。 

挺アドバイス _ 

•ウインドゥ反転機構は下記のときに作 
動します。 

•運転席ウインドゥガラスの開閉をス 
イッチにより自動 （ AUTO ) で閉めて 
いるとさ。 

•特に小さな物を挟み込んだとき、ウイ 
ンドゥ反転機構が作動しないことがあ 
ります。 

•環境や走行条件により、異物を挟み込 
んだときと同じ衝撃がウインドゥガ 
ラスに加わると、ウインドウ反転機構 
が作動することがあります。 


初期設定 

バッテリー交換やヒューブ交換などで、 
バッテリーとの接続ヴ断たれたときは、 
パフーウインドウの初期設定をして<だ 
ちい。 

パフーウインドウの初期設定ヴちれてし、 
ないと、下記の機能は作動しません。 

•運鼠席ウインドウガラスの自動開閣 
• ウインドウ反転機構（運転席） 

▼ 操作手順 

/. エンジンスイ、ソチを " ON " ①位置 
じします。 

2運転席ウインドウスイッチを弓 I き上 
げ続け、ウインドウガラスを全閉し 
ます。 

3 . 全開をそのままのが態で約2秒間ス 
イツチを引き上げ続けます。 
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車を運拓する巧に臣 g 

まかさがの調壁^ 


ま巧を SB の調璧 



▼ 操作を巧ラ前に 

A ま意 


• 調整は必ず走行前に巧ってください。 
▼ 調整のしなた 

手でルーム5ラーの角度を調整します。 



電動な納式ドアミラー 


ミラーの格納、角度調整をスイッチまち 
は y ブ①操作で巧ラことヴできます。 
エンジンスイッチが " ACC " または 
" ON " の位置のときじ使用できます。 

▼ 操作を巧ラ前 1 こ 

A 注意 _ 

• ミラーの操作を行う際は、ドアとミラ 
一の間に手を挟まないようにま意して 
ください。 

• ミラーを倒したまま走行しないでくだ 
さい。ミラーによる後方確認ができず 
事故につながるおそれがあります。 


▼格納のし灯た 

ミラー格納スイ、ソチを押すと\ミラーを 
格納することげできます。ちう一度押す 
と元に戻ります。走行するときは、必す' 
元に戻して < ださい。 
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車を運起ずる前に 

ま巧さ SB の調壁 


哥 


▼調整のしなた 

/. タブを調整する側にまわします。 



2 . タブを動なして、5 ラーの 角度を調 
整します。 



A ま意 _ 

• 調整は必ず走行前に行ってください。 


挺アドバイス _ 

•調整するときな外は、調整ノブを中立 
(中央）の位置に合わせておいてくだ 
さい。 

•調整ノブを中立（中央）の位置にする 
と操作することができません。 
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DIAS WAGON S321 N-0001534-. S331 N-0001 GOT¬ 


HS 


MEMO 
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まを運転ずるにあたつて 

まを運面するラえでのさ SB のはたらき、装置の巧 
いかた、運西の方巧について説明しています。 


■ ^ーターのはた5き 

ソ—夕- 118 

■ 表示む、警告なのはた5き 

表示む-122 

警告む-124 

■ スイッチの使いなた 

スイッチの名称-130 

ライテイングスイ'ソチ-131 

光輔調整ブイわル-133 

方向指示しバ-巧4 

お常点滅なスイッチ-134 

ワイパー.ウオ'ソシわースイ'ソチ—135 
リわウインドゥ 

デフォッガースイッチ-137 

フォブランプスイ'ソチ-137 

ホー ンスイ'ソナ-レ8 


■ 運乾装置の使いなた 

エンジンスイ‘ソチ- 

駐車ブしーキ- 

9-ボ車- 

AWD 車 - 

■ エンジンのなけなた 

才—卜7チック車- 

■ オートマチック車の運転 

才ート7チックトラジスミッションー 

t しクトしバー①操作- 

運ま云のしなた- 


3 4 4 4 


3 
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a 車を運起ずるにみたつて 

夕一夕一のはたらま 


ターターのは たらき 


メーター 


ルミネセント メーターを 除く 
ブしードの違い、オプションち含まむています。 

タコメーター スピードメーター 七レクト 



〇メーター 照明 

車幅むじ連動して点む-消むをします。 


118 


DIAS WAGON S 321 N -0001534 〜， S 331 N -0001307 〜 



























まを運拓するにあたつてにミ! 

夕一夕一のはたらき W 


ルミネセント メーター 

ブしードの違い、オプションち含まれています。 



〇メーター照明 

• エンジンスイッチヴ " ON " の位置のときは、車幅好の点む•消打に関わ 5 す点打し 
ます。 

• ソーター照明が点なしているときに、車幅むを点むちだると、ベーター照おヴ減光し 
ます。 


fe アドバイス _ 

•ライトの点灯-ミ肖なの確認は、ライティングスイッチ表示灯で行ってください。 

(ライティングスイッチ表示灯一122ぺージ) 
• メーター照巧の照度は調整することができます。また、車幅灯を点灯させたときに、 
減光しないようにすることもできます。 

(照度調整一121ぺージ) 
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a 車を運起ずるにあたつて 

夕一夕一のはたらま 


スピードメーター 

走巧速度を km / h で示します。 


タコメーター 

1分閨当たりのエンジン回転数を示しま 
す。 

A ま意 _ 

•指針がホ色表示域（エンジンが許容回 
転数を超える範囲）に入らないよう運 
$5してください。ホ色表示域に入る 
と、エンジンが損傷するおそれがあり 
ます。 


燃料計 

エンジンスイツチが " ON " の位置のと 
き、燃料残量を表示します。 

燃料残量が約 7.5 化乂下になると、燃料残 
量警告打が点むします。 

(燃料巧量警告|打^128ページ) 

A ま意 _ 

指針が" E " にお付いたり，燃料残量誓吿けが 

点けした場合 

• ただちに燃料を補給してください。 

燃料切れを起こすと、突が走行不能と 
なりを険です。 
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まを運拓するにあたつてにミ! 

夕一夕一のはたらき W 


オドメーター/ 

トリップクーター 

エンジン スイッチだ " ON " の位置のと 
き、表术ちれます。 

〇オドメーター(積算距離計） 
走行した総距離を表示します。 

〇トリップメーター(区間距離計） 

リ t ットした地点な5の走行距離を表示 
します。 

トリップターは、同時に2つの区間 
の走行距離を表示することヴできます。 

〇オド/トリップ表示切り替え■リ 
セットスイッチ 
▼表示を切り替えるには 
つイッチを押すごとに、表示巧切り营わ 
ります。 

積算距離計 LODO h 

み 

卜 U ッブメータ ー A ITRIPaI 

卜 U ップメータ ー B I TRIP B I - 

▼ 

照度調整* 

* 自発光まメーターで、車幅灯が点灯してい 
るときに表示されます。 


照度調整 

ルミネ七ント 木ーター 
照度調整表示中、オド/トリツプ表ホ切 
り替え•リ t ツトスイツチを約1秒 liLh 
押し続けている間、 ソーター 照明の巧る 
ちヴ下表のよラに変わります。 


明るさ 

表示 

照度レベル 

明るい 

—— ニニ 

レベル1 

f 

-- 

レベル2 

\ 


レベル3 

暗い 


レベル4 


堅アドバイス _ 

•エンジンスイッチが " ON " の位置 
で、ま幅灯が点灯しているときのみ、 
照度調整を表示させることができま 
す。 

• "レベル 1" に設定すると、ま幅灯を 
点なさせたときに、メーター照巧が減 
光しません。 


▼トリップベーター表示をリ t ットするには 

I 」 tz ' ソトするトリップ ソーター （ A また 
は B ) を表示ちせ、スイッチを押し続け 
ると、表示巧 "0.0" じなります。 
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にミ！車を運起ずるにあたつて _ 

W ま巧な、警まなのはたらき 


表示巧、警告なのはたらき 


表示な 


車両のさまざまな状態をベーター巧に表 
のします。 

A 注意 _ 

•表示灯によっては、点灯（または点 
減）したまま走巧すると、思わぬ事故 
を引き起こしたり、車両が損傷するお 
それがあります。 

この場合、それぞれの表示灯の項目に 
したがい、処置を巧ってください。 
•点灯操作を巧っても、表示巧が点巧し 
ないときは、スバル販売店で点検を受 
けてください。 


方向指示お表示灯 

〇方向指示お表示灯 

エンジンスイツチが " ON " ①位置で、 

ち向}旨示なを点滅ちせると、同時 I こ点滅 

します。 


八イビーム/パッシング表示な 

ID 

エンジンスイッチの位置に関係な<、へ 
ッドランプを上向きの状態にすると点む 
します。 


フォグランプ表示灯 

オプション/グレード別装備 

抓 

エンジンスイツチの位置に関係、な<、 
フスブランプを点なさせると点むします。 

(フォグランプスイツチ 
一137ページ） 


ライティングスイッチ表示な 

ルミネ七ント メーター 


〇非常点滅表示灯 

エンジンスイッチの位置に関係な <、非 
常点減打を点減ちだると、同時に点滅し 
ます。 

挂アドバイス _ 

点滅時間が異常にまくなった場合 
• 方向指示灯（非常点滅灯）の電球切れ 
が考えられます。すべての方向指示灯 
が点滅するか確認してください。 


夕ち 

エンジンスイツチの位置に関係な<、車 
幅’打ヴ点むしているときに点’打します。 
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車を運拓するにあたつて _ にミ! 

ま巧な、警ま巧のはたらき W 


水温るルな 



• エンジンスイツチが " ON " の位置で、 
エンジン冷®水温が低し N ときに点打し 
ます。 

• エンジンスイツチ巧 " ON " ①位置で、 
暖機を十分続けていてち、水温 t ンサ 
一等に異常ヴあると点打したままじな 
U ます。 

ZM 主意 _ 

• ェンジン冷ち P 水温がほい間は、急激な 
空ぶかし、急加速、高ま走行はしない 
でください。 

巧巧を十分続けていても点けしたままの場合 

• ただちにスバル販売店で点検を受けて 
ください。 


アドバイス _ 

• エンジン冷ち P 水温が異常に高くなった 
ときは、水温警告灯が点滅■点灯しま 
す。 

(水温警告灯一126ぺージ) 


七レクトインジケーター 

P 

R 

N 

D 

2 

1 _ 

エンジンスイッチ巧 " ON " の位置のと 
き作動します。使用中の t しクトしバー 
の位置が点打します。 


0 /D OFF 表示灯 

0/D 

OFF 

エンジンスイツチが " ON " の位置で、 
オーバードライブを " OFF " のが態じす 
ると点打します。 

(才ーバードライブスイッチ 
一150ぺージ) 


セキュリティ表示灯 

(盗難藝報装置^ 80ページ) 
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にミ！車を運起ずるにみたつて _ 

W ま巧な、警まなのはたらき 


警告な 


ちまざまなシステムの異常や、安全運転 
に関わる項目をソーター内に警告します。 

A ま意 _ 

• 警告灯が点灯（または点滅）したまま 
走行すると、思わぬ事故を引き起こし 
たり、車両が損傷するおそれがありま 
す。 

この場合、それぞれの警告灯の項目に 
したがい、処置を行ってください。 

• エンジンスイッチを " ON " の位置に 
しても警告灯が点灯（または点滅）し 
ないときは、スバル販売店で点検を受 
けてください。 


_エンジン警告な_ 

〇 

• エンジンスイツチを " ON " の位置に 
すると点むし、エンジンを始動すると 
消打します。 

• エンジンゴ回転中で、エンジン電子制 
御システムに異常があると点む、また 
は点滅します。 

A ま意 _ 

点灯-点滅した場合 

• ただちにスバル販売店で点檢を受けて 
ください。 
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車を運拓するにあたつて _ にミ! 

ま巧な、警ま巧のはたらき W 


オイルプレッシャー警告灯 



• エンジンスイツチを " ON " の位置じ 
すると点むし、エンジンを始動すると 
消なします。 

• エンジンヴ回起中で、エンジン内部を 
潤滑しているエンジンオイルの圧力 
じ異常なあると点打します。 

ZM 主意 _ 

品灯した峡 g 

•そのまま走行すると、エンジンが故障 
するおそれがあります。 

ただちにスバル販売店にご連絡くださ 
い。 


チャ~ジ警告な 

ご] 

• エンジンスイツチを " ON " の位置に 
すると点むし、エンジンを始動すると 
消打します。 

• エンジンゴ回転中で、充電系統に異常 
(ベルトののび、損傷など）があると 
点打します。 

A ま意 _ 

点けした場合 

• ただちにスバル販売店で点検を受けて 
ください。 


挺アドバイス _ 

•オイルプレッシャー警告灯は、オイ 
ル量を示すものではありません。オイ 
ル量の点検は、オイルレベルゲージ 
で行ってください。（オイル量の点検方 
法は、別冊の「メンテナンスノー 
卜」 参照） 
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にミ！車を運起ずるにあたつて 

W ま巧な、警まなのはたらき 


_ ブレーキ警告灯 _ 

~w~ 

• エンジンスイッチを " ON " の位置じ 
すると点むし、エンジンを始動して、 
駐車ブしーキを完全に解除すると消な 
します。 

• エンジンスイッチが " ON " の位置で、 
下記の場合に点なします。 

▼ 点打涅由 

• 駐車ブしーキ灯'完全に解除されていな 
いとき 

• ブしーキ液のミ夜量巧不足しているとき 
• EBD 制御に異常巧あるとき 

▼駐車プしーキガお除ちれている厦合 
エンジンスイッチを " ON " の位置じす 
ると点むし、数秒をじ消むします。 


A ま意 _ 

• 制動時、常に異音（キーキー音など） 
が発生するときは、ブレーキパッド 
の 摩耗が考えられます。 

ただちにスバル販売店で点検を受けて 
ください。 

エンジン回転中、はまブレーキを紹除して 

も、点口したまま;"肖口しない場合 
• ブレーキ液量の不足がちえられます。 
この場合、ブレーキの効きが悪くなっ 
ているおそれがあります。 

効きが悪いときは、 ブレーキ ペダル 
を強く踏み、ただちにを全な場所に停 
まして、スバル販売店にごま絡くださ 
い。 

ABS 警告灯と同時に点けした場合 
• 強めのブレーキの際にま両が不を定に 
なるおそれがあります。 

ただちに安全な場所に停まして、スバ 
ル販売店にごま絡ください。 


〇警告ブザー 

駐車ブしーキヴ完全に解除ちれていない 
が態（警告打ヴ点打しているが態）で、 
約54のルし^(上で走巧すると、ブザー巧鳴 
U ます。 

駐車ブし ーキを 解除すると、ブザーヴ鳴 
りやみます。 
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車を運拓するにあたつて _ に; 

ま巧な、警ま巧のはたらき W 


水温警告な 



• エンジンスイッチを " ON " の位置じ 
すると点打し、数秒をに消打します。 

• エンジンスイッチヴ " ON " の位置で、 
エンジンお®水温が異常に高<なると 
点滅し、そのを、ち己に水温が高<な 
ると点打に変わります。 

A 注意 _ 

点お-点けした場合 

• エンジン;令去 P 水温の異常な上昇による 
才ーバーヒートが考えられます。 
ただちにまをな場所に停まして、処置 
を行ってください。 

(才ーバーヒートの処置 
一198ぺージ） 


シートベルト警告灯 

I 運転席 I 

み 

• エンジンスイッチヴ " ON " ①位置で、 
運転席側シートベルトを装着してし、 
ないと点滅します。 

•シートベルトを着用すると'消なしま 
す。 

〇警告ブザー 

シートベルトを着用していないが態（警 

告打が点滅が態）で、約 20 km / hl ； A 上で 

走行すると、ブザーヴ約2分間鳴ります。 

皆アドバイス _ 

• 1度警告ブザーが鳴ると、たとえ約 
20 km / h な下で走行しても、約2分間 
鳴り続けますので、走行するときはお 
ずシートベルトを着用してくださ 
い。 

• プザーが鳴り始めてから、約30抄後 
に断続音のをさが変わります。 
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にミ！車を運起ずるにあたつて _ 

W ま巧な、警まなのはたらき 


燃料残量警告灯 ABS 警告灯 

の （風 


エンジンスイツチが " ON " の位置のと 
き、燃料残量ヴ約7.5化^1下になると、燃 
料残量警告なが点打します。 

(燃料計一120ページ) 

A ま意 _ 

点灯した場合 

• ただちに燃料を補給してください。 

燃料切れを起こすと、突が走行不能と 
なり危険です。 


挺アドバイス _ 

•坂道や力ーブなどでは、タンク内の燃 
料が移動するため、警告灯が早めに点 
灯することがあります。 


• エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると点むし、数秒をじ消むします。 

• エンジンスイッチヴ " ON " ①位置で、 
ABS じ異常なあると点むします。 

A ま意 _ 

ブレーキ警吿口と同時に点けした場合 
• ABS に異常があるだけでなく、強めの 
ブレーキの際に車両が不を定になるお 
それがあります。 

ただちに安全な場所に停まして、スバ 
ル販売店にごま絡ください。 


fe アドバイス _ 

■エンジン始動後に警告灯が数秒間点灯 
しても、その後、消'なすれば異常では 
ありません。ただし、同じ現象が再度 
発生した場合は、スバル販売店で点検 
を受けてください。 

点けした場合 

• 通常のブレーキとしての性能は«保さ 
れていますが （ ABS としての作動はし 
ません）、スバル販売店で点検を受け 
てください。 
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車を運拓するにあたつて _ にミ! 

ま巧な、警ま巧のはたらき W 


SRS エアバッグ警告な 

• エンジンスイッチを " ON " の位置じ 
すると点打し、数秒をに;'肖打します。 

• エンジンスイッチヴ " ON " の位置で、 
下記のシステムじ異常があると点1打し 
ます。 

▼ 異常ヴあると点なする システム 

• SRS エアバッグ 

(SRS エアバッグー65ぺージ） 

• プI」テンショナー機構 
(プリテンショナー機構一52ぺージ） 

ZM 主意 _ 

点なした場合 

• 車両にできるだけショックをあたえず 
に走行し、ただちにスバル販売店で点 
検を受けてください。 


才ートレべライザー警告灯 

HD ランプ装着ま 

• エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると点なし、数秒をじ消なします。 

• エンジンスイッチガ " ON " ①位置で、 
□-ビーム①才ートしべリンブ機能 
じ異常ヴあると点打します。 

(□-ビーム•才ートしべリング機能 
一132ぺージ） 

A ま意 _ 

走巧中に点けした場合 

•ただちに安全な場所に停まし、いった 
んエンジンを止めてください。 

再度エンジンスイッチを " ON " の位 
置にしたとき、警告灯が数抄間点灯し 
たあとに消'なすれば、そのまま走行す 
ることができます。 

ミ肖灯しないときや、再び点なするとき 
は、ただちにスバル販売店で点検を受 
けてください。 
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にる車を運起ずるにあたつて 

^スイツチのほいかた 


スイツチのほいかた 


ツチの名称 


ブしードの違い、オプションち含まれています。 
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与を運拓するにあたつてにる 

スイツチの巧いかた W 


ライティングスイッチ 


ランプの点な 

▼ 操作方法 

^イッチを回すと、下表のランプ類が点 
灼■します。 



\ ランプ 

前照灯 

車幅灯 • 番号灯- 
尾な • 計器照明灯 

スイッチ位置'\ 


OFF 

- 

- 

• (ON) 

- 

点灯 

10 

点灯 

点灯 


A を意 _ 

• エンジンを停止した状態で長時間ラン 
プ類を点’灯させないでください。バッ 
テリーあがりの原因となります。 


ランプの消’灯 

▼ 操作方を 

スイ、ソチを " OFF " の位置にします。 


ヘッドランプの切り替え 

▼ 操作方ま 

ライテインブスイ‘ソチな " iD " の位 
置のときしバーを巧すと、前照な巧上向 
き （ A イビーム）じなり、戻すと下向き 
(□ー ビーム）になります。 



A を意 _ 

• 対向まのあるときや巿街お走行のとき 
は、対向まやせ行人の迷惑となりを険 
ですので前照’打を下向きにして走行し 
てください。 


▼一時的)Iこ使届する属さ 

堅アドバイス _ 

• 前照灯が上向きのときは使用できませ 
ん。 

しパーを手前じ引いている間、前照:〇巧 
上向きじ点むします。 


レバ- 
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にる車を運起ずるにあたつて 

^スイツチのほいかた 


ランプ;’肖し忘れ警告ブザー 

ランプを点打したままで、エンジンスイ 
ツチな己キーをほき、いす‘れなのドアを 
開けると、ブザー（連続音）巧鳴リラツ 
プの消し忘れを知5だます。 


HID ランプ 

オプション/グレード別装備 
HD ランプは、ランプ管内のガスと金属3 
ウ化物を使って発光ちだ、通常のランプ 
よ U 白い化と伸び、広がりのある配化を 
持つランプです。 

A 警告 _ 

• HD ランプのバルブ•コネクター■電 
源回路-光軸調整部分を分解したり、 
取り外したりしないでください 。 HO 
ランプは高電圧を使用しており、不適 
切な取り扱いをすると、感電するおそ 
れがあり危険です。 

ランプを交換-修理-破棄するとき 
は、必ずスバル販売店にごネ目談くださ 
い。 


堅アドバイス _ 

• HD ランプが点滅を繰り返すようにな 
ると電球の寿命がちえられます。スバ 
ル販売店で点検を受けてください。 

• 衝突などでランプ周りに衝撃を受けた 
場合は点灯装置も衝撃を受け正常に作 
動しなくなっているおそれがありま 
す。スバル販売店で点検を受けてくだ 
さい。 

• システムの異常により電圧が HD ラン 
プの作動電圧範囲から外れたときは、 
電圧が正常に復帰次第、巧点灯しま 
す。 

-点な中に作動電圧範囲から外れたとき 
はミ苗灯し、電圧が正常に復帰ホ第、再 
点なします。 

-点な操作をするときに作動電圧範囲か 
ら外れているときは、ライティング 
スイッチを操作しても点なしません。 


〇 口ービーム ■才 ート レべリング 
機能 

柔員数や積載量などの車両姿勢の変化に 

巧して、ヘッドランプの光輔（化の照白 

すち向）の上下ち向を自動的に調整する 

装置です。 

堅アドバイス _ 

•エンジンを始動して、巧めてヘッド 
ランプを点灯したとき、システムの正 
常な作動をチェックしているため、へ 
ッドランプの光軸が動くことがあり 
ますが、異常ではありません。 

•ヘッドランプの光軸に異常を感じた 
ときは、スバル販売店で点検を受けて 
ください。 
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与を運拓するにあたつてにる 

スイツチの巧いかた W 


光軸調整ダイヤル 


ハロゲンヘッドランプ装着ま 
ヘッドランプヴ点なしているときじ使用 
でぎます。 

乗員数や積載量じよって車両の姿勢ヴ変 
化し、ヘッドランプの光軸（光の照己す 
ち向）巧上に向いた場合、ブイわルを回 
すことで光軸を下向きに調整することが 
でぎます。 

通常はブイわルを" 0" (光軸ヴー番上 
向きの位置）で使用します。 

控アドバイス _ 

HID ランプ装着ま 

•ヘッドランプの光軸は自動的に調整 
されるため、光軸調整ダイヤルは装着 
されていません。 


▼ 操作方ミち 

ブイわルを回転ちだると、ヘッドランプ 
の光軸灯'上下に変わります。 

ブイわルの数字け大きいほど下向きじな 
ります。 




fe アドバイス _ 

•乗員数などに応じて、下表を目安にダ 
イヤルを調整してください。 


乗車や巧室の 
積載が況 

ダイヤル位置 

運転巧のみ乗車時 

0 

運転巧と助手巧に乗車時 

0 

4を柔車時 

0.5 

4を乗車で巧室満載時 

1 

運転席のみ乗車で 
荷ま満載時 

1.5 


•乗員や荷物を降ろしたあとは、ダイヤ 
ルを "0" に戻してください。 

• 車検などで光軸の調整をするときは、 
ダイヤルを "0" にしてから行ってく 
ださい。 
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にる車を運起ずるにみたつて 

^スイツチのほいかた 


方向指示レバー 


▼ 操作ちま 

しバーを①①位置まで上下に操作すると、 
方向指示むおよび ソーター 巧の方向指示 
器表示な巧点滅します。しバーは八ンド 
ルを展すと自動的に戻ります。車線をを 
などのときじは、しバーを②①位置まで 
軽<上下 I こ押すと点滅し、手を離すヒ消 
なします。 



もアドバイス _ 

•ハンドルの切れ角がかさいと、レバー 
が自動的に戻らない ときがあります。 
手で戻してください。 

•点滅が異常に速くなったときは、方向 
指示灯の電球切れがちえられます。す 
ベての方向指示なが点滅するか確認し 
てください。 


が常点滅なスイッ 


▼ 操作方ミち 

スイツチを押すヒ左ちの方向指示む好'点 
滅します。もラー度押すヒ元に戻ります。 



A 注意 _ 

• 故障などの非常時に、やむを得ず路上 
駐車するとき1；1外はむやみに使用しな 
いでください。 

• 使用後はスイッチを確実に戻してくだ 
さい。スイッチを戻さないと方向指示 
灯がはたらきません。 

• エンジンを止めた状態で長時間使用し 
ないでください。バッテリーあがりの 
原因となります。 
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与を運拓するにあたつてにる 

スイツチの巧いかた W 



A ま意 _ 

• 空ぶきはガラス面に傷を付けますの 
で、ウォツシャー液を噴射させてから 
ワイパーを作動させてください。 

• フロントワイパーアームを起こすと 
きは、必ず運転席側のワイパーアー 
ムから起こしてください。 また、もと 
に戻すときは助手席側のワイパーア 
-ムから戻してください。 

•寒冷時、または長時間ワイパーを使用 
しなかったときは、ワイパーゴムが 
ガラスに；長り付いていないことを確認 
してください。張り付いたまま作動さ 
せるとワイパーモーターが損傷し、 
故障の原因になります。 

• 積雪などの障害物によりワイパーが途 
中で止まってしまうときは、障害物を 
取り除いてからワイパーを作動させて 
ください。無理に作動させるとワイパ 
-モーターに負担がかかり故障の原 
因となります。 

• ウォツシャーあを連続して20秒な上 
噴射させないでください。またウォツ 
シャー液が出ないときはウォツシャー 
スイ ツチを作動させないでください。 
モーターに負担がかかり故障の原因と 
なります。 

•寒;令時は、ガラスが暖まるまで、ウォ 
ツシャー液をかき付けないでくださ 
い。吹き付けられた液がま結し、視界 
をさまたげることがありますので、先 
にガラス面を暖めてください。 


フ□ント 

エンジンスイツチが " ACC " または 
" ON " の位置のとき使用できます。 

〇ワイパーの使いかた 

しバーを下げると、ワイパー巧作動しま 
す。 




堅アドバイス _ 

• MKT (—時作動）はレバーを " OFF " 
から押し上げている間、ワイパーがほ 
速作動します。手を離すと " OFF " に 
戻ります。 

• ワイパーは、雪がたまったときにワイ 
パーの反転位置を切り替える機構にな 
っています。この機構の作動中に「コ 
ン、コン」という音が発生しますが、 
異常ではありません。 
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にる車を運起ずるにあたつて 

^スイツチのほいかた 


〇ウオッシャー液の噴射 

しバーを手前じ引< とウオッシわ一液け' 
噴射します。 


リャ 

エンジンスイツチが " ACC " または 
" ON " の位置のとき使用できます。 



挂アドバイス _ 

•フロントウォッシャーを作動させる 
と連動してフロントワイパーが低を 
作動します。 


〇ワイ パーの 使いかた 

スイ'ソチを " ON " の位置に回すと、 IJ わ 
ワイパー巧'作動します。 

ON 


OFF 


，、船 

霞, 

•肌’品二 )! 

n 

ぃ 、 

\スイッチ 



〇ウォッシャー液の噴射 

I 」わフイパー作動中にウォッシわ一液を 
晴射ちせるときは、スイ'ソチを " ON " の 
位置な己上側の"ウォ 、ソシ わ一';を噴射位 
置"に回します。 

また、スイッチを " OFF " の位置な己下 
側の"ウ マツ シわ一あ噴射位置"に回し 
ても噴射します。 



スイッチ 


ウォャーお噴射位置 
ON 
OFF 


ウォッシャー液噴射位置 
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与を運拓するにあたつてにる 

スイツチの巧いかた W 


リヤウインドゥ 
デフォッガースイッチ 


リわウインドウガラスの曇りを取ると 
きじ使用します。 

▼ 操作方ま 

スイツチを押すヒ作動表示な巧点なし、 
UP ウインドウガラス巧暖め台れ量り 
巧取れます。作動を停止するときは、ス 
イッチをもラー度押して<ださい。作動 
表示むも消むします。 





オプション/グレード別装備 


夜間の雨、露のよラな天候のとぎじご利 
用 < ださし、。 

▼ 操作方ミ去 

車幅む巧点なしているとき、スイッチを 
" ON " にすると、ソーター内のフォグ 
ランプ表示む巧点むし、フォグランプ丹' 
点むします。 

消むするときは、スイ'ソチを " OFF " じ 
して<ださい。フォグランプ表示むち消 
なします。 



挺アドバイス _ 

• エンジンを止めた状態で長時間使用し 
ないでください。バッテリーあがりの 
原因になります。 

•リヤウインドゥガラス内面を清掃す 
るときは、電熱線を傷付けないでくだ 
さい。 
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にる車を運起ずるにあたつて 

^スイツチのほいかた 


ホーンスイツ 


ハンドルの心7-ク周辺部を押すヒホー 
ン 巧鳴ります。 

捏アドバイス _ 

• 緊急時、非常時]; I 外は、むやみに使用 
しないでください。 
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車を運拓するにあたつてにミ! 

運お装置の巧いかた W 


運転装置のほいかた 


エンジンス イツ 


A 警告 _ 

•走行中は、エンジンスイッチにさわ 
らないでください。誤って操作し、エ 
ンジンが停止すると、思わめ事故につ 
ながるおそれがあり危険です。 


エンジンをなけるときやオーデイオを聞 
<ときなどじ使用します。 

A ま意 _ 

•エンジンを止めた状態で、キーを 
" ON " または " ACC " の位置にした 
まま長時間放置しないでください。バ 
ッテリーあがりの原因になります。 


LOCK 

キーを抜き差しする位置です。キ 
一をおくとハンドルがロックされ 
ます。 

ACC 

エンジンを止めたまま、才ーディ 
才が聞けるイ立置です。 

ON 

エンジン回転中の位置です。 

START 

エンジンを始動するときの位置で 
す。手を離すと自動的に " ON " の 
位置に戻ります。 


A ま意 _ 

•エンジン始動後は、すぐにキーから手 
を離してください。 " START " の位置 
にしたままでいると、エンジンを損傷 
するおそれがあります。 


哲アドバイス _ 

•キーは確実にエンジンスイッチに差 
し込んで操作してください。 

ハンドルロックを解除するには 
• キーが " LOCK " から " ACC " の位置 
に軽く回らないときは、ハンドルをち 
右に動かしながらキーを回してくださ 
い。 


キー インターロック 

誤操作防止のため、 t しクトしバーが 回 
しンジじ1外のときじ、エンジンスイッチ 
が " LOCK " の位置まで回5ないよラにす 
る装置です。 

▼ 操作方ま 

エンジンスイ’ソチを " ACC " 行ら 
" LOCK " の位置じするときは、 tz しクト 
しバーを回しンジにしてな白巧います。 

主意 _ 

•回 レンジ LU 外では、キーは " LOCK " 
位置まで回すことができないため、キ 
-をほくことができません。 
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a 車を運起するにみたつ TL 

運拓装置のほいかた 


駐車ブレーキ 


ZM 主意 _ 

•走行するときは、駐車ブレーキを完全 
に解除してください。また、ブレーキ 
警告灯が消‘灯していることを必ず確認 
してください。 

駐車ブレーキをかけたまま走行する 
と、ブレーキが熱を持ち、ブレーキの 
効きが悪くなったり、思わめ事故につ 
ながるおそれがあります。 


▼なけるとぎ 

•ち足でブしーキペダルを踏みなな台、 
左足でパーキングペダルをいっぱい 
まで踏み込みます。 

• エンジンスイッチ巧 " ON " ①位置の 
ときは、ブしーキ警告むな点むします。 

▼瞄除するとき 

•ち足でブしーキぺブルを踏みなな5、 
左足でパーキングペダルを踏み込み 
ます。「カチ’ソ」といラ音巧した己パ 
ーキングペダルをゆっ<り戻します。 

• エンジンスイッチ巧 " ON " の位置の 
ときは、ブしーキ警告む巧消むします。 


A ま意 _ 

• 駐まブレーキをさらに強くかける必要 
がある場合はブレーキペダルをしつ 
かり踏み、一度駐まブレーキを解除さ 
せ、完全にパーキングペダルを戻し 
てからもう一度駐車ブレーキをかけ直 
してください。 

•駐車ブレーキをかけるとき、解除する 
ときは必ずペダルの位置を目で確認し 
てから操作してください。 


堅アドバイス _ 

• 駐車ブレーキが完全に解除されていな 
い状態（警告なが点なしている状態） 
で、約 5 km / hU 上で走行すると、警告 
プザーが鳴ります。 

(ブレーキ警告灯一125ぺージ） 


坂道になまするとき 

▼ 操作方ま 

坂道に駐車するときは、駐車ブしーキを 
巧けるとともに、 t しクトしバーを回し 
ンジに入れます。ち51こ輪止めちして< 
だちし、。 
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車を運拓するにあたつてにミ! 

運お装置の巧いかた W 


ターボま 


ZM 主意 _ 

•エンジン始動直後（エンジンが;令えて 
いるとき）は、エンジンの急激な空ぶ 
かし、または急加速をしないでくださ 
い。 

•エンジン回転数がタコメーターのホ 
色表示域（エンジン許容回お数] U 上） 

に入らないように運転してください。 
•定期的なオイル交換、オイルフィル 
夕一の交換をおず行ってください。 

高速走行、登坂走行直後にエンジンを停 
止するときは、むす約1分程度アイドリ 
ンブ状態にしてな5エンジンを止めて< 
ださい。 


運転が態 

アイドリング時間 

一般を巧後 

- 

高速走行後、登坂走行後 

約1分 


AWD ま 

オプション/グレード別装備 


A ま意 

1 

1 


• AWD まはどのような巧でも走れる万能 
車ではありません。アク七ル、ハンド 
ル、ブレーキの操作は一般のまと同じ 
く慎重に行い、常に安を運転にムがけ 
てください。 

また、オフ□-ド走行や、ラリー走巧 
を目のとした車ではありません。タイ 
ヤがはまり込むような深い砂地、巧 
水、水たまりなどに乗り入れないでく 
ださい。やむを得ず走行したときは、 
走行後各部を念入りに洗ってくださ 
い。 

• 渡河などの水中走行はしないでくださ 
い。ミ度巧などの水中走行をすると、エ 
ンストするだけでなく、電装品のシヨ 
-卜、エンジンの破損などの重大な車 
両故障につながるおそれがあります。 
万一、水中に浸かってしまったとき 
は、必ずスバル販売店で点検を受けて 
ください。 

• AWD まは雪道や水たまりなどの滑りや 
すい路面ですぐれた走行性能を発揮し 
ますが、極端な急ブレーキ、急八ンド 
ルはさけて、十分に余裕を持って走行 
してください。 


_フルタイム AWD システム_ 

fe アドバィス _ 

• フルタイム AWD システムは、 FWD と 
2 WD を切り替えるモード切り替えスイ 
ツチはありません。また AWD 表示灯も 
ありません。 
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a 車を運起するにあたつ TL 

運拓装置のほいかた 


AWD まのタイヤ交換 

AWD 車は4 つの タイわに駆動力が巧なる 

ため、タイわの状態だ車の性能1こ大き< 

驚響します。 

タイわの状態には細/らのミち意をしてタイ 

わの点検は忘れすに行つて < ださい。 

A ま意 _ 

• タイヤは必ず指定サイズのタイヤを使 
用してください。指定サイズ外の夕 
イヤを使用すると安を性を損ない大変 
を険です。 

• タイヤ交換をするときは、4輪とも同 
—サイズ、同ーメーカー、同一銘柄、 
および同ートレッドパターン（溝模 
様）のタイヤを装着してください。 

• 摩耗差のきしいタイヤは使用しないで 
ください。 


髮アドバイス _ 

• タイヤ空気店の点検は最低でも月に1 
回巧ってください。タイヤの空気圧が 
前輪と後輪で大きく異なるときは、車 
の性能が十分に発揮できません。（夕 
イヤの指定空気圧は運転席側ドア開 □ 
部に記載しています。） 

• タイヤの口ーテーシヨンは5,000 km ご 
とに巧ってください。タイヤ間で摩耗 
差があるとまの性能が十分に発揮でき 
ません。 

•タイヤチェーンは必ず後輪に装着し 
てください。 
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^ を運拓するにあたつてにる 
エンジンのかけかた CSiJ 


エンジンのかけかた 


才ートマチックま 


エンジン始動の準備 

▼ 操作ちま 

/. 駐車ブしーキをなけ、 t しクトしパ 
一巧固しンジの位置にあることをお 
認します。 

2ペグル類び確実に踏め、/\ンドル操 
作巧楽にできるよラ I こシート①位置 
を調整します。 

3. アク t ルペダルおよひ•ブしーキぺ 
グルをち足で踏み位置を確認します。 



エンジンをかけるとき 

▼ 操作方ま 

/. ブしーキペグルをしつなりと踏みま 
す。 

2. ブしーキペグルを踏んだまま、エン 
ジンスイッチを " START " ①位置ま 
で回します。 

A ま意 _ 

•エンジン始動時は、必ず運を席に座つ 
てエンジンをかけてください。窓越し 
からエンジンをかけるとまが急に動き 
出すおそれがあり危険です。 

• エンジン冷去 P 水温がほい間は、急激な 
空ぶかし、急加速、高速走行はしない 
でください。 


堅アドバイス _ 

•バッテリーあがりを防ぐため、エンジ 
ンスイッチを連続して10抄 LU 上 
" START " の位置にしないでくださ 
い。 

• エンジンの始動性を良くするためにラ 
ンプ、リヤウインドゥデフォッガ 
-、ヒーターフアンなどのスイッチ 
は " OFF " にしてください。 

•外気温が一 20° CJU 下のとき、エンジン 
スイッチを " START " の位置にしてか 
らエンジンを始動させるまでの時間が 
長くなります。確実に始動させるに 
は、かかったと思、っても、さらに3抄 
程度、手を離さず " START " の位置で 
保持してください。 

• エンジン始動後は、各 警告’ 灯がミ肖灯す 
るのを確認してください。（ただしブ 
レーキ 警告 灯は除きます） 

• エンジン始動後は、自動制御装置のは 
たらきによリエンジン回転が高くなり 
ますが、暖機完了後、自動的にアイド 
リング回転に下がります。 
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にる車を運起ずるにあたつて 

cu エンジンのかけかた 


〇 スターター コント ロール 
システム 

スターター コント□-ルシステムはエ 
ンジン寒を時の始動操作を補助するシス 
テムです。 

エンジン;ち岛 I 水ミ品巧15でし^下のとき、エ 
ンジンが始動するまでの間、自動的にス 
夕ーターを回す時間を延長します。エン 
ジンスイツチを " START " の位置で保 
持するむ要はありまだん。 


堅アドバイス _ 

• スターター コント ロール システム作 
動中にエンジン始動を中止したいとき 
は、エンジンスイッチを " ACC " ま 
たは " LOCK " の位置にしてくださ 
い。 

•バッテリーあがりを防ぐため、スター 
夕一 コント ロール システム作動中に 
始動操作を中断することがあります。 

•エンジン;令が水温が 15’ CL ： l 上のとき 
は、スターターを回す時間は延長され 
ません。 

• 外気ミ品が 15‘ CJU 下でも、エンジン;令な 
水温が 15° C 1 U 上のときは、スターター 
を回す時間が延長されませんので、 エ 
ンジンが始動するまで、エンジンス 
イッチを " START " の位置で保持して 
ください。 
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車を運拓するにあたつてにる 
エンジンのかけかた CSiJ 


エンジンを止めるとき 

▼ 操作方ま 

エンジンを止めるときは、アイドリンブ 
回転にしてな己エンジンスイツチを 
" ACC " または " LOCK " の位置にします。 

A を意 _ 

• 夕ーボまは、高まおよび登坂走行の直 
後にエンジンを止めるときは、必ずア 
イドリングを1分程度行ってくださ 
い。 
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にる車を運起ずるにあたつて 

W 才ートマチックまの運拓 


才ートマチックまの運転 


才ートマ チツ兰 
トランス ミツ シ 


オートマチック車は、ギわチェンジやク 
ラッチぺブルの操作な己將放ちれ、運転 
は大変楽じなりますヴ、い<つ灯の特性 
があります。オート7チック車の運転の 
基本を理解し、正し<操作する習慣を身 
に付けて < ださし、。 


才ートマチックまの特性 

〇クリープ現象 

エンジンがななっているとき、 t しクト 
しバー巧回、回しンジ Lil 外の位置で、動 
カヴつなガった状態にな U アク t ルぺブ 
ルを踏まな<てちゆっ<りと動き化す現 
象のことをいいます。 

ZM 主意 _ 

• エンジン始動直後やエアコン作動時な 
ど、自動的にエンジンの回転が上がり 
(アイドルアップ）、クリープ現象 
が強くなります。その際、プレーキ 
ペダルの踏みごたえにを化がでること 
がありますので、ブレーキペダルは 
しっかりと踏んでください。 


〇キックダウン 

走行中にアク t ルペダルを踏み込むと、 
自動的に低速ギわじ切り营わり、エンジ 
ン①回転数だ上昇して強<加速ちだるこ 
とができます。これをキックダウンとい 
し、ます。 

A ま意 _ 

• 滑りやすい路面やカーブ走行中では、 
急激なアクセルペダルの操作はさけ 
てください。まがスリップするおそれ 
があります。 


堅アドバイス _ 

• 追い越しなど強い加速が必要とすると 
きや、高ま道路での合流が楽に行えま 
す。 


アドバイス _ 

•停車中は、平坦路であっても車が動か 
ないように、ブレーキペダルを しっ 
かりと踏み、必要に応じて駐車ブレー 
キをかけてください。 

•渋滞や狭い場所での移動は、クリープ 
現象を利用し、アクセルペダルを踏 
まずにブレーキ操作のみで速度を調整 
するとスムーズに行えます。 
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_ 車を運拓するにあたつてにる 

才ートマチックまの運お W 


七 レクト レバー 

t しクトしバーの操作は確実に巧って< 
ださい。 


〇シフトロック装置 

誤操作防止のため、シフト□ック装置が 

付いています。 

▼シフト□ック解除方ま 
シフト□ックを解除する眉合は、エンジ 
ンスイ'ソチを " ON " または " ACC " の 
位置 I こし、ブしーキペグルを踏むとわし 
クトしバーの操作なできます。 



fe アドバイス 


•七 レクト レバーは ブ レー キペダルを 
踏みながらでないと、 回 レンジからほ 
かのレンジへは動きません。 

•エンジンスイッチが " LOCK " の位置 
では、ブレーキペダルを踏んでも七 
レクトレバーは回レンジからほかの 
レンジへは動きません。 

•先にセレクトレバーボタンを押した 
状態で、ブレーキペダルを踏むと、 
セレクトレバーが動かない場合があ 
ります。一度ボタンから手を離し、ブ 
レーキペダルを化に踏んでから操作 
してください。 


各シフト位置での上限速度 

ZM 主意 _ 

• エンジンの回転があがりすぎないよう 
に、上限速度を守って走行してくださ 
い。エンジンが損傷するおそれがあり 
ます。 

•特にシフトダウンを行うときは、上 
限ま度を超えることのないように十分 
ま度を落としてください。 

各シフト位置での上限速度は下表を参ち 
じして < ださし、。 


( km / h ) 





D 

シフト位置 

L 

2 

0 /D 

0 /D 




OFF 

ON 

4 A/T 

40 

70 

110 

- 
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にる車を運起ずるにあたつて _ 

W 才ートマチックまの運拓 


レクト レバーの 操作 


インパネ七ンターシフト式 
4速才ートマチック 
トランスミッション 

t しクトしバー部には、 t しクトしバ 
一を動なすときに使用する t しクトしバ 
-ボタンヴ装着されています。 

セレクト レバー 



▼操作をする前 I こ 

A 警告 _ 

•回レンジから回レンジへセレクトレ 
バーを動かすときは、突が車が動き出 
し思わめ事故につながるおそれがあり 
ますので、ブレーキペダルを踏みな 
がら、七レクトレバーボタンを押し 
て動かしてください。 


〇各位置のはたらき 


回レンジ 

駐車するとき、エンジンを始動す 
るとき、およびキーをおくときの 
位置 

圓レンジ 

車を後退させるときの位置 
(車が完全に止まってから入れ 
てください） 

圆レンジ 

一時停止などで動力を伝えない 
位置 

回レンジ 

通常の走行をする位置[前進] 

(1 速から4速 f まで自動的に変速 
されます） 

回 レンジ 

下り坂走行するときの位置愉進] 
(エンジンブレーキが也、要なとき 
の位置） 

因 レンジ 

急な下り坂走行す る ときの位置[前進] 
(強いエンジンブレーキが '必要なと 
きの位置） 

* オ_バ_ 

<'ライブが OFF のときは3速 
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_ 車を運拓するにあたつてにる 

才ートマチックまの運お W 


〇七レクトレバーの動かしかた 



。ブレーキペダルを踏みなが!5 
みセレクトレバーボタンを巧し 
V て動かします。 

A 几セレクトレバーボタンを巧し 
ITV て動かしまず。 

そのまま動かしまず。 


A 警告 


•今の操作は誤作動を防ぐため、セレク 
トレバーボタンを押さずに動かして 
ください。常にセレクトレバーボ 
タンを押して操作していると、回- 
画.因レンジにおいがけず入ることが 
あり、その場合、思わぬ事故につなが 
るおそれがあり危険です。 

• 走行中に画レンジに入れないでくださ 
い。エンジンブレーキが全く効か 
ず、思、わぬ事がにつながるおそれがあ 
りを険です。 

• 車が完全に止まらないうちに回レンジ 
に入れないでください。また、前進走 
行中に回レンジ、および後退走行中に 
◎■回-囚レンジに入れないでくださ 
い。トランスミッションに重大な損害 
をあたえると共に、車がコント□-ル 
を失い思わぬ事故につながるおそれが 
あり危険です。 


DIAS 画 S 32 i ™ 日 34~, S 眉-日日誦~ ^ ^ 
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にる車を運起ずるにあたって 

W 才ートマチックまの運拓 

〇才ーパードライブスイッチ 
通常走行時はスイッチを巧して " ON " ① 

が態じしておいて<ださい。4速オート 
7チックトランス5ッシヨンとしてはた 
己を、 燃費性能と静需性を高めます。 

オーバードライブスイッチをちラー度 
押して " OFF " のが態にすると3速才一 
卜 7 チック トランつ5ッシヨンとしては 
た己きます。この場さは、ソーター内の 
0 /D OFF 表示むヴ点むします。 

4速才ート7チックトランスミッシヨン 
じ戻すときは、スイッチを " ON " の状態 
にして < ださい。 




] 

ON 

4速才ートマチック 


] 

OFF 

3速才ートマチック 


fe アドバイス _ 

•長い坂道を走行するときは、才ーバー 
ド ライブ スイッチを押して " OFF " の 
状態にしてください。 

下り坂ではエンジンブレーキの効き 
が良くなり、上り坂では変ま回数の少 
ないなめらかな走行ができます。 
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_ 車を運拓するにあたつてにる 

才ートマチックまの運お W 


運おのしかた 


エンジン始動前 

▼ 操作を巧ラ前I こ 

アク t ルペグルおよびブしーキペグル 
の位置をち足で確認します。 



A ま意 _ 

•踏み誤りを防ぐため、ブレーキぺダ 
ルは右足で踏む習慣を身に付けてくだ 
さい。左足でのブレーキ操作は思、わぬ 
事故につながるおそれがあります。 


エンジン始動時 

▼ 操作手順 

/. 駐車ブしーキがななっていることを 
確認します。 

2 tz しクトしパー巧’直しンジじあるこ 
とを確諷します。 

5ブしーキペダルをしっなりと踏みま 
す。 

4 . ブしーキペダルを踏んだまま、エン 
ジンスイ、ソチを "START" の位置に 
します。 
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にる車を運起ずるにあたつて 

W 才ートマチックまの運拓 


発進時 

▼ 操作を巧ラ前 I こ 

A 警告 _ 

•回 レンジから 回 レンジへセレクトレ 
パーを動かすときは、突がまが動き出 
し思わめ事故につながるおそれがあり 
ますので、ブレーキペダルを踏みな 
がら、セレクトレバーボタンを押し 
て動かしてください。 

• アク七ルペダルを踏んだまま七レク 
トレバーの操作をしないでくださ 
い。急発進して思わめ事故の原因にな 

_ります。_ 

▼ 操作ず順 

/. ブしーキペダルをち足で踏んだまま 
tz しクトしバーを前進であれば◎し 
ンジに、状況 I こ応じて回、因しンジ 
に、また後退のときは回しンジじ入 
れます。 

2 . 駐車ブしーキを戻したあと、徐々に 
ブしーキペダルな己足を離し、アク 
t ルペダルをゆつ<りと踏み込み発 
進します。 


A ま意 _ 

•七レクトレバーがどの位置にあるか 
を七レクトレバー部またはメーター 
内のインジケーターで確認してくださ 
い。 

•七レクトレバーが回、圆レンジ LU 外 
の位置にあると、アクセルペダルを 
踏まなくても動こうとする特性を持っ 
ています。（クリープ現象） 

•始動直後およびエアコン使用時は、自 
動的にエンジン回転が高くなり（アイ 
ドルアップ）、動こうとする力が強 
くなります。発進時にセレクトレバ 
-操作をするときはしっかりとブレー 
キ ペダルを踏んでください。 

• マニュアル まは発進のスピードを半ク 
ラッチ操作とアクセル操作を併用して 
調整しますが、才ートマチックまでは 
アク七ル操作のみで行いますので、ア 
クセル操作は特に慎重に行ってくださ 
い。 

• 切り返しなどで◎レンジから 回 レン 
ジ、 回 レンジから◎レンジと何度もセ 
レクトレバー操作をするときは、そ 
のつどブレーキペダルをしっかり踏 
み、完全にまを止めてから巧ってくだ 
さい。 

トランスミッションに負担がかかりが 
障の原因となります。また必ずシフト 
位置も確認してください。 

• 急発進を防ぐために 回 レンジから 画 レ 
ンジ、 圆 レンジから 回 レンジ、 回 レン 
ジから 回 レンジに七レクトレバー操 
作をするときもブレーキペダルをし 
っかり踏んでから行ってください。 

• 坂道発進時などアクセルペダルとブ 
レーキペダルを同時に踏んで発進し 
ないでください。故障の原因となりま 
す。 
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_ 車を運拓するにあたつてにる 

才ートマチックまの運お W 


挂アドバイス _ 

•セレクトレバーを回レンジに入れる 
と警告ブザーが鳴り、運転者にセレク 
トレバーが回レンジにあることをミロ 
らせます。警告ブザーはまかの人には 
聞こえませんのでま意してください。 


▼坂道発進をする窗合 

/. 駐車ブしーキ巧しっなり巧巧ってい 
ることを確認しな巧日、 t しクトし 
バーを◎しンジに入れます。 

2 . ち足でアク t ルペグんをゆっ<リ踏 
み、車が動き出す感触を確認してな 
己、駐車ブしーキを目军除し、発進し 
ます。 


走行時 

▼ 操作ず順 

/. 通常は◎しンジで走行します。 

2 . 強い加速巧必要な場合は、ァク t ル 
ペダルを踏み込むとギわは自動的に 
低まギわ I こ切り替わります。（キツ 
クグウン） 

3. 長い下り坂や急な下りおなど、強い 
エンジンブしーキをむ要とする場合 
は、 S 各面が態やスピード I こ応じて因 
または因しツジに切り曽えます。 

A 警告 _ 

•坂道などでは、七レクトレバーを 
回、回 レンジまたは 因 レンジに入れた 
まま惰性で後退したり、 回 レンジに入 
れたまま惰性で前進することは絶対に 
やめてください。 

エンストを起こし、ブレーキの効きが 
悪くなったり、八ンドルが重くなるな 
ど、思わぬ事故や故障の原因となるお 
それがあります。 


0, AS WAGON S3.N-00 01534 ~,S331N-0001307 - ^ 








にる車を運起ずるにあたつて 

W 才ートマチックまの運拓 


A ま意 _ 

• 走行中は 回 レンジに入れないでくださ 
い。エンジンブレーキが全く効かな 
くなり、思わぬ事故の原因になりま 
す。 

•走行中に 回 レンジ、また前進走行中に 
回レンジに入れないでください。トラ 
ンスミッシヨンに重大な損傷をあたえ 
る原因となります。 

• 上り坂などでスピードを保つために、 
アク七ルペダルを踏み込んでいく 
と、意に反してキックダウンし、急 
にエンジン回転数が高くなることがあ 
りますので、急激なアクセルペダル 
の操作はしないでください。 

• 滑りやすい路面や力ーブ走行中では、 
急激なアクセルペダルの操作はやめ 
てください。キックダウンにより回 
転が高くなリ急加まをするため、スリ 
ップをしたり、力ーブを曲がりきれず 
に思わめ事がにつながるおそれがあり 
ます。 

•各レンジでの速度は、必ず上限速度を 
守ってください。 

(各シフト位置での上限速度 
一147ページ) 

• 長い下り坂や急な下り坂を◎レンジの 
まま走行するとスピードが出すぎてし 
まうことがあります。 

このようなときに、フットブレーキ 
を使いすぎるとブレーキの効きが悪く 
なるおそれがあります。 

シフトダウンしてエンジンブレーキ 
を併用してください。また、より強い 
エンジンブレーキが必要な場合は、 
因 レンジに入れてください。 


A ま意 _ 

• ブレーキペダルに足をのせたまま走 
行しないでください。ブレーキ部品が 
早く摩耗したり、ブレーキが過熱し、 
効きが悪くなるおそれがあります。 


堅アドバイス _ 

•渋滞や狭い場所での移動は、クリープ 
現をを利用し、アク七ルペダルを踏 
まずに、ブレーキ操作のみで速度を調 
整するとスムーズに行えます。 

• 上り坂でスピードを保つためにアクセ 
ルペダルを踏み込んでいくと、意に 
反してキックダウンし、急にエンジ 
ン回転が上がることがあります。 
このようなときは、あらかじめ 回 レン 
ジにしておくと、エンジン回転数の‘変 
化が少なく、なめらかな走行ができま 
す。 
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_ 車を運拓するにあたつてにる 

才ートマチックまの運お W 


~時停止時 

▼ 操作ず順 

/. tz しクトレバーは走行位置のままで 
ブしーキペダルをしっけりと踏み続 
けます。 

2停車げ長びくときは、ブしーキぺダ 
ルを踏んだままで駐車ブしーキをな 
け、 tz しクトしバーを 回し ンジに入 
れます。 

5発進するときは、 t しクトしバーの 
位置を確認したあと、アク t ルペグ 
ルをゆっ < リヒ踏み込みます。 

A ま意 _ 

•上り巧での停まはクリープ現象で前へ 
進もうとする力よりもまが後退しよう 
とする力の方が大きくなり、車が後退 
することがあります。ブレーキぺダ 
ルを踏み、駐まブレーキをかけてくだ 
さい。 

•平坦路であっても、停まが長びくとき 
は、必ず駐まブレーキをかけてくださ 
い。 

• エアコン作動中は自動的にエンジン回 
転が高くなり、急にクリープ現象が強 
くなりますので、 if 寺にしっかりと： 7'— レ 
-キペダルを踏んでください。 


後退時 

▼ 操作方ま 

車巧完全に止まってな己ち、ブしーキぺ 

ダルをしっなりと踏み続け、 t しクトし 

バーを回しンジに入れます。 

A ま意 _ 

• 後退するときは体をひねった姿勢とな 
るため、ペダルの操作がしにくくなり 
ます。ブレーキ操作が確実にできるよ 
ラま意してください。 

• 少し後退したあとなどは 回 レンジに入 
れたことを忘れてしまうことがありま 
す。後退したあとはすぐ 回 レンジに戻 
すよう習慣付けましょう。 

• 切り返しなどで◎レンジから 回 レン 
ジ、 回 レンジから◎レンジと何度もセ 
レクトレバー操作をするときは、そ 
のつどブレーキペダルをしっかり踏 
み、完全にまを止めてから行ってくだ 
さい。また、シフト位置も忘れずに確 
認してください。 


捏アドバイス _ 

•七レクトレバーを回レンジに入れる 
と警告ブザーが鳴り、運転者に七レク 
トレバーが 回 レンジにあることをな 
らせます。警告ブザーはま外の人には 
聞こえませんのでごま意ください。 


DIAS WAGON S 321 N -0001534 S 331 N -0001 307- 


155 










にる車を運起ずるにあたつて _ 

W 才ートマチックまの運拓 


駐車時 

▼ 操作ず順 

/. 車を完全に止めます。 

2ブしーキペダルを踏んだままで駐車 
ブしーキを巧け、 t しクトしバーを 
回しンジじ入れます。 

3 . エンジンスイ、ソチを " LOCK " の位 
置まで回してキーを抜きます。 

A ま意 _ 

• 必ず駐車ブレーキをかけてください。 

• エンジンをかけたままでまから離れな 
いでください。 

•まから離れるときはエンジンスイッ 
チを " LOCK " の位置にしてキーを抜 
いてください。パッテリーあがりの原 
因となります。 

•回 レンジでは車輪が固定されます。駐 
まするときは必ず 回 レンジにあること 
を確認してください。 

• まが完全に止まらないうちに◎レンジ 
に入れないでください。トランスミッ 
ションに負巧がかかり故障の原因とな 
ります。 

•キーインターロック装置により、七 
レクトレバーが回レンジ 1 U かのとき 
は、エンジンスイッチを " LOCK " の 
位置まで回すことができません。 

(キーインターロックー139ぺージ) 
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装備品の巧いかた 

まの装備品の巧いかたについて説明しています。 


■ 空調 

マートエアコン-1日0 

リわヒータ-168 

■ ォ-ディォ ■ 

アンテナ-169 


■ 室内装備品 

室内照明 -170 

シガー ^>ィタ - 17 z 

力—コ’ソクット-172 

巧皿- 173 

サンバイザ -173 

ブ□-ブボックス -175 

リわシ—トアンダ-ボックス-----175 

カップホルタ'' -17 日 

アシストグリップ -177 

乗降用ブリップ -177 
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装備品の巧いかた 

空調 


空調 


トトエアコン 


室内の冷暖房、除湿、曇り取りなどを巧ラこと巧できます。 

コント□ールパネルの操作じより、吹き出し□な5冷風、または温風が吹き化します。 


▼吹き出し□の位置 



才ートエアコンコント□—ルパネル 



( DMODE スイッチ 

(吹き出し□切り曾え用） 


⑦ A / C スイッチ 

⑤温度調碧ダイヤル 
-® AUTO スイッチ 

-® 風量調碧（フアン） 
スイッチ 
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装備品のほいかた 

空調 



〇各ダイヤル/スイッチの使いかた 
① MODE (吹き出し□切り替え用） 

スイツチ 

吹き出し□を還択します。 

選択ちれた吹き出し□が表示部に表示さ 
れます。 

還択ちれた表ホのちへ風が出てきます。 

風量は吹き出し□によって異なります。 


MODE 


表示 

吟 ■ 


* パ 

妈 

吹き出し口 

CD 

© 

© 

(®) 

© 


() は特に風量のかないものを示します。 


▼ 操作方ま 

スイッチを押すごとに、吹き止!し□巧 
「ジ^‘ツ^•パ^み」 の順じ切り營わリま 
す。 

A 警告 _ 

ガラスの曇りを防止するために 
• 湿度が高いときにエアコンを低い設定 
温度で作動させている場合は、吹き出 
し口を•為に切り替えないでください。 
外気とガラスのミ品度差でガラスの外側 
が曇り、視界をさまたげるおそれがあ 
ります。 


②フ□ントデフ□スタースイツチ 
ガラスの曇りを取ります。 



▼ 操作ちま 

• スイッチを押すヒ自動的じ エアコン 巧 
作動し、吹き出し□好'切り替わります。 
同時に内外気切り營えな外気導入に切 
り替わり、表示部に " W " 巧'表示ちれ 
ます。 

• ちラー度スイッチを押すと " W " 丹'非 
表示じなり、元のが態じ戻ります。 

A 警告 _ 

ガラスの量りを防止するために 
• 湿度が高いときにエアコンをない設定 
温度で作動させている場合は、スイッ 
チを " ON " にしないでください。 

外気とガラスの温度差でガラスの外側 
が曇り、視界をさまたげるおそれがあ 
ります。 
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装備品の巧いかた 

空調 


③ 温度調整ブイわル 
室内の温度を調整します。 

設定温度ヴ表示部に表示ちれます。 



▼ 操作巧を 

ダイわルを左ちに回して調整します。 

もアドバイス _ 

• 設定温度を化で〜32での間で調整す 
ることができます。最大;令房にすると 
" L 0" 、最大暖房にすると" HI " の表 
示になります。 


④ AUTO スイツチ 

スイッチを巧すと、吹き出し□①位置と 
風量が自動のに調整され、エアコンガ 
" ON " になります。 



▼ 操作方法 

スイッチを押すヒ " ON " になります。 

" ON " のときは表示部 I こ " AUTO " • 

" A / C " 巧表示ちれます。 

捏アドバィス _ 

■ AUTO スイッチが " ON " のときは、下 
記のようになります。 

■吹き出し口、または風量を手動で調整 
すると、表示部の " AUTO " が表示さ 
れなくなりますが、調整した機能1外 
は自動調整のままとなります。すべて 
の機能を自動調整に戻すときは、再度 
AUTO スイッチを押してください。 

-吹き出し口が‘ジまたは•一•で、を場な 
どの寒いときには、温風の準備が出来 
るまで、中央、左右、足元吹き出し口 
から風は出ません。 

• 吹き出し□がッまたは•ジで、夏場な 
どの暑いときには、；令風の準備ができ 
るまで、数抄間ファンが"弱"で作動 
します。 
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装備品の巧いかた 

空調 



⑥内外気切り营えスイッチ 

内気お環、外気喜入の切り曾えを行いま 

す。 


• 内気循環 

か気をしや断している状態です。トン 
ネルや巧蒲など外気がちれているとき 
や旱<お暖房したいとき、外気温度が 
局し^とき①)令居タカ果を同めたし^ときに 
お使い < ださし、。 

• 外気導入 

外気を暮入しているが態です。通常は 
この位置でお使い < ださい。 


堅アドバイス _ 

•設定温度や室内温度などにより、自動 
的に"内気循環"または"外気導入" 
へ切り替わることがあります。 
•エアコン使用中に、室内外のさまざま 
な臭いがエアコン装置内に取り込まれ 
て混ざり合うことにより、吹き出し口 
からの風に臭いがすることがありま 
す。 

エアコン始動時に発生する臭いを抑え 
るために、.な車時は外気導入にしてお 
くことをおすすめします。 


▼ 操作方ま 

スイッチを押して内気握環、外気暮入を 

切り替えます。 

• "内気循環"のとき表示部に"ごを" 
び表示ちれます。 

• "外気暮入"のとき表示部に"だな" 
巧表示ちれます。 

A を意 _ 

• "内気循環"を長時間使用しないでく 
ださい。ガラスが量りやすくなりま 
す。通常は、"外気導入"を使用して 
ください。 

•渋滞に巻き込まれたときや、トンネル 
内は、"内気循環"にして付近の排気 
ガスが室内に入るのを防いでくださ 
い。 
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装備品の巧いかた 

空調 


愈風量調整（フアン）スイッチ 
吹き出し□か5の風の強さを調整します。 
風量が表示部に表示されます。 


▼ 調整方ミ去 

3イッチを巧して調整します。 

• 風量を強くするじは八側のスイ、 ソチ、 
弱くする I こは V 側の::^イ 、ソチを 巧しま 
す。 

• フアンを停止させたいときは、 OFF ス 
イッチを押します。 


③ A / C スイツチ 

冷房、除湿機能の作動と停止を巧います。 


A/C 


▼ 操作方ま 

フアン巧作動中のとき、スイッチを一度 
押すと " ON " じなり、表示部 I こ " A / C " 
巧'表示されます。 

もラー度押すと " OFF " になります。 

堅アドバイス _ 

• 停ま時の冷房効果を向上させるため 
に、エンジンアイドリング回転をか 
し高くするアイドルアップ装置が付 
いています。アイドルアップ装置作 
動中の発進、停止時の運転操作にミち意 
してください。 

特に、；令房中に一時停止する場合はブ 
レーキペダルをしっかり踏んでくだ 
さい。 

(才ートマチック車の運転一146ベージ) 
• 外気温が0で近くまで下がると、 エア 
コンの除湿機能が作動しない場合があ 
ります。 
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装備品の巧いかた 

空調 



⑨ OFF スイツチ 
空調機能の停止を巧います。 



▼ 操作方を 

スイ、ソチを巧します。 


風向きの調整 

左ちおよび中央の吹き出し□な5の風向 
きの調整を巧ラことヴできます。 

堅アドバイス _ 

•冷房時、まれに吹き出し□から霧が吹 
き出したように見えることがあります 
が、これは湿った空気が急に冷やされ 
たときに発生するものであり異常では 
ありません。 


▼ 操作ちま 

タブを動巧して調整します。 
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装備品の巧いかた 

空調 


才ートエアコンの使いかた 

代表的な使用例におけるブイわル、スイ 
ツチの t ツト位置を説明します。 

〇通常の使いかた 

室内温度を一定に保ちたいときに使用し 
ます。 




® お好みの位置感操作不要 
® ON ( D 操作不要 


堅アドバイス _ 

•④のスイッチを " ON " にすることによ 
り、状況に応じて①のスイッチが最適 
な巧態に自動的に選択されます。 

•設定温度は25でを目安に、お好みで調 
整してください。 

乗ま直後の室内温度が高い（またはほ 
い）ときに、設定温度を25でより極端 
にほく（または高く）調整しても、を 
望の室内温度になるまでの時間はほと 
んどをわりません。 
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装備品の巧いかた 

空調 



〇ガラスの曇りを取るとき 

寒冷時や、雨のときなどガラスが曇った 

ときに使用します。 


〇換気するとき 

導入された外気が中央および左ちの吹き 
出し□巧5吹き出します。 



①操作不要 感操作不要（列気導入) 

③ ON CD お好みの位置 

® お好みの位置⑦操作不要 


霞- 

⑥- 


巧^ 




匿])~① 
-⑦ 



③お好みの位置 ⑦ OFF 


④ OFF ⑥操作不要 


④ OFF ® 操作不要 


A 警告 _ 

ガラスの量りを防止するために 
• 感のダイヤルを最低温に操作しないで 
ください。冷風がガラスに当たるとガ 
ラスの外側が曇ることがあります。 



髮アドバイス _ 

•外気温が0で近くまで下がると、エア 
コンの除湿機能が作動しない場合があ 
ります。 

か気が巧れているときは 
•一時的に"内気循環"にしてくださ 
い。 

より早くガラスの曇りを巧る場合 
•ガラスの曇りを取る操作と併せて、下 
記の操作を行います。 

•愈のスイッチを操作して、風量を増す 
•感のダイヤルを操作して、設定温度を 
上げる 
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装備品の巧いかた 

空調 


温度調節七ンサー 

オートエアコンじは、自動的に温度調節 
を巧ラためじ、日射 t ンヴーと巧気 t ン 
ヴー巧取り付け己れています。 

餐アドバイス _ 

• 日がセンサーの上に物を置いたり、内 
気センサーをシールなどでふさぐなど 
すると、七ンサーが正常に作動しなく 
なることがあります。 


〇日射センサー 
日射量を検知します。 

インストルソントパネル上部に取り付け 
5れています。 



〇内気センサー 
室内温度を検知します。 

インストルソントバネル中巧部に取り付 
け5れています。 




リわヒータースイツチは運起席インス 
トルソシトパタルち側じあります。 
エンジンスイツチ巧 " ON " の位置のと 
き、リわヒータースイツチを巧すと、 
作動表示むヴ点1 打し、フアンヴ作動しま 
す。 



後席足元のコント□-ルしバーで吹き出 
し温度を調整します。 
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装備品の巧いかた 

オーディオ 



オーデイオ 


アンテナ 


アンテナは、伸縮ヴできます。 

▼使巧ちま 

使用するときは、アンテブの先を持って 
いっぱいじ引き化します。収納するとき 
は、アンテナの根元を持ってみしす'つ収 
納して < ださし、。 



A 注意 _ 

•走行中に引き出し、収納などの操作を 
しないでください。運転のさまたげに 
なるほかま外の物に当たったり、急ブ 
レーキをかけたときけがをするおそれ 
があり危険です。 

•下記のようなときは、アンテナを収納 
してください。破損したり、変形した 
りする場合があります。 

• 自動洗車機を使用するとき 
•ボディカバーをかけるとき 
-立体駐車場など屋ネ良の低いガレージな 
どに入れるとき 

-降雪時に長時間駐車するとき 
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ra 聋備品の巧いかた 

® き巧装備品 


室巧装備品 



スイッチの位置じよって、点な、消むの 
切り营えができます。 

▼ スイッチヴ "ON " のとき 

ドアの開閉に関係な < 点むします。 

▼ スイッチヴ "OFF " のとき 

ドアの開閉に関係な<消むします。 


〇センター 

オプション/グレード別装備 
を席天井中巧部に友 U ます。 



▼ スイツチ巧 "DOOR " のとき 

ドア連動機能じより、点む•消むします。 

(ドァ連動機能^171ページ） 

0フロント 


OFF DOOR ON 



〇大型力ーゴルームランプ 
( LED ) 

オプション/グレード別装備 
を席天井中央部じあります。 
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装備品の巧いかた _ E 1 

呈巧装備品 ® 


ドア連動機能 

ルームランプのスイツチが " DOOR " ① 
とき、ドア連動機能により、点打•消な 
します。 


〇タイマー機能’ 

▼ ドアの開閉 


ドア 

エンジンスィッチ 

室内照明 

全閉 


消灯 


— 


いずれか開 


点灯 



点灯 

いずれか開 

ON 

i 

すぐに消'灯 

全開 

ON むが 

点灯 

丄 



約15秒後消灯 


▼ ドア①拖結-照お 

エンジン スイッチヴ " LOCK " ①位置で、 
すべてのドアヴ閉まっているとき、下記 
の作動にな U ます。 


運転席 

ドアロック 

室内照明 

解錠 

施錠 

点灯 

i 

減光し、その後消灯 

施錠 

解錠 

消灯 

i 

約15秒間点灯 


▼エンジンスイッチの操作 

すべてのドアが閉まっているとき、下記 

の作動じな U ます。 


エンジンスイッチ 

ま内照明 

ACC 

点灯 

i 

丄 

ON 

すぐに消灯 

ON / ACC * 

消灯 

i 

i 

LOCK にして キーを 巧く 

約15砂間点灯 


* ON から ACC にしたときの経過時間により、 


点なしなぃことがあります。 

〇バッテリーあがり防止機能 
バッテリーあ巧 U 防止のため、自動的に 
室内照日月を消なする機能です。 

•エンジンスイ’ソチ巧 " LOCK " または 
" ACC " ①位置で、ドアを開けたまま 
約10分巧経過すると、自動的に消む 
します。 

•再度、点むちせるじは、すべてのドア 
を閉めるな、エンジンスイ‘ソチを 
" ON " ①位置じして<だ'ちい。 


実際 I こは、い<つなの条件な同時に成立する 
こと I ごより、表中の作動と異なることなあり 
ます。 

171 

DIAS WAGON S 321 N -0001534 S 331 N -0001307 - 























ra 装備品の巧いかた 

® 室巧装備品 


シガーライタ— 


エンジンスイツチが " ACC " または 
" ON " ①位置のとき使用できます。 
▼使用方を 

押しぶんで手を離し、自動的に戻るまで 
待ちます。 



/ 


A ま意 _ 

• 手で押し込んだままにしないでくださ 
い。過熱して非常に危険です。 

• シガーライターの金属部分に触れな 
いでください。やけどをするおそれが 
あります。 

• 30秒];1上たっても自動的に戻らないと 
きは、故障がちえられます。手で引き 
出したあと、スバル販売店で点検を受 
けてください。 

■が障の原因となりますので、下記のこ 
とをお守りください。シガーライタ 
一を使用したとき、赤熱したシガー 
ライ ターが巧び出したり、 押し込んだ 
まま戻らなくなることがあります。 

•他まのシガーライターを差し込まな 
いでください。 

• スバル指定部品 LU 外の電気製品の電源 
として使用しないでください。 


カーゴソケッ 


オプション/グレード別装備 
電気製品の電源用ソクットヒして利用す 
ることができます。 

▼使用方ミ去 

カバーを外し、電気製品の電源プラグを 
差しぶんで使用します。 



A ま意 _ 

• 電気容量は、 DC 12 V で最大電流 5 A 
(最大消'費電力 60 W ) です。この容量 
LU 上の電化製品を使用しないでくださ 
い。最大電気容量を超える電化製品を 
使用すると、ヒューズが切れるおそれ 
があります。 

• エンジンを停止した状態で使用しない 
でください。バッテリーあがりのおそ 
れがあります。また、エンジンがかか 
っていても、アイドリングが態で長時 
間使用すると、バッテリーがあがるこ 
とがあります。 

•力ーゴソケットを使用しないとき 
は、カバーを閉めておいてください。 
異物がソケットに入ったり、飲料水な 
どがかかったりすると、故障したり、 
シヨー トするおそれがあります。 
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装備品の巧いかた 

呈巧装備品 



灰皿 


▼使巧するときは 

手前!こ引き出し使用します。 


▼清掃するときは 

遮熱板を押し下げなが5引き飯きます。 



A 注意 _ 

•タバコ、 マッチなどは確実に火を消'し 
てから入れてください。また、紙くず 
などの燃えやすい物を入れないでくだ 
さい。出火するおそれがあります。 
•灰皿を使ったあとは、必ず閉めてくだ 
さい。 

•吸いがらは、ためすぎないようにま意 
してください。 


サンバイザー 


直射日光などでまぶしいときに使用しま 
す。側面に移動ちだて使用することもで 
ぎます。 

▼使庙するときは 

國中の矢印の方向に動巧します。 



堅アドバイス _ 

• サンバイザーと天井の間に物を挟ま 
ないでください。発進時などに物が落 
ちるおそれがありを険です。 
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ra 聋備品の巧いかた 

® き巧装備品 


チケットホルダー 

チクツト類を収納することができます。 



けドバイス _ 

• チケットホルダーにチケット類 1 U 外 
の物を入れないでください。発進時な 
どに物が落ちるおそれがあり、危険で 
す。 


力一。 ホ J レター 

カード類を収納することができます。 

捏アドバイス _ 

•カードホルダーにカード類]; I 外の物 
を入れないでください。発進時などに 
物が落ちるおそれがあり、危険です。 


バニテイミラー 

鏡として使巧できます。 

A 注意 _ 

•走行中は使用しないでください。思わ 
ぬ事故につながるおそれがあります。 


▼硬巧方法 

カバーを矢®①方向に開けます。 



A 注意 _ 

• カバーを開けたままサンバイザーを 
側面に移動させると、カバーが損傷す 
るおそれがありますので、サンバイ 
ザーを側面に移動させるときは、カバ 
一を閉めてください。 
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装備品の巧いかた 

呈巧装備品 



グローブボックス 


物入れとして利用できます。 

▼ 開閉方法 

• しバーを引いて開けます。 

• 閉めるときはそのまま閉めます。 


リヤシートアンダー 
ボックス 


オプション/グレード別装備 
後席左側シート①下にあ U ます。 
か物入れとして利用できます。 



A ま意 _ 

•走行中はグローブボックスを必ず閉 
めておいてください。急ブレーキなど 
の激しい運転の際に開いたフタに体が 
当たるなど思わぬけがをするおそれが 
あります。 


▼使庙方法 

サイドカバーのつまみ部をつまみな巧5 
ち印の方向へ動なします。 

(サイド カバーの 外しなた 
一 180 ぺージ) 



A ま意 _ 

•走行中に引き出し、戻し操作をしない 
でください。思わめ事故につながるお 
それがあります。 

• 走行時はボックスを一香奥まで確実に 
戻してください。 
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ra 装備品の巧いかた 

® 室巧装備品 


ップホルダー 


生ジュースやカップなどを置<のに便利 

です。 

A ま意 _ 

•飲み物には、フタをするなどしてこぼ 
さないようにま意してください。振動 
で中身がこぼれるおそれがあります。 
特に温かい飲み物には、やけどを防ぐ 
ために必ずフタをしてください。 

• 飲み物がこぼれたときはただちにふき 
取ってください。カップ ホルダーの 
開閉機構が損傷するおそれがありま 
す。また、スイッチ類や電気部品にか 
かると、故障や車両火災の原因となる 
おそれがあります。 

•カップホルダーには、カップや飲料 
ち外の物を置かないでください。急 
ブレーキをかけたときや、衝突したと 
きなどに置いていた物が巧び出し、け 
がをするおそれがあります。 

また、下記のような異物が入ると、力 
ップホルダーの開閉機構が損傷する 
おそれがあります。 

• m 楊枝-ヘアピン等の小さいもの、細 
かいもの 
• タバコの灰 
-芳香剤のあ体 

•使用しないときは、カップホルダー 
を必ず収納してください。 急ブレーキ 
などの激しい運転の際に、カップホ 
ルダーに体が当たるなど、思わぬけが 
をするおそれがあります。 


刖席用 

▼梗用方ま 

•使用するときは、矢印の方向に卜しィ 
を弓 I き化します。 

•収納するときは、そのまま卜しイを押 
し込みます。 



後席用 

アームしストに装着ちれています。 

(アームし ストー 43ベー ジ) 



fe アドバイス _ 

• カップホルダーに飲み物を入れてい 
るとき、シートのリクライニング調整 
やスライド調整を行うと、アームレ 
ストも同時に動きますので、飲み物が 
こぼれるおそれがあります。 
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装備品の巧いかた 

呈巧装備品 



アシス 


走行中、車がヴゆれたときなどにご使用 
<ださい。 



乗隨用グリップ 


車両に柔 U 降 U するときなどにご使用< 
だちい。 



挺アドバイス _ 

•特に重たい物や、大きな物をアシスト 
グリップにかけないでください。アシ 
ストグリップが巧れたり、走行中に 
外れたりするおそれがあります。 


留アドバイス _ 

• 特に重たい物や、大きな物を乗降用グ 
リップにかけないでください。乗降用 
グリップが巧れたり、走行中に外れた 
りするおそれがあります。 
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MEMO 
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いざといラときに 

ま載工具の巧いかたや、まを運面するラえで 
いざといラときの処置の方法について 
説明しています。 


■ 工具類 

粒納場巧-180 

ジわ 、ソキ ①イまし、巧た-182 


■ いざといラときの処置 


スタック（立ち往ま）したとき——18己 

化障したとき-186 

けん引ちれるとき-187 

パンクしたとき-190 

応急用スペアタイわ-190 

タイわ交換-193 

バッテ'あなリの姐置-197 

スーバーヒートの赃置-198 

ヒユーブの交換-199 

電巧（バルで交換-202 

キーを閉じ込めたとき-208 

車両を緊急停止する区は-209 

事故巧起きたとき-210 
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いざといラときに 


工具類 


巧納場所 


A ま意 _ 

■スペアタイヤ、ジャッキ、工具は所 
定の位置にしっかり固定してくださ 
い。室内などに放置すると、急ブレー 
キ時などに工具が体に当たるなど、 大 
をを険です。 


工具の位置 

リわシート下部に収納しています。 

工具袋の中にジゎツキハンドル、ホイー 
ル ナットしンチ、けん弓 I フックヴ入つ 
ています。 



スペアタイヤの位置 

UP ヴート下部に収納しています。 



工具の取り出し、取り付け 

〇取り外し 

サイドカバーのつまみ部をつまみな巧己 
矢 E 日の方向へ動なします。 



〇取り付け 

/. 付属のゴムバンドをジわ’ソキの下部 
じ取り付けます。 


ゴムバンド 



2 . 工具袋をボタンのない側を手前じし 
て、ジわツキの前側に置きます。 
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いざといラとさに _ 

工具類 





5工具袋の中じある工具をジわ'ソキハ 
ンドル結合部側じ寄せ、ゴムバンド 
をジわツキの上部に巧けます。 



タイわ交換のときなどに使用します。 


堅アドバイス 



工具袋 



ホイールナットレンチ 



ジャッキ A ンドル 
( A ) I 而 I - 



旧) 


けん引フック 



DIAS WAGON S321 N-0001534 S331 N-0001 307- 


181 






























いざといラときに 


ジャッキの使いかた 


A 警告 _ 

•ジャッキアップしたまの下には絶対 
にもぐらないでください。万ージャッ 
キがかれると大変を険です。 

•ジャッキアップするときはジャッキ 
の上や下に物を挟まないでください。 

•ジャッキアップするときは、必ず、 
駐まブレーキをかけ、七レクトレバ 
-を回レンジにして、輪止めをしてく 
ださい。まが動き出すおそれがあり危 
険です。 

• ジャッキは砂や石ころのないを定した 
平らなかたい場所を選んでセットして 
ください。ジャッキアップしたと 
き、まが動き思わぬ事故につながるお 
それがあります。 

•まに備え付けのジャッキは、タイヤの 
交換およびタイヤチてーンの脱着 LU 
外には使用しないでください。 

•ジャッキアップするときは、交換す 
るタイヤと対角線上にあるタイヤの前 
後に輪止めをしてください。 

• ジャッキは、七ット位置 U 外にかけな 
いでください。外れたり、車を損傷す 
るおそれがあります。 

•ジャッキアップするときは、人や荷 
物をまから降ろしてください。 

•ジャッキは、伸ばすほど不を定になり 
ます。タイヤが地面から 3 cmJa 上離れ 
ないようにしてください。 

•ジャッキアップしているときは、ェ 
ンジンをかけないでください。 


A 警告 _ 

•タイヤの口ーテーシヨン時などに、ま 
載のジャッキを用いて、両車輪同時に 
上げるようなことはしないでくださ 
し、。接地しているタイヤが動き、車体 
がずれるおそれがあります。 


心主意 _ 

•まに備え付けのジャッキは、お客様の 
おま専用です。ほかのまに使用した 
り、ほかのまのジャッキをお客様のお 
車に使用しないでください。まを損傷 
したり、思わぬ事故につながるおそれ 
があります。 
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いざといラとさに _ 

工具類 





ジャッキを七ットする位置 

ジゎッキはむすジゎッキ t ット位置じ tz 
ツトして <ださい。 

▼ t ットする位置 

取り替えるタイわじ近いジゎ、ソキわ、ソト 
位置 I こ t ットします。 



堅アドバイス 



〇リヤ 
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いざといラとさに 

工具類 


ジャッキのかけかた 

▼ 操作ず順 

I ジわツキをまで回して、 tz ット位置 
まで上げます。 



2 . ジわツキなお実に tz ’ ソト位置 I こなな 
っていることを確認し、ジわ'ソキ A 
ンドルを使って、タイわ巧地面巧5 
かし離れる位置まで車を持ち上げま 
す。 



髮アドバイス _ 

• ジャッキハンドルは、ジャッキハン 
ドル （ A ) とジャッキハンドル （ B ) 
のくぼみを合わせ、ボルトで固定し、 
ホイールナットレンチの穴に差し込 
んで組み立ててください。 


ボルト 



ジャッキ 
八ンドル ( B ) 


S ： —ホイールナットレンチ 


184 


DIAS WAGON S 321 N -0001534 〜， S 331 N -0001307 〜 




















_ いざといラとさに 

いざというときの処置 





いざというときの処置 


スタック（立を往生) 
したとき 


スタックから聪出するには 

めなるみや跡 t 也、深雪おなどでタイわが 
空おしたり、埋まり込んで動けな<なつ 


A ま意 _ 

•数回試して脱出できないときは、脱出 
操作を中止し、けん引による救援を依 
$頁してください。 

(けん引されるとき一187ぺージ） 


たときは、下記のま順にした巧って脱出 

操作をして <だちい。 

▼脱化操作をする前に 

A 警告 _ 

• 必ず周囲に化のま、物、または人がい 
ないことを十分に巧認してください。 
スタックから脱出する際に、車が前後 
に巧び出したり、あてがった石や木が 
飛散したりするおそれがあり危険で 
す。 

•セレクトレバーを操作するときは、 
アク七ルペダルを踏んだまま操作し 
ないでください。まが急発進したり、 
トランスミッションなどに重大な損傷 
をあたえるなどして思わめ事故につな 
がるおそれがあり危険です。 


▼ 脱化手順 

/. 駐車ブしーキをなけ、 t しクトしバ 
-を回しンジに入れ、エンジンを停 
止します。 

2. タイわ前後の±や雪などを取り除き 
ます。 

3. スリップしているタイわの下に、石 
や木などをあて巧い滑り止め I こしま 
す。 

4. エンジンを始動します。 

日' t しクトしパ'-を因]、または回しン 
ジにお実に入れ、を意しな巧己、ア 
ク t ルペダルを軽<踏みます。 


A 注意 _ 

• タイヤを高速で回転させないでくださ 
い。タイヤがバースト（破誤）した 
り、異常過熱するため思わめ事故じつ 
ながるおそれがあります。 

• アク七ルペダルを過度に踏んで空ぶ 
かししたり、タイヤを空転させないで 
ください。トランスミッションなどを 
損傷し、思わぬ事故につながるおそれ 
があります。 
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いざといラときに _ 

いざというときの処置 



ま全な場所まで移動して < ださい。 

付近に人ヴいる場合は押してち5つて< 
だちい。 

A 注意 _ 

•まを押す場合、セレクトレバーは回 
レンジにしてください。 


挺アドバイス _ 

• 緊急を要する場合は発炎筒で合図して 
ください。 


〇踏切内の場合 

踏切内で動巧な<なったり、脱輸などで 
すく'動なせない場合は、ただちに踏切の 
が常ボタンを巧して < ださし、。 


発炎筒 

発な筒は高ま道おや踏切内でのが障など、 
非常事態ヴ発ちしたときに使用する非常 
信号用具です。 

▼ 設置揚巧 

ブ□ーブボックつ左下 I こ設置されていま 
す。 



A ま意 _ 

• 非常用信号としてのみお使いくださ 
い。 

• お子さまに絶対触らせないでくださ 
い。いたずらなどにより発炎筒が発火 
し、思わぬ事故につながるおそれがあ 
ります。 

•発炎筒を使うとき、顔や体に向けると 
やけどの危険があるのでさけてくださ 
い。 

• ガソリンなどの可燃物のそばで使用す 
ると、火災をまねくを険がありますの 
でさけてください。 

• トンネル巧では使用しないでくださ 
い。トンネル内ではが常点滅灯や懐中 
電灯で合図してください。 


留アドバイス _ 

• 使用方まは、発炎筒に記載されていま 
す。あらかじめよく読んでください。 
•発炎筒を使うときは、が常点滅灯も点 
滅させてください。 

• 発炎筒には有さ力期限がありますので、 
事前に確認しておいてください。 
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_ いざといラとさに 

いざというときの処置 





けん引されるとき 


な障車の移動は、スバル販売店、スバル 
指定ヴービスエ場、または専門業るに依 
頼し、車両積載車で4輸とち持ち上げて 
運搬して < ださし、。 

(スバル販売店、スバル指定サービスエ 
場と JAF □—ドヴービスの連絡先は、別 
冊のロバルヴービスネットワーク」 

I こ記載ちれています。） 

A 警告 _ 

•後輪だけを持ち上げたけん引は、車両 
が不安定になるので、行わないでくだ 
さい。 

• AWD 車の場合、前輪、または後輪だけ 
を持ち上げたけん引は絶対にしないで 
ください。 

前輪、または後輪だけを持ち上げて運 
搬すると、駆動装置が損傷したり、ま 
がレツカー車（台ま）から飛び出すお 
それがあります。 


やむを得す、□-プじよるけん弓 I をする 
ときは、下記のま意じした灯って<だち 
し、。 

▼けん弓 I を行ラ前1こ 

A ま意 _ 

• 化まをけん引する能力はありません。 
車体のいずれかに口ープをかけるなど 
のけん引はしないでください。 

• 口ープによるけん引を行う前に、駆動 
をに故障がないことを、スバル販売 
店、スバル指定サービスエ場にご巧認 
ください。 

駆動系に故障の可能性がある場合は、 
口ープによるけん引はしないでくださ 
い。 

• 口ープによるけん引をするときの速度 
は SOkm / hU 下、けん引距離は巳 OkmU 
内にしてください。この速度■距離を 
超えると、トランスミッションに悪影 
響をおよぼし、損傷するおそれがあり 
ます。 
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いざといラときに _ 

いざというときの処置 


A ま意 _ 

• けん引されるまは、下記の事項を守っ 
て慎重に運転してください。通常と同 
じ感覚で運転すると、事故につながる 
おそれがあります。 

•できるだけ人や荷物をおろし、ま体を 
軽くしてください。 

•エンジンスイッチはハンドルロック 
を解除させるために " ACC " の位置 
にし、セレクトレバーは回レンジに 
してください。 

•エンジンが停止していると、いつもよ 
りハンドル操作が重くなりますので、 
できるだけエンジンを始動してくださ 
い。また、ブレーキの効きが悪くなり 
ますので、通常より強めにブレーキ 
ペダルを踏んでください。 

•長い下り坂では、ブレーキが過熱し 
て、効かなくなるおそれがありますの 
で、けん引しないでください。 


けん引の方法 

前の車の制動打にミち意して、常にけん引 
□-プをたるませないよラに気を付けて 
<ださい。 

また、けん弓 I □ープじは I 必す'白し、巧 
巧 0 cm 四ち Lil 上）を付けて<ださい。 
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_ いざといラとさに 

いざというときの処置 





ロープをかける位置 

□ー プはむす’車体先錦のフックになけて 

<ださし、。 

▼ けん引フックの取り付けなを 
/. カバーを上側 I こ持ち上げな巧曰、失 
E 口の方向に外します。 



2. けん弓 I フックを矢印の方向に回しな 
巧己差し込み、ホイールナットし 
ンチでしつなりと固定します。 
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いざといラときに _ 

いざというときの処置 


パンクしたとき 


高速走行中にバンクやバースト（破裂） 
したときは、 A ンドルをしっなり持って、 
な々じブしーキをなけてスピードを落と 
して<だちい。急ブしーキをなけるヒ A 
ンドルを強<取己れ危険です。 


応急用スペアタイヤ 


応急用スペアタイわは、タイわがパンク 
したときの応急用としてのみ使ラタイわ 
です。応急用スペアタイわは標準タイた 
じ比べて、空気圧ヴ高<、直径がやや小 
さ<できています。お使いになるときは 
注意事項をお守り < ださし、。 



A を意 _ 

•応急用スペアタイヤを装着した場合 
は SOkm / hLU 下で走行し、できるだけ 
早く標準タイヤに交換してください。 

• この応急用スペアタイヤは型式、車 
種によって違います。ほかのタイヤや 
ホイールと組み合せたり、ほかの型 
式、ま種のまに使わないでください。 
走行に悪影響が出て、思わぬ事故につ 
ながるおそれがあります。 

•後輪がパンクしたときには、応急用ス 
ペアタイヤを後輪に使用しないでく 
ださい。後輪がパンクしたときには、 
応急用スペアタイヤを前輪に装着 
し、外した前輪タイヤを後輪に付けて 
走行してください。 
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_ いざといラとさに 

いざというときの処置 





A ま意 _ 

•応急用スペアタイヤにタイヤチェー 
ンを装着しないでください。 タイヤ 
チェーンが車体側に当たったり、走行 
に悪影響をおよぼすおそれがありま 
す。 

雪道、凍結路で後輪がパンクした場合 
は、応急用スペアタイヤを前輪に装 
着し、外した前輪タイヤを後輪に付け 
てからタイヤチェーンを装着してく 
ださい。 

•応急用スペアタイヤを装着して突起 
物などを乗り越えるときは、標準タイ 
ヤを装着しているときと同じ感覚で運 
$5しないでください。応急用スペア 
タイヤ装着時はま高がお下します。同 
じ感覚で運転するとぶつけるおそれが 
あります。 

•応急用スペアタイヤの点検は、最ほ 
でも月1回行ってください。 

空気圧が不足しているが態で走行する 
と思わぬ事がにつながるおそれがあり 
ます。（空気圧はフロントドア開口 
部に記載しています。） 


スペアタイヤの 脱着 

/. I 」わヴートを開けて、ホイールナ 
'ソトしンチで、スペアタイわキわ 
リア巧巧たつ<まで固定ボルトをゆ 
るめます。 



2 . スペアタイわキゎリアをみし持ち 
上げて、フックな己外します。 
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いざといラときに _ 

いざというときの処置 


5取り付けるときは、逆の手順で行し、 
ます。スペアタイわを元に戻すとき 
は、ホイール意匠面を上部に、スぺ 
アタイわキわリアの t ンター部じ 
弓 I つけけてな5、フックに掛けて< 
だちい。 

フックに挂卜む台ないときは、スペア 
タイわの後端部分を失印のち向にみ 
し持ち上げたが態で、フックじ挂卜け 
て < ださし、。 



A 注意 _ 

•スペアタイヤを収納するときは、取 
り付け状態を十分確認してください。 
取り付けが不安定な状態になっている 
と、走行中の脱落により思わぬ事故の 
原因になります。 


堅アドバイス _ 

•パンクしたタイヤをスペアタイヤキ 
ャリアに取り付けるときは、ホイール 
表面（意匠面）を上向きに取り付けて 
ください。 

•パンクしたタイヤをスペアタイヤキ 
ャリアに取り付けるとき、空気が十分 
残っていると、取り付けできない場合 
があります。そのときは空気を完全に 
抜いてから取り付けてください。 

• アルミホイールをスペアタイヤキ 
ャリアに取り付けると、傷付くことが 
あります。荷室に仮置きすることをお 
すすめします。 
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_ いざといラとさに S ] 

r * ざというときの処置をち 


タイヤ交换 


▼交換作業を巧ラにあちって 

A 警告 _ 

•ジャッキアップしたまの下にもぐら 
ないでください。巧一、ジャッキが外 
れると大変危険です。 

• 駐車ブレーキは、必ずしっかりとかけ 
てください。駐車ブレーキをかけずに 
後輪タイヤを取り外すと、まれにブレ 
-キドラムがタイヤと一緒に外れる 
ことがあります。タイヤを外したあと 
は、ブレーキドラムが外れていない 
ことを確認してください。 

ブレーキドラムが外れたままタイヤ 
を交換すると、ブレーキが効かず大変 
危険です。 


ブレーキドラム 


A ま意 _ 

• このまき用 U 外のホイールを使用しな 
いでください。専用な外のホイールを 
使用すると、走行装置やブレーキ装置 
にま障をきたし、安全な走行ができな 
くなります。 


_交換の準備_ 

A を意 _ 

• まを交通のさまたげにならず安をに作 
業できる平らな場所に移動させて、作 
業を行ってください。 

• パンクなどにより路上で作業を行うと 
きは、交ほのさまたげにならない場所 
によせ、が常点滅灯を点滅させ、停止 
表示板を使用してください。 

•人はまから降り、重い荷物はまから降 
ろしてください。 


フルホイールキャップ装着ま 

傷付き防止のため、先端に巧などを巻い 
たホイールナットしンチを巧の開いて 
いない部分（リブ部）じ差し込み、タイ 
たを支点じしてフルホイールキゎップ 
を外します。 



A 注意 _ 

• キャップは手で外さないでください。 
けがをするおそれがあります。 

• ホイールキャップを外すとき力を入 
れすぎないでください。けがをした 
り、ボディなどを傷付けるおそれがあ 
ります。 

• ホイールナットレンチは必ず巧の開 
いていない部分（リブ部）に差し込ん 
でください。ホイールキャップが割 
れるおそれがあります。 
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いざといラときに _ 

いざというときの処置 


交换の手順 

/. 駐車ブしーキをしっけりヒ巧け、エ 
ンジンは停止し、 tz しクトしバーを 
回しンジの位置にします。 

2 . 交換するタイわと対角線上にある夕 
イわの前後区輪止めを置きます。 



畦アドバイス _ 

• 輪止めはま載されていませんので、必 
要に応じて準備してください。なお、 
輪止めは、タイヤを固定できる大きさ 
__の石などで代用できます。_ 

J . 工具、ジわツキ、スペアタイわを取 
U 止!します。 

(巧納場巧一180ページ) 
(ジゎツキの使いなた一182ぺージ) 
(応急田スペアタイわ一190ページ) 

4 . ジゎツキな外れた場合の危険防止の 
ため、スペアタイわは交換するタイ 
わの近 < の車体の下に置きます。 


5 . ホイールナットしンチでホイール 
ナットを左に回し、手で回る<己い 
までゆるめます。 



6. タイわと路面け'かし離れるまでゆつ 
<リとジわ、ソキアップし、まイ本を上 
げます。 

(ジわツキの使いなた一182ベージ) 



Z 4個のホイールナットを外し、タイ 
わを外します。 

• タイわを化面に置<ときは、傷な'巧な 
ないよラに、ホイール意匠面を上向き 
に置いて < だ'ちし、。 



194 


DIAS WAGON S 321 N -0001534 S 331 N -0001307 - 




















_ いざといラとさに 

いざというときの処置 





8. 交換するタイわのホイール①接融面 7/.タイわ巧地面につ<まで車イネをおろ 


の汚れをみき取ります。 


し、ホイールナットを巧等に巧角線 



A ま意 _ 

• タイヤを取り付けるときに、ホイール 
の取り付け部やホイール裏側の取り付 
け面がほこりなどでミちれていると、走 
行中にナットがゆるみ、タイヤが外れ 
_るおそれがあり危険です。_ 

9. 交おするタイわを取り付けます。 

10. ナットのテーパー部巧ホイールのシ 
ート部に軽<あたるまで、ナットを 
ちじ回して仮締めします。 



A ま意 _ 

•ナットやボルトにオイルやグリースを 
ぬらないでください。ナットがゆるん 
でタイヤが外れ、思わぬ事故につなが 
るおそれがあります。また、必要 JU 上 
に締め付けられて、ナットやボルトが 
破損するおそれがあります。 


①順にホイールナットしンチで2、 
3度 I こわたり十分締め I 付けます。 



A を意 _ 

• ホイールナットレンチを足で踏んだ 
り、パイプを継ぎたしたりしないでく 
ださい。必要上に締め付けると、ボ 
ルトが破損するおそれがあります。 
•締付力（ホイールナットレンチ先端 
にて）： 440〜 590 N {45~60 kgf } 
.締付トルク： 103 N-m { l ,050 kgf - cm } 

口工具、ジわツキ、タイたを所定の位 
置に確実1こ収納します。 
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いざといラときに _ 

いざというときの処置 


13 . 走行後ホイールナットのゆるみ巧な 
いことを点検します。 

A 注意 _ 

•パンク時に限らず、タイヤを脱着した 
ときは、しばらく走行したあと、再度 
ホイールナットにゆるみがないこと 
を確認してください。 

• タイヤは必ず指をサイズのタイヤを使 
用してください。指定サイズな外の夕 
イヤを使用すると安全性を損ない大変 
危険です。 

• タイヤは4輪とも指定サイズで、同一 
サイス、同ーメーカー、同一銘柄およ 
び同ートレッドパターン（溝模様） 
の物を装着してください。 

• 摩耗差の著しいタイヤは使用しないで 
ください。 

•走行中、ハンドルやま体に振動が出た 
場合は、タイヤのバランスの点検をス 
バル販売店で受けてください。 

■アルミホイール装着車は、専用品 
外のナットは使用しないでください。 
走行中にナットがゆるみ、タイヤが外 
れるおそれがありを険です。 


標準タイヤに戻すとき 

タイわ交換の手順と同じです。 

A ま意 _ 

•傷、’変おがある物は巧使用しないでく 
ださい。 

• タイヤの空気圧を確認してください。 
(タイヤの空気圧は運転席側ドア開 □ 
部に記載しています） 

• タイヤを新品に交換する場合は、必ず 
指定のサイズのタイヤに交換してくだ 
さい。 


フルホイールキャップ装着車 

フルホイールキわ‘ソプを取り付けます。 
• タイわのパルブとフんホイールキわ 
ップ裏側の7— クを合わせ、フルホ 
イールキわップ①外周部を押して取 
り付けます。 
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リーあがりの処置 


下記のよラな症状が見己れるとバッテリ 
一ちガ y ヴ考え5れます。 

• スターター 巧回己ない。 

• スターターが回ってち回転ヴ弱<、な 
なななエンジン巧なな5ない。 

• ヘッドランプヴいつちより暗い。 

• ホーンの音が小ちい、または鳴己ない。 


A 警告 _ 

• バッテリーを固定する金具やバッテリ 
一端子のナットを外したあとは、確実 
に締め付けてください。走巧中にゆる 
んで外れると、 シヨー トの原因とな 
り、火災につながるおそれがあり危険 
です。 


挂アドバィス _ 

•バッテリーあがりを防ぐために下記の 
ことをお守りください。 

• エンジンを止めたままランプをつけた 
り、才ーディオを長時間使用しない。 

• エンジン回転中でも渋;’帯などで長時間 
止まっている場合は、不要な電装品の 
電源を切る。 

•バッテリー液量が減っていると充電能 
力が低下して寿命が短くなります。と 
きどき点検して液の捕充をしてくださ 
い。 


▼ 処置を巧ラ前 I こ 

A 警告 _ 

• 火気をバッテリーに近付けないでくだ 
さい。バッテリーから発生する可燃ガ 
スにより爆発するおそれがありを険で 
す。 

• バッテリー液が万一巧膚や目に付いて 
しまったら、その箇所をを量の水で十 
分洗;争して、ただちに医師の診断を受 
けてください。バッテリー液には希硫 
酸が含まれており、毒性、腐食性があ 
V ます。 

•処置の手順でブースターケーブルを 
バッテリーあがりまのバッテリーの© 
端子に接続しないでください。火花が 
発生し、バッテリーから発生する可燃 
ガスに引火するを険があります。 

•バッテリーの液量がバッテリー側面に 
表示されている下限 （LOWER 
LEVEL ) LU 下になったまま使用または 
充電をしないでください。バッテリー 
の破裂 (爆発）の原因となるおそれが 
あります。 
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いざといラときに _ 

いざというときの処置 


▼ 処置のず順 

/. バッテリーの©端子のカバーを外し、 
ブースタークー ブルを図の番号順で 
接続します。 

① バッテリーあ巧り車の©端す 

② 救援車の©端子 

③ 救援車の©端子 

④ 下記の個巧（アースにつなく') 



2. 救援車（電源側の車）を始動し、み 
しエンジン回転を高めに保ちます。 

3. バッテリーあびり車のエンジンを始 
動します。 

4 ブースタークー ブルを接続順唐のを 
で外します。 

A ま意 _ 

• 押しがけによる始動はできません。 
•必ず 12 V バッテリー車と接続してくだ 
さい。 

• ケーブル接続の際には、©端子をボデ 
ィ金属部や©端子に接触させたり、逆 
に接続しないでください。 

• ケーブルが冷がファンやベルトにをき 
込まれないように、接続には十分ミち意 
してください。 


才ーパーヒートの処置 


下記のが態ガオーバーヒートです。 

• 水温警告む好点滅-点むしたとき 

•エンジンルームまたはボジネットな 
5墓気が立ちのぼり、エンジンの出力 
ヴイ氏下したとき 

車をままな場所に止め、下記のの置をし 

て < ださし、。 

▼ 処置を行ラ前 I こ 

A 警告 _ 

•水温が高いときは、冷ち P 水を入口をか 
さないでください。：令ち P 水の圧力が;令 
ま口水ミち乂□にかかっているので、蒸気 
や熱湯がかき出し、大変を険です。 

• :令ち P ファンに絶巧に触れないでくださ 
い。突が、ファンが回転するため、大 
変危険です。 


▼ 処置のま順 

/. エンジンルームまたはボンネットな 
5嘉気好'化ていた己、エンジンを止 
めて、蒸気巧化な<なるまでエッジ' 
ンルームまたはボン不ットを開けな 
いで<ださい。黒気巧化な<なった 
己エンジンを始動しエンジンルーム 
またはボンネットを開け、風通しを 
良 < します。 

2エンジンルームまたはボンネットな 
5薰気な化ていなければ、エンジン 
をなけたままエンジン ルーム または 
ボンネットを開け、風通しを良 < し 
ます。 
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_ いざといラとさに 

いざというときの処置 





51または2の®置を行ったあと、エ 
ンジンルームおよびボンネットをチ 
エックします。エンジンルームおよ 
ひ'ボンネット内巧'下記のよラな状態 
であれば、ただち I こエンジンを止め 
てスバル販売店にご連絡 < ださい。 
•をなフアン巧回転していないとき 
• ホース類などけ5嘉気や熱湯巧漏 
れているとき 

•をな水リザーバータンク 
の水巧ないとき 

•フアンペルト巧切れているとき 

4 . 水温警告む好'消なした己エンジンを 
止めます。 

5 . エンジンな十分じをえてな己を巧水 
の量、フアンペルトのゆるみ、ラジ 
エーターの コア（放熱部）①著しい 
汚れやゴ5の付着のちおなどを点検 
します。 

6 . を巧水巧不足しているときは、浦給 
します。冷ま P 水の補給は、別冊の 

「ソンテナンスソート」を参照して 
<ださし、。 

捏アドバイス _ 

•才ーバーヒートを防止するため、日 
頃から冷が水の量と冷が水の漏れがな 
いかを点検するようにムがけてくださ 
い。（冷が装置、冷却水の点検は別冊 
の「メンテナンスノ ート」参照） 


ーズの交換 


ランプヴ点なしない場合や、電気系統の 
装置ガはた5巧ない場合は、ヒューブ切 
れ巧きえ己れます。点検、交換を行って 
<ださい。ヒ ユーブ じついてはスバル版 
売店じご相談 < ださい。 


ヒューズの位置 

〇インストルメントパネル 
ヒューズボックス 

運起席ち下のインストルソントバネルの 
裏に設置ちれています。 




DIAS 画 S32i™ 日 34~,S33 誦顚卜 ^ 





























いざといラときに _ 

いざというときの処置 


ヒューズボックス 

ヒューブボックスのカバーのラベルに各 
ヒューつ’のアンペア数と受け持つ装置の 
召称を表のしてし^ます。 

ヒューブは、ラベル表示にしたがって交 
換して <だちい。 

〇インストルメントパネル 
ヒューズボックス 


1 ^^ II 11 1 

\ 


1 15A II 15A II 15A I 

(D/L) DEFOG CIG 


I 20A I 

7.5A I 

1 20A 1 

(HTR-C) 

ECU I 白 1 

WIPER 

I 10A I 

10A 1 

1 10A 1 

(HORN/HAZ) TURN/BACK 

ACC 

I 30A I 

10A 1 

1 7.5A 1 

(HTR-W> 

E/G 

ST 


7.5A 1 

1 7.5A 1 


ECU IG2 

(ST2-HV) 


ヒューズの点検と交換 

7. エンジンスイ'ソチを " LOCK " の位 

置じします。 

2 . カバーを 外します。 

▼インストルベント"ネルヒユーブボックス 
突起物を押さえなヴ己矢巧の方向に動な 
し、ヒューブボックスのカパーを外しま 
す。 



〇エンジンルームヒューズボックス 


H 良斗 nil m [|i 控 S G h 

E 脱)|| 脚] 

flOA I 
(MGC) 
liOT 


麵 il ! 目 il 

|(F0G)||rAD 


ISMIlf 
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_ いざといラとさに S ] 

r * ざというときの処置をち 


▼エンジンルームヒューブボックス 
カバー横の、ソソを押しな丹'5、カバーを 
外します。 



3 . 備え付けのヒューブプラーを使用し 
て、ヒューブを挟んで外します。 


ヒュープブラー 

み 


4 . 取り外したヒューブを点検し、切れ 
ている場合は、規定容量のヒューブ 
と交換して<ださい。ヒューブ巧'切 
れていないときはほなに原因好'考え 
己れます。スバル販売店で点検を受 
けて <だちし、。 



心主意 _ 

• 交換してもすぐに切れてしまうとき 
は、スバル販売店で点検を受けてくだ 
さい。 

• 規定容量 JU 外のヒューズを使用しない 
でください。配線が過熱、損傷し、火 
災につながるおそれがあり危険です。 
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いざといラときに _ 

いざというときの処置 


電球（バルブ）交お 


ヒューブガ切れていないにち関わ5す、ランプ巧点なしないときは、電球切れがきえ5 
れますので、電巧を点検し、切れている場合は電球を交換して<ださい。 

• 電«の交換作業に不慣れな方や、部品などの破損が/ら配な場合は、スバル販売店じご 
相談 < ださし、。 

• 電巧①交換作業をするときにむ要な工具は、カー用品店などでご購入することげでき 
ます。 


ブしードの違い、ソーカーオプションち記載しています。 



ランプ 

電球（バルブ） 

W (ワット）数 

タイプ 

① 

ハイマウントストップランプ 

16 

T16 

② 

番号灯 

5 

T10 

③ 

後退灯 

16 

T16 

④ 

後面方向指示灯兼後面非常点滅灯 

21 

T20 (アンバー） 

⑥ 

制動灯/尾灯 

21/5 

T20 

⑥ 

フォグランプ 

35 

H8 

⑦ 

ルームランプ（フロント） 

8 

T10 

⑨ 

ルームランプ（センター) 

8 

T10 
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いざというときの処置 





下記の電球の交換は、スバル販売店にご相談<ださい。 

⑨ 前照む/□-ビーム（/\□ヴン - HD ランプ） 

® 前照む/パイビーム（/\□ヴン） 

⑩ 車幅む 

@側面方向指示むまが常点滅打 
⑩側面方向指示むま非常点滅な （ LED ) 

(ドア ミラ- ターンラップ装着車） 

® 前面方向指示むまホ常点滅打 
©大型力一 If ルームランプ （ LED ) 

アドバイス _ 

• 前照な、ま幅灯、前面、および側面方向指示な兼が常点滅灯は、ヘッドランプ本体 
を取り外す必要があるため、光軸調整が必要となります。また、 HD ランプは、高電 
圧を使用しているため、お客さまご自身による電球の交換はできません。スバル販売 
店にご相談ください。 

• LED を使用しているランプは、電巧のみの交換をすることができません。スバル販売 
店にごネ目談ください。 
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いざといラときに _ 

いざというときの処置 


_交换の手順_ 

A 警告 _ 

•電球を交換するときは、ランプを消'灯 
させ電球が冷えてぃる状態で行つてく 
ださぃ。電球が熱ぃげ態で、電球やそ 
の周辺を触ると、やけどをするおそれ 
があり危険です。 

• 電球および電球固定具の取り付けが不 
完全な場合、発熱や発火、および水入 
りなどによる故障、レンズ内面の曇り 
につながるおそれがあります。 

• 電巧、ソケット、電気回路、および構 
成部品を修理、分解しなぃでくださ 
ぃ。感電による重大な傷害の原因とな 
ります。 

HID ランプ装着ま 

• HID ランプのバルブ•コネクター■電 
源回路-光軸調整部分を分解したり、 
取りかしたりしなぃでくださぃ 。 HD 
ランプは高電圧を使用しており、不適 
切な取り扱ぃをすると、感電するおそ 
れがありを険です。 

ランプを交換-修理-廃棄するとき 
は、必ずスバル販売店にご相談くださ 
い。 


A 注意 _ 

• 同じワット数の電球 1 U 外は使用しない 
でください。過熱などにより故障の原 
因になります。 

• 同じバルブ色の電巧]; i 外は使用しない 
でください。道路運送車両の保安基準 
に適合しない場合があります。 

• ©ドライバーなどを使用するときは、 
布などを巻いてください。クリップ、 
レンズなどに傷が付くおそれがありま 
す。 

• ランプ本体やレンズを取り外すとき 
は、ボディに傷を付けないように注意 
してください。 

• ネジなどでレンズを取り付けるとき 
は、締めすぎないようにしてくださ 
し、。レンズを破損するおそれがありま 
す。 

• フォグランプなどに使用しているハ 
ロゲン電球は、ガラス巧内部の圧力が 
高いため、落としたり、物をぶつけた 
り、傷を付けたりすると破損して、ガ 
ラスが飛び散る場合がありますので、 
十分注意して取り扱ってください。 

また、電球のガラス部は、素手で触れ 
ずにきれいな手袋を着用してくださ 
し、。油脂が付着すると、発熱による早 
期電球切れを起こします。 

• 電球を交換しても点灯しない場合は、 
電巧切れ外の理由が考えられます。 
スバル販売店で点検を受けてくださ 
い。 
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挂アドバイス _ 

•ヘッドランプ、制動ななどのランプ 
は、雨天走行や洗車などの使用条件に 
よりレンズ内面が一時的に曇ることが 
あります。これはランプ内部と外気の 
温度差によるもので、雨天時などに窓 
ガラスが量るのと同様の現をであり、 
機能上の問題はありません。 

ただし、レンズ内面に大粒の水滴が付 
いているときやランプ巧に水がたまつ 
ているときは、スバル販売店にご相談 
ください。 

クリップの取り付け、取りかしについて 

•取り外すときは、©ドライバーで中央 
部を浮かしたあと、クリップ全体を引 
っ弓長ります。 



•取り付けるときは、取りかした状態の 
まま差し込み、中央部を押し込みま 
す。 



〇ハイマウントストップランプ 

▼ 取 U かし手順 

/. ネジ （2 本）を取り外して、ランプ 
本イネを取り外します。 

ネジ ネジ 

^伯麗隱隱隱[隱隱顧 


之ソクットを回して取り外します。 



3 . ソクットけ己電球を引き抜きます。 



▼ 取 U 付け手順 

逆の手順で行しほす。 
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いざといラときに _ 

いざというときの処置 


〇を号灯 
▼取り外し手順 


〇後退’灯、後面方向指示’灯兼 
非常点滅灯、制動な/尾な 


/. ツソを矢 E 口の方向に押して、ランプ 
本体を取り外します。 



2 . ソクツトを回して取リタします。 



3 . ソクットな己電 i 求を引き巧きます。 


▼ 取 U かしま順 

/. ネジ （1 本）を取り外します。 

之矢巧のち向にランプ本体を引いて、 
クリップな己ランプ本体を外します。 



3 . 交換する電巧のソクットを回して取 
り外します。 




▼ 取り巧けず順 
逆の手順で行しほす。 


▼ 取 U 付けず順 
逆の手順で行います。 
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_ いざといラとさに 

いざというときの処置 





〇フォグランプ 
オプション/グレード別装備 
▼取り外しず順 
/. ハンドルを 

ち側の電球を交換する場合は左に、 
左側の電巧を交換する場合はちに、 
いっぱいまで回します。 

2 . クリップ （3 個）ヒネジ （1 本）を取 
り外し、バンパーと マツ ドガードの 
間に手好'入る<5い7ッドガードを 
め< ります。 


マツ ドガード 



3 . コネクターのツベを押して、コネク 


ターを 取り外します。 




▼ 取 U 付け手順 
逆の手順で行しほす。 

〇ルームランプ（フロント） 

▼取 U かしず順 

1 . カバーをち印のち向に引いて取り外 
します。 




▼ 取 U 付け手順 

逆の手順で行しほす。 
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いざといラときに _ 

いざというときの処置 


〇ルームランプ（センター) 
オプション/グレード別装備 

/. ©ドライバーを差し込んで、カバー 
を取り外します。 




キーを閉じ込めたとき 


キーを閉じ込めたときは、 JAF などを呼 
んで < ださし、。 

別冊の「スバ ルサービス ネット フー 
ク」 じ記載ちれています。 

▼キーをな<した層合 

キーナンバーを最寄りのスバル販売店に 
ご連お < ださし、。 

fe アドバイス _ 

• キーの閉じ込みで困らないために下記 
の習慣を,じ、がけてください。 

• 日頃からキーを使ってロックしてくだ 
さい。 

•バッグなどにスペアキーを入れてお 
いてください。 


▼ 取り巧け字順 
逆の手順で巧います。 
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_ いざといラとさに 

いざというときの処置 





車両を緊急停止するには 


巧 一、 車が止ま5な<なったときの非常 
時のみ、下記の手順で車両を停止ちだて 
<ださし、。 

〇緊急停止方法 

/. ブしーキペダルを両足でしっなりと 
踏み続けます。 

A 警告 _ 

■ブレーキペダルを繰り返し踏まない 
でください。通常より強い力が必要と 
_なり、制動距離も長くなります。_ 

2 . t しクトしバーを回しンジじ入れま 
す。 

▼ t しクトしバーガ回しンジじ入った場合 

3. 減速を、車を安全な道路脇に停めて、 
エンジンを停止します。 


▼ t しクトしバーヴ回しンジ I こ入 5 ない垣合 
4 ブしーキペグルを両足で踏み続け、 
可能な限り減をちだます。 

巳' エンジンスイツチを " ACC " ①位置 
I こして、エツジンを停止します。 



6. 車を安全な道路脇じ停めます。 

A 警告 _ 

走行中にやむを得ずエンジンを停止する 

ときは 

•ブレーキの効きが悪くなりハンドル操 
作が重くなるため、車のコント□ール 
がしにくくなり危険です。エンジンを 
停止する前に、可能な限り減速するよ 
うにしてください。 

• キーを抜くとハンドルがロックされる 
ため、キーは絶対に抜かないでくださ 
い。 
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いざといラときに _ 

いざというときの処置 


事故が起きたとき 


交通事なが起きたとぎは友わてすに下記 

①処置を取りましよラ。 

▼ 処置の方を 

/. ただちに車を止めます。車を道のは 
し I こ停車し、昼夜問わす’非常用表示 
板を立てるなどのむ要な®置を取り 
ます。 

2. 負傷者を救護します。人命救助丹'第 
一です。負傷を巧'あれば救急車を呼 
んだり、最寄りの救急病院などへ運 
ぷなどして救護します。 

3. 警察へ事®の報告をします。最寄り 
の警察署または派出所へ事故を報告 
して 警察官の指示 じした 巧います。 
この届化はま令で義務付け己れてい 
ます。 

4. 相手方のお認ヒィ t をします。氏名、 
住所、電話番号などをソ t しておき 
ます。 

巳' 購入した販売会社ヒ保换会社へ連絡 
します。 
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MEMO 
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团 


まのお手入れ 

まの壁備、お手入れの方巧について 
説明しています。 


■ 車のおす入れ_ 

エンジン J レーム -214 

消耗品の補給、交換-216 

タイわの点検-219 

室内のあま入れ-221 

エアコンの あ手入れ-222 

ボディ、塗装面のお手入れ-222 

フイ パーの 交換-224 
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H 車のお手スれ 

まのお手入れ 


まのお手入れ 

車をま全、快適にご使用いただくには、日頃のお手入れが大切です。点 
お方法などは、別冊の「メンテナンスノート」に記載していますので、 
参照してください。 


こンジン ルー ム 


ブしードの違い、ソーカーオプションち記載しています。 


エンジン ルー ム 

エンジンルームは、フ□ントシート下にあります。 

(エンジン ルームの 開閉 一 103 ページ) 



214 


DIAS WAGON S 321 N -0001534 S 331 N -0001307 - 



















車のお手入れ 

まのお手入れ 


圈 


ボンネット 



インストルメントパネル右側 

インストルソントバネルち側のカバーを外すと、ブしーキフルードリザーバータン 
クヴあります。 

点検ちミちについては、別冊の「ソンテナンスソート」を参照して<ださい。 

▼カバーの外しなた 

力/ '(一の上側を矢印の方向じ引きます。 



ZM 主意 _ 

• ブレーキオイルがこぼれたときは、すぐに水で濡れたタオルなどでふき取ってくだ 
さい。ブレーキオイルがこぼれた箇所が変色、’変おするおそれがあります。 
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H 車のお手乂れ 

まのお手入れ 


消耗品の補給、交换 


消耗品の補給、交換などは、別冊の「ベ 

ンテナンスソート」に記載していますの 

で、参照して<ださし、。 

A 警告 _ 

•エンジンルームは大変高ミ互になって 
いることがあるため、下記のことをお 
守りください。 

• やけどをするおそれがありますので、 
点検するときは、十分に;令めてから行 
ってください。 

•点検したあとは、エンジンルーム内 
に工具や巧を置き忘れていないことを 
確認してください。点検や清掃に使用 
した工具や巧などをエンジンルーム 
内に置き忘れていると、故障の原因と 
なったり、車両火災につながるおそれ 
があり危険です。 

•オイルを点検■交換するときは、オイ 
ルがオル タネーター などに付着しない 
ように行ってください。 

オイルが付着したときは、ただちに拭 
き取ってください。オイルが付着して 
いると、車両火災につながるおそれが 
あり危険です。 


エンジンオイル 

エンジンオイルの量を定期的に点検して 
<ださい。なお、高速走行を行ラ前には、 
むす’点おして < ださし、。 


適量範囲 

オイルレベル ゲージ 

堅アドバイス _ 

•エンジンオイルはエンジン内部の潤 
滑、冷がなどをするはたらきがありま 
す。通常の運転をしていてもピストン 
および吸気、排気バルブを潤滑してい 
るオイルの一部が燃焼室などで燃える 
ためオイル量は走行とともに減少しま 
す。また、減少する量は走行条件など 
により異なります。 

•外気温が低いときに、エンジンオイ 
ルミち入口の裏側や、オイル;主入口にエ 
ンジンオイルが白いクリーム状にな 
つて付着していることがあります。 
これは、エンジン内部の水蒸気が冷却 
されて水滴になり、エンジンオイル 
と混ざることにより発生するもので、 
外気;品の上昇、エンジンの暖機等で水 
分が蒸発すると解消‘します。 

この現象によるエンジンオイルの変 
質はなく、そのまま使用しても、問題 
はありません。 
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車のお手入れ 

まのお手入れ 


圈 


冷が水 

▼ちな!水の点検 I こついて 
冷が水リザーバータンクのキゎップじ巧 
いているしべルヴージで巧って<ださい。 
詳し<は別冊の「ベンテナンスノート」 

を参照して < ださい。 

A 警告 _ 

• 水温が高いときは、冷却水ま入□を外 
さないでください。；令が水の圧力が冷 
ミい k ; ち入□にかかっているので、蒸気 
や熱湯がふき出し、大変を険です。 

• 冷がファンに絶対に触れないでくださ 
い。ファンが回転するため、大変危険 
です。 


▼ち巧化①交換|こついて 

A ; 主意 _ 

■冷ち P 水の交換要領は、ボンネット奥に 
おり付けてあるエンジン;令が水交換要 
領ラベルに記載しています。 

• :令ち P 水の交換は、スバル販売店に依 I 頁 
してください。 


エンジンを却水 
交換要領ラベル 



A ま意 _ 

•冷ま P 水リザーバータンクに;令が水が 
ないときは、を去 P 水リザーパータン 
クおよびラジェーターに冷却水を捕給 
したあと、ェア抜きが必要になります 
ので、スバル販売店で点検を受けてく 
ださい。 


fe アドバイス 


•点検後は、；令が水リザーパ- 

-タンク 

のキャップのパイプがま両後方に向く 

ように、キャップを確実に取り付けて 

ください。 


パイプ 
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H 車のお手乂れ 

まのお手入れ 


ウインドウウォッシャー液 
の補給 

ウォッシわ一液の量を定期的に点検して 
<ださい。ウォッシわ一液が不足してい 
るときは、スバル指定ウインドウウォッ 
シわ一液を巧給します。 

挺アドバイス _ 

•ウインドウウォッシャー液はスバル 
指定品をおすすめします。ウォッシャ 
-液の濃度の使い分けとま意事項はウ 
ォッシャー液の容器に記載されていま 
す。 

• ウインドウウォッシャータンクはフ 
ロント、リヤ兼用です。 


▼ 点検のしなち 

ウォッシわータンクのキわップを外し、 
tz 、 ソトしてあるしベルヴージを引き抜き 
ます。 

" NORMAL " 〜 " LOW " の点検巧すベて 
に膜巧張っているなを確認します。 



fe アドバイス 
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車のお手入れ 

まのお手入れ 


圈 


▼ お給のしなた 

ウオ'ソシわータンクのキわツプを外し、 
ウオ 'ソシわ一液容器じ表示してある凍結 
温度を参考に希釈して補給します。 



A 警告 _ 

• エンジンが熱いときやエンジンがかか 
つているときはウォッシャー ミ 夜を補給 
しないでください。ウォッシャー液が 
エンジンなどにかかると、出火するお 
それがありを険です。 


A 注意 _ 

• ウォッシャー液のかわりに石けん水な 
どを入れないでください。塗装のしみ 
や目づまりになるおそれがあります。 


桂アドバイス _ 

• ウォッシャー液をあふれるほど入れな 
いでください。 


タイヤの点検 


タイヤ空気圧の点検 

タイわの空気圧の点検は、最 fi でち月に 
1回巧って < ださい。 

タイわ巧をえているときじ、タイわヴー 
ジで空気圧が規定値じあるなを点検して 
<ださい。また、スペアタイわの空気圧 
ち点検して < ださし、。 

空気圧が適正でない場合は、むす’指定空 
気圧に調整して < ださい。 

(タイわの指定空気圧は運転席側ドア開 
□部に記載しています） 

A 警告 _ 

• 指定空気圧よりほいとま両の安定性を 
損なうばかりでなく、タイヤが偏摩耗 
や早期摩耗します。高ま走行時にスタ 
ンディングウェーブ現を*によりタイ 
ヤがパースト（破裂）するなど、思わ 
ぬ事がにつながるおそれがありを険で 
す。 


堅アドバイス _ 

•タイヤがをえているときとは、一般道 
路で走行距離が IkmiU 下の場合、また 
は3時間 U 上駐車している状態のこと 
をいいます。 

•タイヤが暖まっているときは、タイヤ 
の中の空気が膨張しているので、約20 
〜 30 kPa (0.2 ~ 0.3 { kgf / cnf }) 空気 
圧が高くなっています。この場合、誤 
つて空気圧を下げないようにしてくだ 
さい。 


* 高速で走行しているとき1こ、タイわけ波ラつ 
現象。 
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H 車のお手乂れ 

まのお手入れ 


タイヤの亀裂、損傷 

タイわの側面や接 i 也部全园じ亀裂や損傷 

がないなを点検してくださし、。 

また、討、石、その他の異物が刺さった 

り、なみ込んでいない巧を点検してくだ 

さい。 

A 警告 _ 

• タイヤの側面などに傷や亀裂のあるよ 
うな異常なタイヤを装着しないでくだ 
さい。 

• 異常があるタイヤを装着していると、 
走行時にハンドルが取られたり、異常 
な振動を感じることがあります。 

また、バースト（破裂）など修理でき 
ないような損傷をタイヤにあたえた 
り、タイヤが横滑りするなど、思わぬ 
事故につながるおそれがあり危険で 
す。走行中、異常な振動を感じた場合 
は、スバル販売店で点検を受け、正常 
なタイヤに交換してください。 

• 異常があるタイヤを装着していると、 
まの性能（燃費-車両の安定性-制動 
距離など）が十分に発揮できないばか 
りでなく、思わぬ事がにつながるおそ 
れがあり危険です。また、部品に悪影 
響をあたえるなど故障の原因となるこ 
とがあります。 


タイヤの溝の深さ、異常な摩耗 

タイわの溝の深ちじ不足がないなをスリ 
ップサイン（摩耗限度表示）じより点検 
してくだちし、。 

また、タイわの接地面を周じ極錦じすり 
減っている箇所がない巧を点検してくだ 
ちし、。 


スリップヴイン 



A 警告 _ 

• 摩耗限度を超えたタイヤは使用しない 
でください。タイヤの溝の深さが少な 
いタイヤやスリップサイン（摩耗限 
度表示）が出ているタイヤをそのまま 
使用すると、制動距離が長くなった 
り、雨の日にハイド ロ プレーニンク'' 
現象*じより、ハンドルが操作できなく 
なったり、タイヤがバースト（破裂） 
したりして、思わめ事故につながるお 
それがあり危険です。摩耗限度を超え 
たら、すみやかに正常なタイヤと交換 
してください。 


* 水のたまった道路を高速で走行すると、タイ 
わと路面の間に水げ入り込み、タイわ巧路面 
灯5浮いてしまい、ハンドルやブしーキ灯'効 
ななくなる現象。 
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車のお手入れ 

まのお手入れ 


圈 


タイヤの□— テーシヨン 

タイわは同じ位置で長<走ると、それぞ 
れ異なった減りなたをします。これを防 
<ためじ、タイわの位置を□- テーシヨ 
ンして < だちし、。 

□-テーシヨンは5,000 km 走なごとに巧 
って < ださし、。 

▼ □—テーシヨン① しなた 

图①順 1こ□ーテーシヨン して<だちい。 

(タイわ交換一193ぺージ) 



A 注意 _ 

•応急用スペアタイヤは ローテー シヨ 
ン用タイヤとして使用しないでくださ 
い。 

• タイヤの空気圧を確認してください。 
(タイヤの空気圧は運転席側ドア開 □ 
部に記載しています） 


室内のお手入れ 


ビニール、しザー、プラスチック、巧材 
の汚れ落としには、中性洗剤の水落液を 
柔5ない巧に軽<含ませてお使い<だち 
い。洗浮を、残った洗剤分は真水を含ま 
e た柔5ない巧でよ<落として<ださい。 
室内側のウインドウガラスち、こまめに 
みいておきましよラ。巧れたままにして 
お<と、取れに<<なる場合があります。 

A ま意 _ 

•ベンジン、ガソリン、シンナーなどの 
有機溶剤は変色、しみなどの原因とな 
るので使わないでください。 

特にシートベルトについては、必ず 
中性洗剤を溶かしたぬるま湯を使用し 
てください。中性洗剤 U 外を使用する 
と、ベルトが弱くなり万一のときに正 
常なはたらきをしないことがありま 
す。 

• 各スイッチの周辺にシリコン系のスプ 
レーを使用しないでください。シリコ 
ンが内部の電気部品にイ寸着し、故障の 
原因となります。 

•乾燥は直射日光をさけ、風®しが良 
く、ほこりの立たない日陰で行ってく 
ださい。素材のいたみを早める原因と 
なります。 


fe アドバイス _ 

• リヤウインドゥガラス内面を清掃す 
るときは、電熱線を傷付けないでくだ 
さい。 
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H 車のお手乂れ 

まのお手入れ 



エアコンガスは新を媒 HFC 134 a 
( R 134 a ) を使用しています。 i 也採環境 
保全のため、大気放出しないで<ださい。 

挺アドバイス _ 

•エアコンガスの補充、エアコンの修 
理をする場合は スバル 販売店にご相談 
ください。 


ボディ、塗装面のお手入れ 


塗装面など車体の外観を美し<保つため 
じ、洗車、ワックスがけを月1回程度の 
割さで定期的に巧って<ださい。また、 
長時間屋外で駐車するときは、ボディカ 
バーを付けるよラじた巧けましよラ。 
車体にほこりや異物などを付けたままに 
しておきますと、塗装面の劣化や車体、 
部品の腐食を早めた U 、 化学変化による 
塗装面の変色やはん点の発生などの原因 
じなります。 

下記の場合は早め I こ洗車をして<ださい。 
• 海岸地帯、凍結防止剤を散巧した道路 
を走行したとき 

• ばい煙、粉じん、鉄粉などの降下のを 
し、場所に駐車したとき 
•コールタール、巧粉'、鳥のみん、ち、 
樹液など巧付いたとき 
• ほこり、おなどで著し<汚れたとき 

髮アドバイス _ 

• 海岸地帯や凍結防止剤を散布した道路 
を走巧したあとは、特にま体の下回 
り、足回りを念入りに洗ましてくださ 
い。 

• 塗装の飛石傷やかき傷は、腐食の原因 
となります。見つけたら早めにペイン 
卜で補修してください。 

•保管、駐車は風通しの良い車庫や屋根 
のある場所をおすすめします。 

• お使いになる洗剤やワックスの説明を 
よく読んで、正しくお手入れを行って 
ください。 
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車のお手入れ 

まのお手入れ 


圈 


^ 

▼ 洗車のま順 

I 十分に水をなけな灯'己スポンジまた 
は t ーム皮のよラな柔白巧い物で洗 
います。汚れのひどい箇所は カーシ 
ゎンプー液または中性な剤でない、 
水で完全に洗い落とします。 

2水巧乾なないラちに/るき取ります。 

A ま意 _ 

•が意に空気取り入れ□やエンジンル 
-ム内の電気部品に水をかけないでく 
ださい。エンジンの始動不良や電気部 
品のが障の原因になります。 

• 洗車後や水たまり走行後はほまでブレ 
-キペダルを軽く踏んでブレーキが 
正常にはたらくことを確認してくださ 
い。効きが悪い場合は、周囲の安全に 
十分;主意して効きが回復するまで数回 
ブレーキペダルを軽く踏んでくださ 
い。 

• 高温の湯で洗ますると樹脂部品などが 
損傷するおそれがあります。 

• 下回り足回りを洗うときは手をけがし 
ないようにミち意してください。 

• ランプのレンズ表面をワックス-ベン 
ジンやガソリンなどの有機溶剤でふい 
たり、硬いブラシでこすらないでくだ 
さい。レンズが破損したり、劣化を早 
めるおそれがあります。 


畦アドバイス _ 

•研磨剤（コンパウンド）入りの洗剤を 
使用すると、ま体の色によっては色落 
ちの原因になることがあります。 


〇自動洗ま機を使用するとき 

A を意 _ 

•エアコンコント ロールパネルの内外 
気切り替えスイッチで"内気循環"に 
してください。ま内に水が入り、故障 
の原因になります。 

•ミラー-アンテナは格納して、前側か 
ら洗車してください。 

• ときによりブラシの傷が付き、塗装の 
光おが失われたり头'化を早めることが 
あります。 


〇高圧洗ま機を使用するとき 

必主意 _ 

•ドアガラスやドア周りなどの開閉部 
分に洗車ノズルを向けると、ま内に水 
が入ることがあります。 


ワックスがけ 

月に一回程度または水をはじなな<なっ 
たときに巧って < ださし、。 

▼ フックスをなける前 I こ 

塗装面の汚れを水洗いし、水分を十分に 
みき取ってな5日陰または車体表面巧体 
温た(下 I こなっているときに行って < だち 
し、。ワックスはつバル指定力ーワックス 
をあすすめします。 

fe アドバイス _ 

• 塗装されていない樹脂部品にワックス 
を使用しないでください。ワックスが 
付着すると、白くなったリムラになる 
ことが'あります。 

•研磨剤（コンパウンド）入りのワック 
スを使用すると、ま体の色によっては 
色落ちの原因になることがあります。 
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H 車のお手乂れ 

まのお手入れ 


樹脂部分のお手入れ 

樹脂塗装部品（バンバーなど）にガソリ 
ン、オイル、冷な!水、バッテリー液など 
が付着すると、しみの発生ゃツわ落ち、 
塗膜ヴはがれる原因となります。十分に 
水ミ先いをしたあとただちに柔己巧い巧で 
'3、き取って < ださい。 

挺アドバイス _ 

• 樹脂塗装部品の傷の補修をする場合 
は、スバル販売店にごネ目談ください。 
不適当な塗料を使用すると塗膜をいた 
めます。 


アルミホイールのお手入れ 

オプション/グレード別装備 
アル5ぶイールはボディの洗車と同じ要 
領で巧い、ボディと同じワックスでワッ 
クスガけをして < ださし、。 

A ミ主意 _ 

•アルミホイールにワックスがけをす 
る際は、ホイールナットの座面にワ 
ックスを付着させないようにま意して 
ください。必要！; I 上に締め付けられ、 
ボルトが破損するおそれがあります。 


ワイ パーの 交換 


A ま意 _ 

• ワイパーブレード、ラバーはスバル 
指定品をおすすめします。スバル指定 
なかを使用すると、適切に装着できな 
い場合があります。 

• 傷んだワイパーブレードラバーを使 
用し続けると、ウインドゥガラスを 
傷付けるおそれがあります。がきむら 
がある場合は、早めに交換してくださ 
い。 

• フロントワイパーアームを起こすと 
きは、必ず運転席側のワイパーアー 
ムから起こしてください。 また、もと 
に戻すときは助手席側のワイパーア 
-ムから戻してください。 

• ワイパーブレード、ラバーを取り外 
したときは、ワイパーアームを倒さ 
ないでください。ウインドゥガラス 
やボンネットに傷が付くおそれがあり 
ます。 

•起こしたワイパーアームを戻すとき 
は、手を添えながらゆっくりと戻して 
ください。離れた位置から戻すと、ワ 
イパーアームが変あしたり、ウイン 
ドゥガラスに傷が付くおそれがあり 
ます。 

• 確実に取り付けられていることを確認 
してからワイパーを作動させてくださ 
い。ウインドウガラスに傷が付くお 
それがあります。 
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車のお手入れ 

まのお手入れ 



フロントワイ パー 

〇 ワイパーブレード 
▼取り外しなた 

/. アームを起こします。 

2ブしードをツソ巧見える角度まで傾 
けます。 

3 . ツソを押しな巧5、ブしードを矢印 
①の方向じ引いたあと、矢印②の方 
向に抜き取ります。 



▼ 取り付けなた 

• ブしードをアームに取り付けます。 

• ブしー ドと アーム 巧お実に固定されて 
いることを確認して < ださし、。 


〇ワイパーブレードラバー 
▼取り外しなた 

/. ラバーのストッパー巧ブしードの、ソ 
ソな5外れるまで引きます。 



2 . そのまま ラバーをブしー ドな5引き 
巧きます。 

▼ 取りがけなた 

/. ラバーな己プしートを取り外します。 

2 . ラバーを 取り曽えます。 

3 . プしート①反りの向きにミち意して、 

プ しー トを ラバーに 差し込みます。 
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H 車のお手スれ 

まのお手入れ 


4 . ストッパーびない側な曰ラバーをブ 
しードに挿入します。 

5 . 取り付けたとき、ストッパーのある 
側巧運 I 云席側じなるよラじして < だ 
さし、。 

A 注意 _ 

• ラバーのストッパーじブレードのツメ 
を確実に挿入してください。ウインド 
ウガラスに傷が付くおそれがありま 
す。 


リヤワイ パー 

〇ワイパーブレード 
▼取り外し巧た 
I アームを起こします。 

2ブしードを矢印!の方向に◎し、アー 
ムと垂直じします。 



3 ブしードを矢印の方向に引いて、ア 
-ム方'5ブしードを弓 I き抜きます。 



▼取り付け灯た 

逆の手順で巧います。 
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車のお手入れ 

まのお手入れ 



〇ワイパーブレードラバー ▼取り付けなち 


▼取りかしなた 

/. ラバーをま前に引いて、ブしードの 
先端部のストッパー灯曰取り外しま 
す。 


/. ラバーけ己プしートを取り外します。 
之ラバーを取り营えます。 

3 . プしートの反りの向きじを意して、 
プしートをラバー I こ差し込みます。 
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H 車のお手スれ 

まのお手入れ 


4. ブしードの巧揣部① 2 番目の、ソソな 
5ラバーを挿入します。 

氏 ブしードの後端部の、ソソにラバーを 
通し、さ51こラバーを挿入して、後 
端部のストッパーを通過ちせます。 

6. 先端部のツソじラバーを通し、先端 
部のストッパーまで挿入します。 

7. 後端部の、ソべにラバーけ'お実 I こ挿入 
ちれていることをお諭して <ださし、 


巧5患部のストツバー 



^ _ 

• ラバーにブレードのツメを確実に挿入 
してください。ウインドウガラスに 
傷が付くおそれがあります。 
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MEMO 
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MEMO 
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積雪、寒冷時の取 y 扱い 

積雪時、寒冷時に化まとなる 
運面な識について説明しています。 


■ 積雪、寒を時の取り扱い 


をに向方'つてのおま入れ-232 

走行前点検と準備-233 

積雪、塞冷時の走行-2% 

走巧中の点検とを意-235 

走行後の取り扱い-236 
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積雪、寒を時の巧 y 扱い 

積雪、寒み時の取 y 巧い 


積雪、寒冷時の取 y 扱い 


をに向かってのお手入れ 


点検方をなどは、別冊の「インテナジス 
タート」に記載していますので、参照し 
て < ださし、。 


バ ッ了り一 

気温ヴ下がるとバッテリーの性能ザ低下 
しエンジン始動に支障をきたすこヒヴあ 
りますので、液量、比重の確認をし、 I 必 
要に応じて液の補給や巧充電をして < だ 
ちし、。 


エンジンオイル 

を期はオイルのち化び激し <なります。 
指定ブしードのエンジンオイルを、早め 
に交換して < ださい。 


冷が水 

をな!かの凍結を防 <ためじクーラント 
(不凍液）の濃度の確認をスバル販売店 
じ巧頼して < ださし、。 


ウづンドウウオツンヤ—液 

ウォッシわ一液の凍結を防<'ためじ、ウ 
オツシわ一液の濃度を上げて < ださし、。 


寒冷地用ワイパーブレード 

降雪期に使用する寒;を化用フイパーブし 
ードは、雪が付着するのを防<ために金 
属部分をゴムでおおってあります。 

寒を化用ワイパーブしードは、あ車のヴ 
イブに合ったスバル純正部品をご使用< 
ださい。 

A ま意 _ 

•高ま走行時は、 ® 常のワイパーブレ 
-ドよりウインドウガラスがふき取 
りにくくなることがあります。その場 
合は速度を落として走行してくださ 
い。 
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積雪，寒み時の巧 y 扱い 

積雪、寒み時の取 y 巧い 



走行前点検と準備 


走行前点検の際に下記の点検ち巧って< 
だちし、。 


足回りなどの着氷 

車の下回りをのぞいて、足回りなどに氷 
魄ヴ付着していないな確認して<ださい。 
付着している氷塊は、部品を損傷しない 
よラに十分ミち意して取り除いて < ださい。 
ペダル類やハンドルの動きヴ円滑などラ 
なち確認して <ださし、。 


車体への積雪 

屋根に積ちった雪は、走行する前に取り 
除いて<ださい。走巧時、ガラス面に落 
下すると視界のさまたげとなり危険です。 

A ま意 _ 

• 氷結している部分をお理に取り除くと 
塗装などをいためる場合がありますの 
でま意してください。 


ドアのま結 

ドア巧凍結した場合は無理に開けよラと 
するとドア周りのゴムがはがれた U 、 破 
損するおそれがあります。めるま湯をな 
けて氷をと巧して<ださい。開けたあと 
は化分をよ<みき取って<ださい。不十 
分ですとまたま結すること巧あります。 


ウインドゥガラスの凍結 

凍結しているときは、めるま湯をなけて 

氷をとなし、水分をよ<みき取って<だ 

ちし、。 

ZM 主意 _ 

• 氷をとかすときはめるま湯を使用し、 
熱湯はかけないでください。ウインド 
ゥガラスが割れるおそれがありま 
す。 

•フロントウインドゥガラスに付いた 
氷を取り除くために、氷をたたいて割 
らないでください。フロントウイン 
ドゥガラスの内側（車内側）が割れ 
るおそれがあります。 


ワイパーなどのま結 

ワイバー、ドアミラー、ドアガラスな 
どが凍ったり、雪ヴ固まって動なないヒ 
きは、めるま湯をなけて氷や雪をとなし、 
水分をみき取って < ださい。 

A 注意 _ 

•凍結したまま、または雪が固まったま 
まワイパー、ドアミラー、ドアガラ 
スなどを無理に作動させると、ワイパ 
—ゴムを損傷したり、 モー ターなど 
が故障するおそれがあります。 


乗ま時のま意 

跳にこびりついた雪は、乗車時によ < 落 
として < ださい。ペダル類を操作すると 
きじ滑ったり、室内の湿気ヴを < なリガ 
ラスガ曇ったりすることヴあります。ま 
た、床面などヴ加湿が態となり、腐食の 
原因となります。 
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積雪、寒を時の巧 y 扱い _ 

積雪、寒み時の取 y 巧い 


積雪、寒み時の走わ 


雪道、凍結おを走るときはタイわチェー 
ンまたはを用タイわ (スタツドしスタイ 
わ）を装着して < ださし、。 

A ま意 _ 

•積雪時は、スピードを控えめにしてく 
ださい。路面が凍結している可能性が 
高く、大変スリップしやすくなり、思 
わぬ事がにつながるおそれがありま 
す。 

チェーン装着ま、を巧タイヤ（スタッ 
ドレスタイヤ）装着ま、また AWD 
ま、 ABS 装着まであっても慎重な運転 
をしてください。 


タイヤチェーンの装着 

を輸駆動車ですので、チェーンは後5 2 
輪に装着します。 AWD 車ちをろ2輸じ装 
着します。 

タイわチェーンは、タイわヴイブに合 
つた物を使用して<ださい。詳し<はつ 
パル販売店じご相談 < ださし、。 


▼指定タイわヴイブあよびチェーンの種別 


タイヤサイズ 

タイヤチェーンの種別 

165/65 R 13 

スバル純正チェーン 

使用可能 

巿販 JIS チ:!:ーン（金属） 

使用不可 


A ま意 _ 

•タイヤチ；!：ーンはまのタイヤのサイ 
ズに合った、スバル指定品または指定 
サイズの物を使用してください。サイ 
ズの合わないチェーンを使用すると、 
ブレーキ配管や車体を破損し、を除で 
す。 


A ま意 _ 

• 金属チェーンを使用するとま体に干渉 
して異音発生や傷付きによる請が発生 
することがあります。 

•タイヤチェーンの取り付けは各タイ 
ヤチェーン付属の取扱説明書にした 
がって行ってください。 

•タイヤチェーン装着時は 30 km / hLU 上 
で走行しないでください。タイヤチ 
X- ンにかかる負担が大きくなり、チ 
X- ンが切れやすくなります。 

• 取り付け作業は雪上などをさけ交通の 
さまたげにならないま全で平らな場所 
で行ってください。必ず駐車ブレーキ 
をかけ、が常点滅なを点滅させ、人や 
荷物は降ろし、停止表示板も使用して 
ください。 

■作業をするときは、車体端部などでけ 
がをしないようにミち意してください。 

•応急用スペアタイヤには標準タイヤ 
用のタイヤチ； L - ンは装着できませ 
ん。後輪がパンクした場合は、応急用 
スペアタイヤを前輪に装着し、外し 
た前輪タイヤを後輪に取り付け、これ 
に標準タイヤ用タイヤチ I - ンを装 
着してください。 


堅アドバイス _ 

•タイヤチてーンを装着するとホイー 
ル キャップやアルミホイールに傷が 
付くおそれがあります。ホイールキ 
ャップ装着まはホイールキャップを 
取り外した状態で、タイヤチェーン 
を装着してください。 
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積雪，寒み時の巧 y 扱い 

積雪、寒み時の取 y 巧い 



を用タイヤ 


走行中の点検とま意 

(スタッドレスタイヤ）の装着 


ブ レーキ のま結 

A ま意 

精雪、裏冷時ではブし一丰装置じが着し 

•冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ） 
装着時も、必ず標準タイヤと同じ指定 
サイズで、同一種類のタイヤを装着 
し、指定空気圧で走行してください。 
また、を用タイヤ（スタッドレスタ 
イヤ）を装着するときは、4輪とも同 
じ種類の物に交換してください。 

• 地方により条例の違いがありますの 
で、その地区の条例にしたがってくだ 
さい。 

た水ヴ凍結し、ブしーキ①効き巧悪<な 
ることだあります。その際には、前後の 
車に十分ミ主意して、ブしーキぺブルを輕 
<踏みなヴ己低速で走巧し、ブしーキパ 
ツドのしめりを乾なして < ださし、。 

心主意 


•万一、ブレーキの効きが回復しないと 
きは、ただちにスバル販売店で点検を 
受けてください。 


雪道、凍結おのを意 
心主意 _ 

• 雪道やま結路では、急加速、急減速、 
急ブレーキ、急ハンドルをさけてくだ 
さい。スリップして方向性を失い事故 
につながるおそれがあります。 


走行中の雪の付着 

雪道走行時、タイわハウス裏側に巧着し 
た雪ガ氷結し、巧第にたい積して/\ンド 
ルのきれが悪<なることがあります。と 
きどき異常のないことを確認して<だち 
い。ランプ類などは、走巧中に雪のため 
じ暗<なることガあるので、ときどき勇 
常のないことを確認して < ださい。 
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積雪、寒を時の巧 y 扱い _ 

積雪、寒み時の取 y 巧い 


パンク時の対応 

タイわチェーン装着時、後輪がパンクし 
た揚合は、応急用スペアタイわを前輪に 
装着し、外した前輔タイわをを輸じ取り 
付け、これにタイわチェーンを装着して 
<ださい。 

応急用スペアタイわじはタイわチェー 
ンは装着できまだん。 



屋外に駐車するときは、まの前部を風下 
や日の当たるち向に向けて止めて<ださ 
し、。 

エンジンが)ちえすぎると、始動しに<< 
なるこヒヴあります。 

また、ワイバーアームは起こして < だち 
い。雪の重みでアーム取り付け部がこわ 
れること巧あります。 

A ま意 _ 

• フロントワイパー アーム を起こすと 
きは、化ず運転席側のワイパーアー 
ムから起こしてください。 また、もと 
に戻すときは助手席測のワイパーア 
-ムから戻してください。 


堅アドバイス _ 

• 寒;令時は駐まブレーキをかけるとブレ 
-キ装置が;ま結して駐車ブレーキが解 
除できなくなるおそれがありますので 
使用しないでください。セレクトレ 
パーを回レンジに入れておきましよ 
ラ。 

• 巧下や樹木の下での駐車はさけてくだ 
さい。落雪でま体を損傷するおそれが 
あります。 

•降雪時に長時間駐まするときは、アン 
テナを収納してください。 

(アンテナー169ぺージ) 
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積雪，寒み時の巧 y 扱い 

積雪、寒み時の取 y 巧い 



洗ま方法 

凍結防止剤をまいた道路を走行したとき 
は、早めに下回りと足回りを洗車して< 
だちい。放置すると腐食の原因となりま 
す。洗車後は凍結防止のため水分をよ< 
みき取って < ださい。 

挺アドバイス _ 

• ドアのキー挿入□やドア周りのゴム部 
の水分は特によくふき取ってくださ 
い。 


格納方法 

長時間使むないで屋外に放置してお<と 
きは、塗装面の保護とドア周 U のま結を 
防<ために、ボディカバーを使用して< 
だちい。 

A ま意 _ 

• エンジンの冷えすぎを防ぐために毛巧 
でおおったり、フロントグリルに段 
ボールや、新聞紙を挟み込まないでく 
ださい。これがもとで燃え出すを険が 
あります。 
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DIAS WAGON S 321 N -0001534 〜， S 331 N -0001307 〜 



サー ビス データ 


項 目 

サー ビス デー タ 

点火プラグ 

プラグ型ま 

NGK 

デン ソー 

ILKR7D9 

(イリジウムプラグ） 

SXU22HPR9 
(イリジウムプラグ） 

フアンベルト 

たわみ量 (mm) 巧力 98N{l0kgf} 時 

7.4 〜 9.0 

点檢位置呼] 

1 

(点検時） 

が 

パワーステアリング 
ベルト 

たわみ量 (mm) f 甲力 98N{l0kgf} 時 

12.6 〜 18.3 (点検時） 

アイドリング回転数 （ rpm) 

850 

ブレーキペダル 

遊び （ mm) 

0.5 〜2 

巧板とのすき間 （ mm) 

(踏力 294N{30kgf} 時） 

84.3 ムソ上 

駐車ブレーキ 

踏みしろ（踏力 294N{30kgf} 時） 

6〜8 ノ ツチ 

バッテリー 

44B20L 

フューエルタンク 

容量け）（無鈴ガソリン使用） 

40 

ウオッシャータンク 

容量け） 

2.0 
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サービス デー タ 


項 目 

サービスデータ 

エンジンオイル 

巧巧オイルと交換時期 

- SUBARU MOTOR OIL SM 5W-30 
.アミックスモーターオイル SAE5W-30 
(API 分類 上） 

目か月ごとまたは、5,000 km ごと (2,500km ごと ) の 
どちらか早い方 

交換 量（幻 

オイル交換時 

約 3.2 

オイルけイルフィルタ- 
(オイルクり-ナ -) 交鱗 

約 3.4 

オイルフイルター 
{オイルクリーナ ー) 

交換時期 

10,000 km ごと（5,000 km ごと*) 

トランスミッション 
オイル 

交換時期 

100,000 km ごと 

使用オイル 

アミックス ATF D3-SP 

交換 量け） 

約1.7(ドレーン）、約4.6(全容量） 

トランスファオイル 

交換時期 

100,000 km ごと 

ほ用オイル 

アミックストランスミッションギヤオイル 
SAE75W-80 (AP 份類 GL-4) 

交換量（む 

約 1.6 

デファレンシャル 
オイル 

交換時期 

30,000 km ごとまたは2年ごと（初回は3年） 

使用オイル 

アミックスデファレンシャルハイポイドギヤオイル 
SAE80W-90 (API 分類 GL-5) 

交換 量（が 

フ□ント 

約 0.5 

ソヤ 

約 1.1 

ブレーキオイル 

交換時期 

2年ごと（初回は3年） 

使用オイル 

アミックスブレーキフルード （DOT3 巧当） 

エァクり—トエレメント 

交換時期 

40,000 km ごとに0,000 km ごと*) 

パワーステアリングオイル 

使用オイル 

アミックスパワーステアリングフルード 

冷却水 

交換時期 

2年ごと（初回は3年） 

使用あ 

アミックスロングライフクーラント 
(高防鐘カタイプ） 

規を濃度（％) 

已〇 

全容量（ぶ） 

(除くリザーバータンク） 

5.8 


* シビアコンディション条件での定期交換の場合 

シビアコンディション条件とは、走行距離大（20,000 kmiiLb/ 年）や短距離走行の繰り返し 
(8km じ(下/回）または外気温が氷点下での繰り返し走行が多い場合などに適用します。 
詳しくは別冊の「メンテナンスノ ート」を参照してください。 
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サー ビス データ 


タイヤサイズ 

タイヤ空気圧 
(空車時： kPa{kgf/cm 2 }) 

タイヤの溝の 
深さ （IM) 

タイヤ位置 
交換時期 

前輪 

後輪 

165/65R13 

190{1.9} 

250に 5} 

1.6 虹上 

5,000 km ごと 

T1 25/90 D12( 応急用タイヤ） 

420(4.2} 
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さくいん 



アーム しスト 


アーム しスト 

フ□ントシ ー I -40 

リわシー!-43 

ァイ K リンブ回転数-240 

アウター(ドア ）ミう -113 

ァシストグリップ-177 

足 S 皆みす i 主車ブしーキ-140 

アンチ□ツクブしーキシステム 

( ABS ) -72 

アンテナ-1日9 



ELR シートベル!-51 


ELR シートベル!-51 

イ-ジ-ク□-ヴ-機構-88 

EBD -72 

イブニ'ソシヨン（エンジン） 

] イッチ-139 

イブニ'ソシヨンキ-76 

ISO 円 X 巧府 SO FIX 固定バー 

&テヴー アンカ-61 

イツジ クーター ランプ 

(表示む）-122 

インター□ツク-139 

インナー(ルーム）ミラ-113 



ウインカー(方向指示）しバ-に4 

ウインドウウオツシわ一液の 


ウイン カー (方向指示）しバ-に4 

ウインドウウオッシわ一液の 

巧給-218 

ウインドウガラス 

りり- ウインドウ）-109 

ウインドウデフオッ ガー 

スイッチ -137 

ウィンドゥ反転機構-112 

ウオーニングランプ（警告む）----124 

ウオ'ソシわースイッチ-13已 

ウオ'ソシわータンクの容量-240 

運転席 SRS エアバッグ-6日 
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さくいん 



エアクリーナーエしソント① 

デ—夕 -241 


エアクリーナーエしソント① 

デ—夕 -241 

ェアコン 

才ートェアコン-1日0 

I 」わヒータ-1日8 

エア〕ンガス-222 

エアバッグ-的 

AWD 車-141 

A/T (才ートマチック）車-14日 

ABS -72 

SRS エアバッグ-日5 

LLC (; 御水）のデ-夕-241 

エンジンオイルのデータ-241 

エンジンオイルしべルヴージ… -21 日 
エンジン回転計 

(タコメータ ー) -120 

エンジンキ-76 

エンジン 警告 ホ 了-124 

エンジンスイツチ-139 

エンジンフード（ボンネット） ----101 
エンジン ルーム 

エンジンルーム-214 

エンジンルーム①開閉-103 



オイルの交}奥量-241 


オイルの交}奥量-241 

オイルプしツシわ一警告む-12已 

応急用スペアタイわ-190 

大型カーゴルームランプ 

( LED ) -170 

ブートエアコン-160 

才ート（パフー)ウインドゥ-109 

才ート巧'ソクま-146 

オートしべライザー警告む-129 

才ーバードライブ (0/ D ) OFF 

表示な-123 

ブーバー ドライブスイ’ソチ -1 巳 0 

才—バ—ヒ—卜 -198 

オープナー 

フユーエルリツド -108 

ボンネツ I -102 

オドソーター（積算距離計）——121 
ブルタネーター（フアン）ベルトの 

点検基準值-240 

を。 J 自ロ センサ 168 



ねーコ ソクツ I -172 


わ-] ソクッ I -172 

力ードホルダ-174 

猶（キ _) -76 

カップホルタ'-176 

巧を□-ドリミッター機構イ寸 

シートベル! -52 

間欠フイパー（ワイパー • 

ウス'ソシわースイ'ソチ）-135 
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さくいん 



キ-76 


キ-76 

キーインター□ック-139 

キー(エンジン）スイ’ソチ-139 

キー聞じ込み防止機旨 g -84 

キー抜ぎ忘れ警告ブザ-9曰 

給ミ由 □ (フユーエルリッド）-106 

緊急停止するには-209 



警音器（ホーン）スイ'ソチ-138 


警音器（ホーン）スイ'ソチ-138 

計器いータ ー) -118 

警告な -124 

警告ブヴー 

キー抜ぎ忘れ警告ブザ -96 

ランプ消し忘れ警告ブヴ -132 

けん弓 I -187 



空気圧-242 


空気圧-242 

空調-160 

クーラー (エアコン）-160 

クーラント0をが水）のデータ——241 
区間距離計 

(トリップ ソータ ー) -121 

曇り取り 

フ□ント-167 

ソわ-137 

クラクシヨン（ホーン） 

] イッチ-138 

クリーナー（スイルフイルター)の 

デ—夕 -241 

ブ□-ブボックス-17巳 



工具-180 

光軸調整ブイわル-133 


工具-180 

光軸調整ブイわル-133 

高水温警告む-127 

後席（ I 」わシート）-41 

固定バ-61 

コン ビネーシヨ ンスイ、ソチ- 130 

コンビネーシヨンベータ-118 



ヴー ビス デー タ-239 


ヴー ビス デー タ-239 

ヴイド（駐車）ブしーキ-140 

サイド（ドア）ミラ-113 

3点'式 ELR シートベル!-巳1 

ヴンバイザ-173 
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さくいん 



シート 水温警告な-127 


フ□ント-39 水温表示な-123 

'」わ-41 スイ'ソチ-130 


ゾ—トヘルト-48 

シートベルト警告-127 

シガーライタ-172 

室内照明-170 

シフト （t しクト）しバ-147 

シフト□ツク装置-147 

車載工具-180 

ジわツキのイまし、巧た-182 

車雨)を緊急イ亭止するには-209 

集中ドア□ツク-9巳 

充電（チゎ-ジ）警告む-125 

使用ブイル-241 

乗降用ブソップ-177 

照度調整-121 

照お-170 

助手席 SRSI アバツグ-的 


スターターコント□ール 

システム-144 

スタック[立ち往生）したとき-----185 

ZU - (タイわ）チェーン-234 

スパーク（点义）プラグの型ぶ-----240 

スピードベータ-120 

スペアタイわ-190 

スライド調整 

フ□ントシート-39 

リわシ ー I -41 

スライドドア-8己 
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さくいん 



積算距離計（オドベーター）-121 


積算距離計（オドベーター）-121 

t キュリティ表示口-123 

t しクトインジクータ-123 

tz しクトしパ'-147 

洗車-223 

前照な（ヘッドランプ）の 

切り营え-131 

前席（フ□ントシート）-39 



速度計ピードベータ ー) -120 


ソフト V フットシ_1-47 



夕ーボ車-141 

ターンシブナルインジクーター 


夕ー ボ車-141 

ターンシブナルインジクーター 

(方向指示器表示む）-122 

ターンシグナル（ち向指示） 

しパ -134 

タイわチェーン-234 

タイゎの交換-193 

タイわの卜ータ-242 

タイわの□-テーシヨン-221 

タコベータ -120 

暖房（エアコン） 

才ートエアコン-160 

リわヒータ -168 



チェーン-2% 

チェックエンジン警告 ！ G -124 

チェンジ （ tz しクト）しバ-147 

チクッ^- ホルダ-174 

チトージ警告な-12巳 

チゎイルドシート-已3 

チゎイルドシート-巳3 

チゎイルドシート固定パ'-61 

チゎイルドシートの選けけた-巳巳 

チゎイルドシートの固定の 

しなた-60 

チゎイルドシート①種!頁-巳4 

チゎイルドプルーフ-9日 

駐まブしーキ-140 

I ち車ブしーキの点'検基準イ直-240 



ツール（工具）-180 
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さくいん 



イ氏水温表示な-123 

ディスクホイール（タイわ）の 


イ氏水温表示な-123 

ディスクホイール（タイわ）の 

交換-193 

ディスクホイール（タイわ）の 

す 一9 -242 

ディつチジ'ヘッドランプ——132 

テザーアンカ-61 

デフアしンシわルオイルの 

デー タ-241 

デフォッガースィッチ-137 

デフ□スター（曇り取り） 

フ□ント-167 

ソわ-137 

デュアル SF ^ X アバ'ソブ-的 

点义プラグの型式-240 

電球の交換-202 

点検整備ち目 

(ヴービスデータ）-239 

電動な納式（ドア）ミラ-113 

電動スラィドドア-89 

電波式リ亡コンドア□ツク-77 



内気 t ンヴ-168 



日射 tz ンヴ-168 



燃料給ミ由 □ (フユーエルリツ ド） ----- 10日 


燃料給ミ由 □ (フユーエルリツ ド） ----- 10日 

燃料計-120 

燃料残量警告な-128 

燃料（フユーエル）タンクの 
容量-240 



ド7-83 


ド7-83 

ドァ（パフ-)ウィンドゥ-109 

ドァミラ-113 

ドア□ック-95 

を難警報装置-80 

トランスファスイルのデータ-241 

トランスミツシヨンオイルの 

デ—夕 -241 

トリップ ィーター 

(区間距離計）-121 
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さくいん 


八 


パーキング（駐車）ブしーキ -140 

パーキング（駐車）ブしーキの 

点検基準値 -240 

阪皿 -173 

ハイビーム/パッシンブ表示な-122 

八 ザ ード イッジ' クーター 

(非常点滅表示打）-122 

A ザード（非常点滅む） 

スイッチ-134 

巧みのみ防止機構 

(パフースライドドア）-94 

発お筒 -18 日 

バック（ルーム）ミラ -113 

パッシング 

(ヘッドランプの切り營え）-131 

バッテ'あか」 -197 

バッテリ-あげり防止機能 -171 

バッテ'」-①型式-240 

バニティーミラ -174 

バルブ（電球）①交換-202 

I り- ウインドウ-109 

パフー ステアリンブオイルの 

デー勺 -241 

パフーステアリンブベルトの 

点検基準値 -240 

I りー スライドドア-89 

パンク -190 


ヒーター(エアコン) 


才ートエアコン-160 

I 」わヒータ-168 

非常点滅なスイッチ-1：34 

非常点滅表示口-122 

ヒユーブボックス-200 

表示む-122 


252 


DIAS WAGON S321 N-0001534 S331N-0001307 - 
































さくいん 



フアンベルトの点検基準値-240 

V (フアン）ベルトの点検基準値…-240 


ファンベルトの点検基準値-240 

V (ファン）ベルトの点検基準値…-240 

フイルターのデータ -241 

フオブランプスイ'ソチ-137 

フオブランプ表示10-122 

フット（足踏す駐車）ブしーキ——140 

不凍液 G 御水） のデ-弓 -241 

フユーエルウオーニング 

(燃料残量警告む）-128 

フユーエル タンクの容量-240 

フユーエル ソーター （燃料計） 一一 に0 

フユーエルリッド -106 

プラグの型式-240 

プリ テンシヨナー& 

巧変□-ドリミッター機構付 

シートベル!-52 

フルタイム AWD ま-141 

ブしーキ （ ABS ) -72 

ブしーキオイルのデータ-241 

ブしーキ警告む-126 

ブしーキペダルの点検基準値-240 

ブしード（ワイパー)の交換-224 

フ□ントシ ー I -39 

フ□ントシートベル!-50 

フ□ントドア-83 

フ□ントフオブランプ 

スイッチ-137 

フ□ントフイ パー •ウオツシわ一 
つイツチ-135 



ヘッドランプの切り营え-131 


ヘッドランプの切り营え-131 

ヘッドしストの調整-40 

ヘッドしス h の取 U 夕1■し-43 

ベルトの点検基準値-240 



ホイール（タイわ）の交換-193 


ホイール（タイわ）の交換-193 

ホイール（タイわ）のデータ-242 

方向指示器表示む-122 

方向指示しバ-134 

ホー ンスイッチ-138 

巧給〇 (フユーエルリツド）——106 
ポジシヨン表示む 

(tz しクトインジクーター）——123 
ボンネツ I -101 



窓ガラス（パフーウインドウ）----109 



ミラー 


ミラー 

ドア ミラ -113 

ルーム ミラ -113 


DIAS WAGON S321 N-0001534 S331 N-0001 307- 


253 












































さくいん 



ソ—夕-118 

ソンテナンスデータ 


ソ—夕-118 

ソンテナンスデータ 
けービスデータ）-239 



油圧（オイルプしツシわ一) 


警告な-125 



4速才ート7チック 


トクンスミ'ソシヨン-148 



ライテインブスイ'ソチ-131 


ライテインブスイ'ソチ-131 

ライティングスイ'ソチ表示む-122 

ラジエーター 液（冷ま P 水） の 

デー タ-241 

ラバ'-(フイ/\°-)①交換-224 

ランプ消し忘れ警告ブザ-132 



リクライニング調整 


リクライニング調整 

フ□ントシ ー I -39 

リわシ ー I -41 

リむンスイッチ-77 

リわウインドウデフォッガー 

スイッチ -137 

UP ヴ -I -96 

リわシ ー I -41 

リわシートアングーボックス----175 

UP シートベル!-加 

I 」わデファしンシわルオイルの 

デー タ-241 

リわドア-85 

I 」わヒータ-168 

リわワイパー-ウォッシゎ一 

スイ 'ソチ-136 
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ルームミラ-113 3,な式 ELR シートぺ J レ! -51 


ルームランプ-170 



おち日水のデ-9- 

-241 

トフン：;^二、ソシヨン- 

-148 

冷房（エアコン） - 

-160 



しべリンブ警告！ 0- 

-12 目 



しべリンブスイ 'ソチ - 

-133 





□ —了 —ゾヨン-221 

□-ビーム.スートしべリンブ 


警告む-に9 



フイ パー-ウオ、ソシわ一 


: W ， ソチ-135 

フイ パーの 交換-224 

ワイわし:: I ドア□ック 
(電波式 iJt 〕 ンドア□ック） 一-- 77 
W 数（電球）-202 
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ABS -72 


ABS -72 

ABS 警告む-128 

A/C (エアコン）-1日0 

A/T (才ートマチック）車-14日 

AWD 車-141 



V (フアン）ベルトの点検基準値---240 



W 数（電球）-202 



EBD -72 


EBD -72 

ELR シートベル!-51 



HD ランプ-132 



ISO 円 X 巧脑 SO FIX 固定バー 
&テザーアンカ-61 



LLC G 御? J <) のデータ-241 



0 /D OFF 表示む- 

0 /D (スーバードライブ） 

——123 

スイ、ソチ- 

——150 



SRS エアバッグ-的 


SRS エアバッグ-的 

SRS エアバッグ警告む-71 

SRS エアバッグコンピユータ-71 


• 次の商標はダイハツエ業株式会社の登 
録商標です。 

当社は使用許諾に基づき使用しており 
ます。 

•アミックス 
• AMMIX 
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MEMO 
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MEMO 
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盾自動まを屏ましたとをは 

自動車検査証返納の手続きび化要になりますので、軽自動車検査協会事務所で手 
続さを行って< ださい。 


返納に必要な書類など（田は一時使用中止時、曰は解体返納時に 
が要です） 

凸自動車検査証お納証明書交付申請書^自動車検査証返納届出書 
回解体届出書 
凸回自動車検査証 

曰回車両ま号標（ない場合は「車両を号標未処分理由書」） 

凸回軽自動車税申告書 

凸回印鑑 



田一時使用中止時 


7をな □ 


ナンバー頒布 

み 


6を•奋 □ 


自動車取得税の納付、および軽自動車税 
の申告 

み 


2巧な □ 


申請書類の確認 

み 


3まな □ 


検査手数料収納 

み 


2を•奋口 


申請書類の確認 


回解体返納時 


7きな □ 


ナンバー頒巧 

み 


6きな □ 


自動車取得税の納付、および軽自動車税 
の申告 

み 


2きを □ 


申請書類の確認 

み 


5ち，否 □ 


申請書の受付、および検査証交付 


《上記の順序は一般的な例です。 
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ほ用者 • 巧ちち • 使用者の住所を変更したとまは 

検査証記載事項変更の手続きび必要になりますので、使用中の本挪位置を管轄す 
る軽自動車検査協会事務所で手続さを行って<ださい。 


申請に必要な書類など（田は使用ち•所有者を変更した場合、因 
は引っ越しなどにより、使用者の住所を変更した場合に必要です） 

因因自動車検査証記入申請書 
曰回自動車検査証 

田因使用をの住所を証ずる書面（印鑑証明書、または住民票巧本などで 
発行後3ヶ月しソ内のをの） 

田自動車損害賠償責任保険証明書、または自動車損害賠償責任共済証 
明書（使用者び変わった場合に必要です） 

田因車両番号標（同じ管轄であれば変更する必要びありません） 

B 軽自動車税申告書 • 自動車取得税申告書 
因軽自動車税申告書 
BE 印鑑 



曰囚（ナンパ’一変更あり） 


2まお口 


申請書類の確認 

み 


7巧.如 


ナンバー頒巧 

み 


5巧窓 □ 


申請書の受付、および検宣証交付 

み 


6ま•如 


自動車取得税の納付、および軽自動車税 
の申告 

み 


7巧窓口 


ナンバー頒布 


曰因（ナンバー変更なし) 


2番お □ 


申請書類の確認 

み 


6番お □ 


自動車取得税の納付、および軽自動車税 
の申告 

み 


5番•杏 □ 


申請書の受付、および検査証交付 


《上記の順序は一般的な例です。 
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